


桃山学院教育大学
Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

桃山学院教育大学がめざす「人間教育」

本学の象徴でもあるエレノアホール

自己実現
一人ひとりの可能性を全面的に開
花、実現させる。外からの指導や支
援により、本人に自分自身の可能性
に気づかせる。

生きる力
自分に固有の人生を生き抜く力を
つけて内面的な「我の世界」を生き
る。それを土台に、「我々の世界」（世
の中）の生き方を考えていく。

習得・活用・探究
さまざまな知識や技能を習得（学力
保障）した上で、思考力、判断力、課
題意識など、知識や技能が働くため
の高次で複合的な力を身につけ（成
長保障）、自己の探究へと向かう。



人
間
教
育　

―

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
教
育
」
、「
学
生
の
成
長
度
№
１
」
を
め
ざ
し
て―

　

2
0
1
8
年
4
月
、
プ
ー
ル
学
院
大
学
を
継
承
し
、

桃
山
学
院
二
つ
目
の
大
学
と
し
て
開
設
し
た
。
4
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
特
別
支
援
教
育
・
日
本
語
教
員
養
成
・
教
育

相
談
実
践
基
礎
・
部
活
動
指
導
者
養
成
）
を
設
け
、
教

育
現
場
が
直
面
す
る
多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
教
員

養
成
の
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

本
学
の
教
育
活
動
の
原
点
は
「
人
間
教
育
」
で
あ
る
。

こ
の
心
的
な
宝
で
あ
る
「
人
間
教
育
」
を
本
学
の
「
だ
い

が
く
の
た
か
ら
」
と
し
て
紹
介
す
る
。

　

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
教
育
を
め
ざ
し
て
、
1
年
次
か

ら
少
人
数
制
の
演
習（
ゼ
ミ
）を
必
修
と
し
、
参
加
型
授
業

を
通
し
て
、
自
発
的
な
問
題
解
決
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

力
や
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
を
養
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

演
習
担
当
の
専
任
教
員
が
チ
ュ
ー
タ
ー
（
担
任
）
と
な
り
、

進
路
や
特
性
に
応
じ
、
履
修
計
画
や
学
生
生
活
な
ど
幅
広

く
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
チ
ュ
ー
タ
ー
会
議
で
情
報
を
共
有

す
る
な
ど
、
大
学
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
人
間
教
育
」
と
は
、
知
識
や
技
術
、
文
化
、
社
会
の

営
み
の
継
承
、
人
間
と
し
て
の
心
の
継
承
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教
師
自
身
が
、
広
い
心
と
人

間
的
魅
力
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
や
保
護
者

と
真
剣
に
向
き
あ
い
、
多
少
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
、
諦

め
な
い
。
目
の
前
に
居
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
、
共
に
成
長

へ
歩
み
を
進
め
る
。
多
様
性
を
受
け
容
れ
、
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
教
育
を
現
実
の
も
の
と
す
る
。
そ
ん
な
熱
意
あ

ふ
れ
る
教
師
た
ち
が
、
全
国
で
羽
ば
た
く
姿
を
描
い
て
い
る
。

　

本
学
は
「
人
間
教
育
」
を
具
現
化
す
る
た
め
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
タ
フ
な
主
体
性
、
豊
か
な
人

間
性
、
深
い
共
感
性
を
育
成
す
る
人
間
教
育
を
土
台
に

「
7
つ
の
や
く
そ
く
〜
す
べ
て
の
始
ま
り
は
挨
拶
か
ら
〜
」

や「
桃
教
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」（
本
学
が
育
成
す
る「
教
師
力
」、

5
つ
の
力
・
15
の
指
標
・
30
の
項
目
例
）
を
定
め
て
い
る
。

　
「
こ
こ
で
変
わ
る
。
自
分
も
、
未
来
も
。」、
学
生
の
成

長
度
№
１
を
め
ざ
し
て
。
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表 紙 ： スナップエンドウ
マメ科の1、２年草であるエンドウの一品種。4月から6月に
収穫し、グリーンピース大の実をさやごと食べます。「snap
（ポキッと折れる音）」の名の通り、パリッとした食感が特徴
です。スナックエンドウとも呼ばれますが、1983年に農林水
産省は正式名称を「スナップエンドウ」としました。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。5月号からは新しく実のシ
リーズが始まります。

寄
稿 

　
私
立
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
考
え
る

　
　

―

女
性
研
究
者
支
援
の
現
状
か
ら
見
え
た
私
大
特
有
の
課
題
と
展
望―

　
阪
田
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己
子

寄
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﹇
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０
２
２
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﹈
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―

ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「ｒｅ
輪
」の
企
業
連
携
活
動
に
よ
って

　
　
　
得
ら
れ
た
成
果
を
対
象
と
し
て―

　
草
薙
健
太

私
の
授
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践
〜
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現
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前
線
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ら
〜
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イ
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》
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イ
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光
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チ
ャ
イ
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イ
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ニ
ュ
ー
ス　
　
　
　

 

編
集
後
記

94102108110112114116118126128130













サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト

岩
切 

正
一
郎
　
国
際
基
督
教
大
学
学
長

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
は「
文
理
融
合・横
断
」の
最
た
る

も
の
だ
が
、「
文
」に
せ
よ「
理
」に
せ
よ
、そ
の
基
盤
に

あ
る
の
はscience

（
語
源
は
ラ
テ
ン
語
のscio

：

知
る
）。知
り
た
い
、と
い
う
情
熱
が
大
学
を
支
え
て
い

る
。そ
の
情
熱
が
形
と
な
る
に
は
、ア
ー
ト
が
不
可
欠

だ
。ま
だ
語
ら
れ
て
い
な
い
も
の
、気
づ
か
れ
て
い
な
い

も
の
を
認
識
可
能
な
存
在
へ
変
形
さ
せ
る
ア
ー
ト（
技

術・芸
術・学
術
）。大
学
で
は
何
か
ら
何
へtransform

す
る
の
か
。そ
の
答
え
に
大
学
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
る
。
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１
． 「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」「
成
長
分
野
」と
い
う
呪
文

昨
年
５
月
に
出
さ
れ
た「
教
育
未
来
創
造
会
議
」第
一
次
提
言

で
は
、自
然
科
学（
理
系
）分
野
を
専
攻
す
る
学
生
を
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
５
割
程
度
へ
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、さ
ま
ざ

ま
な
方
向
性
、施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。そ
の
背
景
と
し
て
、

２
０
３
０
年
に
は「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」が
54
・
５
万
人
不
足
す
る

こ
と
、日
本
の
自
然
科
学
分
野
の
専
攻
学
生
割
合
は
35
％
に
留
ま

り
、近
年
多
く
の
諸
外
国
が
理
工
系
の
学
生
数
を
増
や
す
中
、日

本
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
等
の「
成
長
分
野
」への
大
学
等
の
再
編
を

進
め
、再
編
に
向
け
た
初
期
投
資
や
開
設
年
度
か
ら
の
継
続
的
支

援
、す
べて
の
学
生
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
向
け
た
、デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
促
進
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
た
形
で
、文
部
科
学
省
に
お
い
て
も
具
体
的

な
事
業
計
画
が
検
討
さ
れ
、中
で
も「
成
長
分
野
を
け
ん
引
す

る
大
学
・
高
専
の
機
能
強
化
に
向
け
た
基
金
に
よ
る
継
続
的
支

援
」事
業
は
、２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）度
第
２
次
補
正
予
算
で
、

３
０
０
２
億
円
と
い
う
大
型
予
算
が
認
め
ら
れ
た
。本
事
業
の
背

景
・
課
題
の
説
明
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
度
的
な
進
展
」「
デ

ジ
タ
ル
化
等
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
教
育
・
人
材
育
成
に

お
け
る
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
」「
大
学
等
が
予
見
可
能

性
を
も
って
大
胆
な
組
織
再
編
に
取
り
組
め
る
安
定
的
な
支
援
の

必
要
」な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

理
工
系
学
生
数
は
２
０
０
０
年
で
54
・
９
万
人
だ
っ
た
の
が

２
０
２
１
年
に
は
46
万
人
と
減
少
し
て
い
る
が
、同
時
に
18
歳
人
口

は
減
少
局
面
に
突
入
し
、２
０
４
０
年
に
は
約
88
万
人
ま
で
減
り
、

� 

学
び
の
継
続

高
等
教
育
の
未
来
を
真
に
創
造
す
る
た
め
に

西
原 

廉
太
　
立
教
大
学
総
長
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大
学
進
学
者
数
自
体
が
約
51
万
人
ま
で
減
少
す
る
予
測
が
あ
る
。

一
方
で
大
学
進
学
者
急
増
期
に
大
幅
に
増
え
た
大
学
数
、定
員

数
は
変
わ
ら
ず
、理
工
系
、と
り
わ
け「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」と
な
る
学

生
数
を
増
や
す
た
め
に
、大
学
・
学
部
・
学
科
等
の
純
増
に
よ
る

量
的
拡
充
と
い
う
方
向
性
は
あ
り
得
ず
、あ
く
ま
で
も
既
存
の
学

部
・
学
科
等
の
組
織
転
換
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

し
た
が
って
、同
事
業
の
支
援
対
象
も
、学
位
分
野
が「
理
学
」

「
工
学
」「
農
学
」関
係
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
も
の
、も
し
く

は
含
ま
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
、「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長

分
野
への
転
換
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。要
す
る
に「
成
長
分
野
」と

は
絡
ま
な
い
既
存
の
学
部
・
学
科
等
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
新
た
な

組
織
を
構
想
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。文
部
科
学
省
と
日
本
私
立

大
学
連
盟
と
の
意
見
交
換
に
お
い
て
も
、「
人
文
学
・
社
会
科
学

系
を
基
幹
と
し
た
編
成
・
増
員
は
対
象
と
は
な
ら
な
い
」こ
と
が

示
さ
れ
た
。ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
や
、理
系
が
メ
ジ
ャ
ー
で
文
系
が
マ
イ

ナ
ー
な
の
は
良
い
が
、文
系
メ
イ
ン
は
不
可
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
よ
って
提
示
さ
れ
て
い
る「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
通

じ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」が「
デ
ジ
タ
ル
分
野
等
の
リ
ス

キ
リ
ン
グ
に
向
け
た
投
資
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
こ
と
は
と
も

か
く
、文
部
科
学
省
も「
成
長
分
野
に
お
け
る
即
戦
力
人
材
輩
出

に
向
け
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
」を
打
ち
出
し
、２
０
２
２

年（
令
和
４
年
）度
第
２
次
補
正
予
算
で
17
億
円
が
認
め
ら
れ
た

が
、そ
の
実
施
内
容
の
ト
ッ
プ
に
も「
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
分
野
リ

ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

に
は
、正
直
言
って
少
々
げ
ん
な
り
す
る
。

本
来「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」と
は
よ
り
広
く
、深
い
概
念
な
の
で

あ
り
、人
間
と
は
何
か
、世
界
と
は
何
か
な
ど
の
哲
学
的
、思
想
的

な
問
い
や
、歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
異
文
化
と
の
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
な
時
代
に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の

を
学
び
直
す
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
って
、私
た
ち
多
く

の
私
立
大
学
が
自
信
を
も
って
提
供
で
き
る
の
は
こ
う
し
た
領
域

で
あ
る
。

２
． 

明
治
期
以
来
変
わ
ら
ぬ「
国
家
に
役
に
立
つ
人
材
養
成
」

も
ち
ろ
ん
政
府
や
文
部
科
学
省
が
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
等

に
注
力
す
る
理
由
も
背
景
も
理
解
で
き
る
し
、立
教
大
学
で
も
大

学
院
に
人
工
知
能
科
学
研
究
科
を
設
置
し
、学
士
課
程
教
育
に
お

い
て
も
全
学
生
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
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目
指
し
て
い
る
。環
境
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
文
理
連
携
型

新
学
部
の
新
設
も
現
在
構
想
中
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら

の
新
し
い
展
開
も
、立
教
大
学
が
創
立
以
来
、大
切
に
し
て
き
た
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
し
っ
か
り
と
守
り
、さ
ら
に
充
実
し
た
上
で

の
こ
と
で
あ
って
、そ
れ
ら
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
上
で
ビ
ル
ド
す
る
な

ど
と
い
う
発
想
は
微
塵
も
な
い
。近
年
の
異
常
な
ま
で
の「
デ
ジ
タ

ル
人
材
無
双
状
態
」に
は
、今
後
の
日
本
の
高
等
教
育
の
行
く
末

に
大
い
な
る
不
安
を
禁
じ
得
な
い
。

現
在
、国
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、ま
さ
し
く
明
治
政
府
の

欧
米
諸
国
に「
追
い
つ
き
、追
い
越
せ
」政
策
の
焼
き
直
し
で
し

か
な
い
。こ
れ
で
は
、実
際
の
と
こ
ろ
、日
本
の
教
育
、こ
と
に
大

学
教
育
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
、欧
米
の
高
等
教
育
に
追
い
つ
く

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
教
育
」と
は
国
家
の
た
め
の
道
具
で

は
な
く
、学
校
と
は
国
家
に
有
益
な
均
質
的
人
材
を
効
率
良
く

生
産
す
る
た
め
の
工
場
な
ど
で
は
な
い
。教
育
と
は
あ
く
ま
で

も
、「
ひ
と
」一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
陶
冶
し
、そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
社
会
、世
界
に
福
利
を
も
た
ら
す
た
め
の
尊
い
働
き
な
の
で
あ

る
。そ
の
よ
う
な
願
い
と
思
い
を
も
って
、米
国
聖
公
会
か
ら
の
宣

教
師
で
あ
っ
た
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
、お
よ

そ
１
５
０
年
前
の
１
８
７
４
年
、東
京
・
築
地
に「
立
教
学
校
」 

（St. Paul’s School

）を
創
設
し
た
こ
と
を
、私
た
ち
は
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

１
８
７
４
年
当
時
は
、未
だ
政
府
に
は
明
確
な
教
育
政
策
と
言

え
る
も
の
は
な
く
、学
制
を
制
定
し
た
後
も
し
ば
ら
く
は
官
営
諸

学
校
の
準
備
が
進
ま
ず
、や
む
を
得
ず
、立
教
学
院
を
は
じ
め
と

す
る
ミ
ッ
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
を
補
完
的
な
存
在
と
し
て
容
認
し
て
い

た
。し
か
し
な
が
ら
徐
々
に
官
営
学
校
教
育
制
度
が
整
っ
て
く
る

と
、必
ず
し
も
明
治
政
府
の
意
向
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
教
育
方
針
に

反
映
し
な
い
私
立
学
校
、と
り
わ
け
欧
米
ミ
ッ
シ
ョン
と
連
動
す
る

キ
リ
ス
ト
教
系
諸
学
校
を
い
か
に
学
校
教
育
行
政
の
下
に
管
理
す

る
か
が
大
き
な
課
題
と
なっ
た
。

明
治
期
に
お
い
て
、日
本
政
府
は
、欧
米
の
高
度
に
発
展
し
た
科

学
と
、そ
れ
に
連
動
す
る
強
力
な
軍
事
力
に
対
抗
す
る
た
め
、い
わ

ゆ
る
富
国
強
兵
政
策
を
推
進
し
た
。富
国
強
兵
政
策
の
実
体
と

は
、近
代
産
業
化
の
完
遂
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は「
国
家
に
役
に

立
つ
人
材
養
成
」は
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
、教
育
行
政
は
非
常
に

重
要
な
要
素
と
な
っ
た
。こ
の
国
家
の
要
請
に
対
応
し
得
る
国
民

の
養
成
が
、日
本
に
お
け
る
教
育
政
策
の
中
心
と
な
り
、そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず「
実
学
教
育
」に
ほ
か
な
ら
な
かっ
た
。

教
育
行
政
は
国
家
に
よ
って
統
制
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、学
校
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教
育
の
指
針
と
内
容
は
、文
部
省
に
よ
る「
許
認
可
権
」の
も
と
、

具
体
的
に
は
行
政
指
導
と
し
て
完
全
に
管
理
さ
れ
た
。こ
う
し
て

明
治
期
に
開
始
さ
れ
た
近
代
日
本
に
お
け
る
教
育
と
は
、あ
く
ま

で
も
国
家
政
策
に
奉
仕
す
る
た
め
の
教
育
と
な
り
、そ
の
思
想
の

下
に
あ
ら
ゆ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。国
家
教
育
権
を

徹
底
す
る
上
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の「
建
学
の
精
神
」に
基
づ
く

教
育
理
念
を
主
張
す
る
私
立
学
校
は
、そ
も
そ
も
国
家
に
と
って

好
ま
し
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

帝
国
大
学
の
み
を
大
学
令
に
よ
っ
て「
大
学
」と
認
可
し
、私

立
大
学
に
対
し
て
は
、専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
と
し
て
の
み
認

め
、大
学
令
に
よ
る
認
可
を
意
図
的
に
遅
ら
せ
た
。大
学
令
は
、

１
９
１
８
年
に
公
布
、１
９
１
９
年
に
施
行
さ
れ
た
が
、私
立
大
学

で
大
学
令
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
の
は
、慶
應
義
塾
大
学
、早
稲

田
大
学
、明
治
大
学
、法
政
大
学
、中
央
大
学
、國
學
院
大
學
、同

志
社
大
学
等
が
１
９
２
０
年
で
、立
教
大
学
は
さ
ら
に
２
年
後
の

１
９
２
２
年
の
こ
と
で
あ
る
。１
８
７
２
年
の「
学
制
」に
よ
る
官

立
大
学
の
設
立
以
来
、遅
れ
る
こ
と
、実
に
半
世
紀
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。現
代
に
も
引
き
継
が
れ
る
、私
立
学
校
を
国
公
立
学
校
の

補
完
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
官
尊
民
卑
的
な
思
想
の
淵
源

は
こ
こ
に
遡
る
。以
来
、日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、徹
底
し
た
実

利
主
義
、現
実
主
義
に
よ
っ
て
成
立
し
、一
方
で
、そ
れ
が
国
家
に

よ
っ
て
管
理
統
制
さ
れ
た
高
品
質
の
労
働
力
創
出
に
つ
な
が
り
、

世
界
史
的
に
も
類
を
見
な
い
急
速
な
産
業
化
を
達
成
し
得
た
と

も
言
え
る
。こ
の「
成
功
体
験
」こ
そ
が
、現
在
の
政
府
、文
部
科

学
省
の
諸
政
策
の
根
源
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、当
時
の
日
本
政
府
の「
国
家
に
有
益
な
人
材

養
成
」と
い
う
教
育
方
針
が
、功
利
主
義
、物
質
主
義
、技
術
・
実

学
偏
重
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
批
判
し
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
根

拠
を
持
つ
全
人
格
的
な
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
た
。第
二
次
世
界

大
戦
後
、日
本
の
各
大
学
は
、米
国
の
占
領
政
策
も
あ
り
、米
国
の

大
学
を
模
倣
し
て
い
わ
ゆ
る
教
養
課
程
を
置
く
が
、実
際
の
と
こ

ろ
は
、文
部
官
僚
は
も
と
よ
り
、当
の
大
学
関
係
者
も
本
来
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
的
教
養
教
育
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
な
かっ
た
。

実
学
教
育
偏
重
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
、依
然
と
し
て
、哲
学
、

宗
教
、思
想
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ヒュ
ー
マニ
テ
ィ
ー
ズ
な
ど
は「
虚

学
」と
し
て
軽
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。少
な
く
と
も
、実
学
と
虚
学

は
分
離
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、両
輪
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。近
年
で
は「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」は
一
種
の

流
行
語
と
な
っ
た
感
も
あ
る
が
、そ
の
理
解
の
実
体
は
明
治
期
以

来
、本
質
的
に
変
わって
は
い
な
い
。
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３
． 

日
本
に
お
け
る「
実
学
」偏
重
の
文
脈

日
本
最
初
の
近
代
型
大
学
は
、１
８
７
７
年
に
誕
生
し
た
東
京

帝
国
大
学（
東
京
大
学
）で
あ
る
が
、東
京
大
学
設
置
の
意
図
は
、

西
欧
で
発
展
し
た
学
問
拠
点
の
形
成
に
あ
っ
た
。し
か
し
、東
京
大

学
は
世
界
の
大
学
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
実
に
特
殊
な
構
成
を
持
っ

て
い
た
。す
な
わ
ち
、「
神
学
部
」が
な
く
、「
理
学
部
」が
あ
り
、

１
８
８
６
年
に
は「
工
学
部
」を
事
実
上
、設
置
し
た
と
い
う
点
で

あ
る
。西
欧
の
大
学
に
お
け
る
必
要
条
件
と
し
て「
神
学
部
」の
存

在
が
あ
っ
た
。「
神
学
」を
中
核
的
に
担
う
場
が
な
け
れ
ば
、そ
れ
は

欠
陥
大
学
と
さ
れ
た
。ま
た
、実
は
欧
米
の
大
学
で「
理
学
部
」が

設
置
さ
れ
た
の
は
ド
イ
ツ
で
１
８
７
５
年
の
こ
と
な
の
で
、そ
の
わ

ず
か
２
年
後
に
東
京
大
学
に
理
学
部
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。「
工
学
部
」に
至
って
は
、当
時
、世
界
中
の
総
合
型
大
学
内
に

「
工
学
部
」を
設
置
し
て
い
た
例
は
他
に
存
在
し
な
い
。１
８
９
７

年
創
立
の
京
都
大
学
は
当
初
か
ら
半
数
近
く
の
学
生
が
工
学
部

生
で
あ
っ
た
。日
本
の
大
学
は「
神
学
」な
し
の「
工
学
」あ
り
と
い

う
特
徴
が
あ
り
、欧
米
の
大
学
理
解
か
ら
す
れ
ば
、こ
れ
は
極
め
て

異
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

欧
米
の
人
々
に
と
って
、「
神
学
」は
大
学
に
と
って
の
生
命
線
で

あ
る
一
方
、「
工
学
」を
大
学
と
い
う
場
で
行
う
こ
と
に
は
大
き
な

抵
抗
が
あ
っ
た
。そ
も
そ
も
の
学
問
や
知
の
根
拠
は
、創
造
者
が
書

い
た「
自
然
」や「
宇
宙
」、「
人
体
」と
い
う「
テ
キ
ス
ト
」を「
読

む
」こ
と
で
あ
り
、こ
う
し
た
認
識
は
、現
代
に
お
い
て
も
息
づ
い

て
い
る
と
言
って
過
言
で
は
な
い
。実
利
的
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、技
術
的
知
識
や
方
法
の
類
を「
大
学
」と
い
う
場
で
取
り
上
げ

る
こ
と
に
は
強
烈
な
拒
否
感
が
あ
っ
た
。

西
欧
に
お
い
て
は「
科
学
」と「
技
術
」の
間
に
明
確
な
分
岐

が
あ
り
、住
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。「
科
学
」（
自
然
哲
学
）

は「
知
」の
領
域
と
し
て「
大
学
」に
お
い
て
担
わ
れ
、工
学
で
扱

う
よ
う
な「
技
術
」は
む
し
ろ
ギ
ル
ド
な
ど
の
職
人
の
人
々
に
よ
っ

て
、し
っ
か
り
と
為
さ
れ
て
い
た
。例
え
ば
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
は
１
８
６
１
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、日
本
語
訳
で
は

「
大
学
」で
あ
る
が
、正
式
な
英
語
表
記
は
、M

assachusetts 
Institute of Technology

と
、あ
く
ま
で
もinstitute

で
あって
、

university

やcollege

で
は
な
い
。

日
本
に
は
、最
初
か
ら「
科
学
」と「
技
術
」の
峻
別
は
存
在
し

な
かっ
た
。私
た
ち
も「
科
学
技
術
」と
ひ
と
か
た
ま
り
で
呼
称
し
、

理
解
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
、ま

さ
に
日
本
が
、「
知
」と
は
何
か
と
い
う
問
い
や
、「
神
学
」と「
科

学
」の
歴
史
的
な
親
密
性
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
抜
き
に
近
代
化
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に
踏
み
出
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。な
ぜ「
神
学
」ぬ
き
、「
工

学
」あ
り
の
学
校
を
西
欧
で
は「
大
学
」と
呼
ば
な
い
の
か
を
理
解

で
き
な
かっ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、日
本
は
当
初
か
ら「
神
学
」に
縛
ら
れ
ず
に
、実

利
的
な「
科
学
技
術
」と
し
て
の
研
究
に
純
化
で
き
た
が
ゆ
え
に
、

そ
の
後
の
急
速
な
近
代
工
業
化
を
実
現
で
き
た
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
。日
本
に
お
い
て
は
、大
学
で
の「
学
問
」と
は
常
に
実
学
的
、

実
利
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。日
本
は
、産
業
化
や
技
術
発
展
に
お
い

て
は
間
違
い
な
く
成
功
し
た
と
言
え
る
が
、そ
れ
と
引
き
換
え
に
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
深
い
と
こ
ろ
で
の
理
解
、そ
し
て
そ
れ
ら

を
支
え
る
豊
か
な
思
想
性
の
涵か

ん
養よ

う
を
軽
視
し
て
き
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

４
． 

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
必
要
と
し
て
求
め
る
人
間
と
は

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が
大
切
に
す
る
の
は
、批
判
す
る
こ
と
、

批
判
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、真
理
と
は
何
か
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ

り
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。自
己
の
存
在
を
知
り
、他
者
の
存
在
に
気

づ
き
、人
間
を
学
び
、世
界
を
読
み
解
く
こ
と
、い
わ
ゆ
る「
常
識
」

「
定
説
」を
疑
う
こ
と
、「
権
威
」を
問
い
、相
対
化
さ
せ
る
こ
と
、

自
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
書
・
原
文
、第
一
次
資
料
に
あ
た
り
、読
み
、

確
か
め
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、言
語
を
修
得
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
あ
り
、日
本
に
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
実
際
に
海
外
に

ま
で
出
か
け
て
い
き
、自
分
の
目
で
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
本
当
に
必
要
な
智
。他
者
の
痛
み
に
共

感
し
、共
苦
で
き
る
感
性
。世
界
史
的
、人
類
史
的
な
世
界
観
と

歴
史
的
、科
学
的
認
識
。多
文
化
世
界
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

国
際
性
の
涵
養
を
本
質
的
な
核
と
す
る
の
が「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」

で
あ
る
。そ
の
学
び
を
通
じ
て
、学
ぶ
者
が
世
界
を
読
み
解
く
力

を
、そ
し
て
、世
界
を
変
え
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
う
し
た
理
解
の
も
と
に
、２
０
１
６
年
度
か
ら
、立
教
大
学
は

新
た
な
学
士
課
程
教
育
の
仕
組
み
で
あ
る「RIKKYO

 Learning 
Style

」を
開
始
さ
せ
た
。現
在
、こ
の「RIKKYO

 Learning 
Style

」を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
た
め
改
革
を
開
始
し
て
い
る
。立
教

大
学
の
学
生
は
、「RIKKYO

 Learning Style

」を
通
し
て
、学

ぶ
こ
と
の
意
味
を
深
め
、学
ぶ
た
め
の
技
法
を
マ
ス
タ
ー
し
、リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
本
質
を
全
員
が
修
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

私
た
ち
は
、本
物
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
よ
って
鍛
え
ら
れ
た
者

た
ち
こ
そ
が
、こ
れ
か
ら
の
社
会
が
必
ず
必
要
と
し
て
求
め
る
人

間
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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大
学 
東
京
拠
点
の
い
ま

座
談
会
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
東
京
拠
点
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

江
津
　
２
０
０
０
年
代
以
降
、主
に
関
西
エ
リ
ア
の
大
学
を
中
心

に
東
京
中
心
部
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
や
オ
フ
ィ
ス
拠
点
を
構

え
る
動
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る
首
都
圏
進
出
の
一
環
と

し
て
長
年
、教
育
研
究
活
動
や
入
試
広
報
、就
職
活
動
支
援
、卒

業
生
交
流
と
いっ
た
大
学
機
能
を
担
って
き
ま
し
た
が
、東
京
進
出

か
ら
約
20
年
の
時
の
経
過
、ま
た
コロ
ナ
禍
と
い
う
世
界
規
模
で
の

未
曽
有
の
経
験
を
経
て
、東
京
に
拠
点
を
置
く
意
義
や
そ
の
役
割

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。本
来
、対
面
交
流

や
立
地
面
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
い
拠
点
運
営
に
お
い
て
、各
大

学
が
存
在
価
値
を
高
め
る
た
め
、新
た
な
活
用
を
試
み
、オ
フ
ィ
ス

機
能
の
強
化
を
図
って
い
ま
す
が
、今
回
の
座
談
会
で
は
、時
代
や

社
会
環
境
変
化
に
対
応
す
る「
大
学 

東
京
拠
点
の
い
ま
」に
つ
い

て
情
報
共
有
し
、今
後
を
展
望
す
る
機
会
と
し
た
く
思
い
ま
す
。

最
初
に
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
事
務
長
の
杉
本
様
か
ら
現
状
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

関
西
大
学

東
京
セ
ン
タ
ー
事
務
長（
２
０
２
３
年
３
月
現
在
）

学
校
法
人
関
西
学
院

東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
課
長

甲
南
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京

事
務
所
所
長（
２
０
２
３
年
３
月
現
在
）

松
山
大
学

東
京
オ
フ
ィ
ス
長

明
治
大
学
経
営
企
画
部
広
報
課
長
、

広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員

（
い
ず
れ
も
２
０
２
３
年
３
月
現
在
）

杉
本 

仁
嗣

木
村 

勝

古
谷 

銀
次
郎

鈴
木 

真
木
子

司
会江

津 

英
昭

MEMBER
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利
用
す
る
在
学
生
は
減
少

活
用
方
法
を
広
げ
る

杉
本
　
私
は
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
頃
の
３
年
前
に
東

京
に
赴
任
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
前
は
、東
京
駅
隣
接
の
サ
ピ
ア
タ

ワ
ー
内
に
あ
る
本
学
の
東
京
セ
ン
タ
ー
に
は
、就
職
活
動
に
励
む

学
生
が
毎
日
50
人
近
く
来
館
し
、着
替
え
を
し
た
り
、仮
眠
を

取
っ
た
り
、面
接
の
練
習
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍

と
な
り
、説
明
会
や
面
接
な
ど
企
業
の
採
用
活
動
は
リ
モ
ー
ト
が

中
心
と
な
っ
た
た
め
に
、学
生
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
風
景
は
こ
こ
３
年

ほ
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
の
イ
ベン
ト
や
、高
校
の
先
生
を
対
象
に
し
た

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
、一
般
社
会
人
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
の
開

催
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
向
け
て
取
り
組
み
を

行
って
い
ま
す
。

木
村
　
関
西
学
院
の
東
京
オ
フ
ィ
ス
は
２
０
０
３
年
に
開
設
さ

れ
、そ
の
後
、２
０
０
７
年
に
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
に
あ
る
東
京
丸
の
内

キ
ャ
ン
パ
ス
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、東
京
に
お
け
る
学
院
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
と
な
って
い
ま
す
。具
体
的
に
は
次
の
５
つ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。１
．教
員
の
研
究
活
動
お
よ
び
学
生
の
首
都
圏
に
お
け
る

就
職
活
動
の
拠
点
。２
．丸
の
内
講
座
を
は
じ
め
と
し
た
学
習
機

会
を
社
会
に
広
く
提
供
す
る
こ
と
。３
．本
学
の
広
報
。分
か
り
や

す
く
言
う
と「
関
西
学
院
」を「
か
ん
せ
い
が
く
い
ん
」と
正
し
く

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。４
．産
官
学
連
携
の
推
進
。

５
．卒
業
生
全
体
の
約
10
％
に
及
ぶ
首
都
圏
在
住
の
卒
業
生
と
の

連
携
。以
上
を
５
つ
の
柱
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

古
谷
　
私
は
５
年
前
に
甲
南
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東

京
事
務
所
に
着
任
し
ま
し
た
。本
学
の
東
京
事
務
所
は
非
常
に
歴

史
が
古
く
、旧
制
甲
南
高
等
学
校
の
卒
業
生
が
、１
９
２
８
年
に

東
京
で
開
催
し
た
第
一
回
の
会
合
が
ル
ー
ツ
と
な
って
い
ま
す
。そ

れ
以
降
、同
窓
会
が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、現
在
で
は
東
京
の

会
員
が
約
６
千
名
と
な
り
、年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
の
同
窓
会
が
先
に
東
京
に
事
務
所
を
構

え
て
い
た
の
で
す
が
、１
９
７
８
年
に
学
園
が
創
立
60
周
年
を
迎
え

た
の
を
機
に
、学
園
と
し
て
も
東
京
に
事
務
所
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
後
、事
務
所
は
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
に
移
転
し
、甲
南

大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、現
在
、学
生
の
就
職
活
動
の
支
援
、教
職
員

の
学
会
や
研
究
会
の
拠
点
、公
開
講
座
な
ど
生
涯
教
育
の
機
会
提
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供
、東
京
の
同
窓
会
活
動
の
拠
点
、企
業
や
官
公
庁
の
情
報
収
集
・

情
報
連
携
の
拠
点
と
い
う
５
つ
の
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

鈴
木
　
松
山
大
学
の
東
京
オ
フ
ィ
ス
は
２
０
０
７
年
10
月
に
、松
山

大
学
三
恩
人
の
一
人「
学
園
創
設
の
父
」で
あ
る
新
田
長
次
郎
翁
が

創
業
し
た
、銀
座
に
あ
る
ニッ
タ
株
式
会
社
の
東
京
支
店
の
ビ
ル
の
一

室
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。私
は
２
年
前
に
オ
フ
ィス
長
に
着
任
し
ま
し

た
。以
前
は
３
名
体
制
で
し
た
が
、コロ
ナ
禍
で
学
生
の
訪
問
が
少
な

く
な
っ
た
た
め
、現
在
は
私
を
含
め
て
２
名
体
制
で
運
営
し
て
い
ま

す
。第
一
の
目
的
は
学
生
の
就
職
支
援
で
す
。ま
た
、そ
れ
に
関
連
し

て
卒
業
生
と
学
生
を
つ
な
げ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。コロ
ナ
禍

で
情
報
収
集
・
情
報
発
信
の
機
会
は
減
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、愛

媛
県
や
松
山
市
の
東
京
事
務
所
と
協
力
し
て
行
って
い
ま
す
。学
生

支
援
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
に
な
り
ま
し
た
が
、代
わ
り
に
在
京
す
る
卒

業
生
の
方
々
が
何
か
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
心
配
し
て
訪
ね

て
く
れ
ま
す
。そ
う
し
た
応
援
に
非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

対
面
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
へ

江
津
　
少
し
お
話
に
も
出
ま
し
た
が
、コロ
ナ
禍
の
前
後
で
ど
の
よ
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う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
って
き
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

杉
本
　
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
は
、東
京
で
の
就
職
支
援
活
動
は
か
な

り
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
１
年
は
コロ
ナ
禍
も
少
し
落
ち
着
い

て
き
た
の
で
新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
れ
が
、東
京

の
第
一
線
の
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
た
ち
と
こ
れ
か
ら
就

職
活
動
を
始
め
る
学
生
の
交
流
会
で
す
。対
面
の
み
の
開
催
、し
か

も
自
費
だ
っ
た
た
め
、東
京
ま
で
参
加
し
に
来
る
学
生
が
ど
れ
だ
け

い
る
か
不
安
で
し
た
が
、募
集
を
開
始
し
た
翌
朝
に
は
定
員
を
超

え
る
60
名
の
学
生
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。20
名
以
上
の

卒
業
生
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、全
体
の
質
疑
応
答
を
行
っ
た
後
、

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、先
輩
に
学
生
が
話
を
聞
き
に
行
く
と
い
う
形

式
を
取
り
ま
し
た
。学
生
は
実
に
熱
心
で
、一
日
中
先
輩
と
対
話

し
、メ
モ
を
取
って
い
ま
し
た
。ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
実
感
し
、急
き
ょ

第
２
回
の
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
東
京
で
活
躍

す
る
卒
業
生
と
接
点
を
持
ち
、学
生
の
就
職
支
援
に
つ
な
が
る
イ

ベン
ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村
　
本
学
は
、１
８
８
９
年
の
開
学
時
は
５
人
の
宣
教
師
と
わ
ず

か
19
人
の
生
徒
の
小
さ
な
学
校
で
し
た
。教
師
と
学
生
と
の
距
離

が
近
く
、情
熱
を
持
って
学
問
を
教
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、在

学
中
か
ら
学
生
の
皆
さ
ん
と
丁
寧
に
接
点
を
持
つ
こ
と
を
大
学
と

し
て
も
重
視
し
て
い
ま
す
。一
人
一
人
に
寄
り
添
って
、卒
業
し
て
か

ら
も
接
点
を
持
ち
続
け
て
い
れ
ば
、組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
なっ
た
時
、

後
輩
の
手
助
け
を
す
る
な
ど
、必
ず
大
学
に
恩
を
返
し
て
く
れ
ま

す
。そ
れ
が
結
果
的
に
学
生
の
就
職
支
援
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

私
は
そ
う
し
た
循
環
を〝
三
日
月
フ
レ
ー
ム
〞と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

杉本 仁嗣氏
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同
窓
会
や
公
開
講
座
を
開
催
し
て
卒
業
生
と
つ
な
が
り
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
そ
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
説

明
会
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
ま
し
た
が
、や
は
り
対
面
で
得
ら

れ
る
情
報
と
は
価
値
が
全
く
異
な
る
と
思
って
い
ま
す
。対
面
で
な

く
て
は
得
ら
れ
な
い
情
報
が
あ
る
の
で
す
。実
際
に
航
空
会
社
に
勤

め
る
卒
業
生
か
ら
力
に
な
り
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
、羽
田
の
訓

練
施
設
の
見
学
会
の
後
、現
役
Ｃ
Ａ
も
参
加
し
て
座
談
会
を
開
催

し
た
の
で
す
が
、30
名
の
定
員
が
あっ
と
い
う
間
に
埋
ま
り
ま
し
た
。

留
学
先
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
帰
って
き
て
参
加
し
た
学
生
も
い
た
の
で
す

が
、や
は
り
現
場
を
見
て
直
接
話
を
聞
く
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。学
生
た
ち
の
間
で
も
、す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な

く
対
面
を
重
視
す
る
フェー
ズ
に
入
って
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。東

京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
は
、そ
う
し
た
対
面
の
イ
ベン
ト
を
開

催
す
る
機
会
を
今
後
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
く
実
感

古
谷
　
本
学
の
創
立
者
・
平
生
釟
三
郎
先
生
の
創
立
理
念
の
一

つ
に
、「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
淑
女
た
れ
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
当
初
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
学
校
が
創

立
さ
れ
た
た
め
、世
界
に
出
る
前
の
第
一
歩
と
し
て
、東
京
を
経
験

す
る
た
め
の
場
所
と
し
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
の
存

在
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東

京
は
学
生
が
個
別
に
就
職
活
動
で
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
ま
す
が
、多
数
の
学
生
が
参
加
す
る
イ
ベン
ト
も
企
画
し
て
い
ま

す
。70
〜
80
名
の
参
加
者
を
募
り
、１
泊
２
日
で
企
業
訪
問
や
卒

業
生
と
の
懇
談
会
、他
大
学
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
濃
密

な
企
画
で
す
。コロ
ナ
禍
に
よ
り
、そ
う
し
た
イ
ベン
ト
も
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が
、代
わ
り
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
就
職
活
動
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャン
パス
東
京
を
訪

問
し
た
学
生
に
対
し
て
模
擬
面
接
な
ど
を
行
って
い
ま
し
た
が
、そ
の

後
は
神
戸
に
帰
って
し
ま
う
た
め
継
続
的
な
支
援
が
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
学
生
か
ら

模
擬
面
接
の
内
容
につい
て
相
談
が
く
る
な
ど
、ア
フ
タ
ー
フォロ
ー
も

可
能
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
融

合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
は
同
窓
会
主
催
で
、東
京
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業

生
を
迎
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
講
演
会
を
対
面
で
開
催
し
て
い
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た
の
で
す
が
、２
０
２
３
年
度
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。以
前
は
参
加
者
が
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
れ
ば
神
戸
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

と
も
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共
有
で
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
は
し
ま
し

た
が
、得
ら
れ
た
も
の
は
大
き
かっ
た
と
思
って
い
ま
す
。

鈴
木
　
本
学
も
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の

融
合
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

東
京
で
活
躍
す
る
愛
媛
県
出
身
や
所
縁
の
経
済
界
と
の
人
脈
を

生
か
し
て
、業
界
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
、在
京
の
新
聞
記
者
に

文
章
を
教
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、首
都
圏

で
作
っ
た
人
脈
を
生
か
し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、東
京
に
拠
点
を
置
く
約
30
の
国
公
私
立
の
地
方
大
学
が

情
報
交
換
す
る
東
京
事
務
所
会
と
い
う
組
織
に
所
属
し
て
お
り
、

そ
こ
で
大
学
の
垣
根
を
越
え
て
学
生
同
士
を
交
流
さ
せ
る
、オ
ン

ラ
イ
ン
就
職
活
動
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。１
回
目
に
は
11
大
学
、２
回
目
に
は
18
大
学
か
ら
多
く
の

学
生
が
参
加
し
、有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
対
面
交
流
が
制
限
さ
れ
て
い
た
中
で
、他
大
学
の
学
生
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
企
画
は
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
大
学
に
声
を
掛
け
て
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
開
催
し
ま
す
の
で
、新
た
な
実
り
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

東
京
の
立
地
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化

江
津
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、東
京
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
た
新
た
な
発
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
を
具

鈴木 真木子氏
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体
的
に
ど
の
よ
う
に
業
務
に
生
か
し
て
い
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

杉
本
　
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
対
象
に
し
た
勉
強
会
な
ど
、東
京
な

ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
、対
面
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
で
き

る
よ
う
に
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、上

質
な
音
声
で
複
数
の
映
像
を
出
力
し
、配
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、東
京
セ
ン
タ
ー
内
に
個
室
型
の
ソ
ロ

ワ
ー
ク
ブ
ー
ス
を
導
入
し
、就
職
活
動
に
励
む
学
生
や
卒
業
生
に

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
も
らって
い
ま
す
。

木
村
　
コロ
ナ
禍
を
機
に
、本
学
で
は
村
尾
信
尚
教
授
を
中
心
に
、

日
本
の
若
者
た
ち
を
激
励
し
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し

た
。村
尾
教
授
は
以
前
か
ら
日
本
を
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
生

涯
学
習
講
座
を
続
け
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
の
思
い
を
次
の
時
代

を
作
って
い
く
若
者
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で

す
。そ
こ
で
、高
校
生
を
対
象
と
し
た「
村
尾
塾
」を
立
ち
上
げ
、

全
国
の
高
校
を
回
り
、少
子
高
齢
化
問
題
や
巨
額
の
財
政
赤
字

問
題
、環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
対
面
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
に
延
べ
５
千
名
ほ
ど
の
高
校
生
に
村
尾
教
授
の
思
い
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
は
国
連
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、国
連
の
関
連
機
関
が
集
ま
って
い
る
東
京

の
立
地
を
生
か
し
て
、国
際
機
関
に
入
る
た
め
の
登
竜
門
と
な
る

Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
の
サ
ポ
ー
ト
も
開
始
し
ま
し
た
。本
学
教
員
に
よ
る

試
験
対
策
講
座
を
立
ち
上
げ
、国
連
諸
機
関
の
駐
日
事
務
所
等
と

協
力
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
で
は
驚
異
的

な
合
格
率
を
記
録
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
の

も
、東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

木村 勝氏
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変
わ
ら
な
い
価
値
と

新
た
な
技
術
の
恩
恵

古
谷
　
コ
ロ
ナ
禍
は
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
一
方
で
、変
わ
ら
な
い

も
の
が
あ
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。先
ほ
ど
、本
学
の
創

立
者
で
あ
る
平
生
先
生
の「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
淑
女
た
れ
」

と
い
う
言
葉
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、関
西
の
学
生
が
東
京
に
来

る
こ
と
に
は
２
つ
の
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。１
つ

目
は
や
は
り
視
野
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
。関
西
に
根
差
す
こ
と

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
な
ら
、ま

ず
は
東
京
で
仕
事
を
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
って
い
ま
す
。

２
つ
目
は
親
元
を
離
れ
て
一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。本
当
に
素
朴
な
こ
と
で
す
が
、親
の
有
り
難
み
を
感
じ
て
感
謝

の
気
持
ち
が
芽
生
え
る
こ
と
は
人
生
に
お
い
て
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
東
京
で
得
ら
れ
る
価
値
は
、コ
ロ
ナ
禍

前
後
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。現
在
は
、会
社
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
て
、面
接
は
対

面
で
行
う
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
就
職
活
動
も
可
能
で
す
。学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
を

う
ま
く
使
っ
た
二
刀
流
で
、充
実
し
た
就
職
活
動
を
行
って
も
ら
い

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

鈴
木
　
本
学
は
限
ら
れ
た
人
員
だ
か
ら
こ
そ
、積
極
的
に
新
た

な
技
術
を
取
り
入
れ
ま
す
。昨
今
の
学
生
は
、G

oogle

や

Am
azon

な
ど
の
レ
コ
メ
ン
ド
機
能
が
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
情
報
に
し
か
関
心
が
向
か
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の
一
つ
が
、最
近
話
題
に
な
って
い
る 古谷 銀次郎氏
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「C
hatG

PT

」の
活
用
で
す
。対
話
形
式
で
Ａ
Ｉ
が
質
問
に
答
え

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
す
が
、広
報
や
学
生
支
援
の
文
章
を

作
成
す
る
際
に
大
き
な
助
け
に
な
って
い
ま
す
。東
京
オ
フ
ィ
ス
で

は
、「M

O
TTO

SEI

（
モ
ッ
ト
セ
イ
）」と
い
う
オ
ッ
ト
セ
イ
を

模
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
って
広
報
を
し
て
お
り
、モ
ッ
ト
セ
イ
に

「
真
実
」・「
実
用
」・「
忠
実
」と
い
う
本
学
の
校
訓
で
あ
る「
三

実
」を
重
ん
じ
る
ペ
ル
ソ
ナ（
人
格
）を
設
定
し
て
文
章
を
作
成
さ

せ
ま
す
。例
え
ば
、悩
み
を
抱
え
る
学
生
への
ア
ド
バ
イ
ス
の
文
章

を
作
成
す
る
場
合
で
も
少
し
の
手
直
し
で
済
む
質
の
も
の
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。教
学
理
念
と
学
生
の
事
情
を
踏
ま
え
た
文
章
を

書
く
こ
と
は
か
な
り
の
労
力
を
要
す
る
た
め
対
応
が
困
難
で
し
た

が
、最
新
の
技
術
の
お
か
げ
で
個
々
に
向
け
て
丁
寧
な
フ
ォロ
ー
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
対
面
の
支
援
を
重
視
し
て
い
ま
す
。最
近
も
不
安

を
抱
え
た
学
生
が
来
室
し
た
と
き
に
は
、涙
を
拭
く
テ
ィッ
シュ
を

渡
し
、背
中
を
さ
す
り
、「
大
丈
夫
だ
よ
」と
励
ま
し
ま
し
た
。新

た
な
技
術
と
変
わ
ら
な
い
対
面
で
の
ふ
れ
あ
い
の
両
方
で
、不
安

に
寄
り
添
う
。一
緒
に
悩
む
。喜
び
を
共
有
す
る
。そ
の
積
み
重
ね

が
、愛
校
心
や
愛
郷
心
に
結
び
付
き
大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

若
手
卒
業
生
を
取
り
込
む
た
め
の

取
り
組
み
が
大
き
な
課
題

江
津
　
東
京
に
拠
点
を
置
く
こ
と
の
意
義
と
し
て
、就
職
活
動
支
援

以
外
に
も
、同
窓
会
で
卒
業
生
の
交
流
を
促
進
し
た
り
、公
開
講
座

を
開
催
し
て
外
部
に
発
信
し
た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。そ
う

し
た
取
り
組
み
につい
て
最
近
の
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
本
学
に
は
温
山
会
と
い
う
同
窓
会
が
あ
り
、そ
れ
と
は
別

に
東
京
の
若
手
卒
業
生
が
集
う
Ｍ
Ｔ
Ｏ（
松
山
大
学
東
京
オ
フ
ィ

ス
）会
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。今
年
で
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
って
い
た
卒
業
生
に
声

を
掛
け
、も
う
一
度
つ
な
が
り
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
を
受
け
て
、30
歳
代
の
若
手
卒
業
生
が
中
心
と
な

り
、温
山
会
の
青
年
部
を
松
山
と
東
京
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。非

常
に
熱
心
に
活
動
し
て
お
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
や
就
職
支
援

を
目
的
と
し
た
座
談
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。彼

ら
は
学
生
と
社
会
人
の
気
持
ち
の
両
方
を
踏
ま
え
、東
京
オ
フ
ィ

ス
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
って
く
れ
て
お
り
、卒
業
生
と
の
交

流
の
質
と
東
京
で
の
就
職
活
動
支
援
の
質
は
連
動
し
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
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古
谷
　
本
学
の
同
窓
会
は
非
常
に
歴
史
が
長
く
、活
動
も
活
発
で

す
が
、課
題
も
あ
り
ま
す
。歴
史
が
長
い
だ
け
に
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、若
手
の
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
構
築
で
き
て
い

な
い
の
で
す
。東
京
で
就
職
し
た
卒
業
生
は
、多
忙
で
転
勤
も
あ
る

た
め
、物
理
的
に
集
ま
る
の
が
難
し
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

若
手
向
け
の
同
窓
会
の
企
画
が
ど
う
し
て
も
少
な
く
なって
し
まっ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。唯
一
、若
手
向
け
に
開
催
し
て
い
る
の
が
、

東
京
で
就
職
し
た
新
卒
生
の
ウ
ェル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、毎
年
80

名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
の
つ
な
が
り
が
後
に
続
か

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
た
い
と
考
え
、２
０
２
２
年
度
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
キ
ャン
パ
ス
東
京
の
主
導
で
新
し
い
イ
ベン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。そ
れ
が
若
手
卒
業
生
向
け
の
教
養
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。新
卒
の

社
員
に
と
って
大
切
な
こ
と
で
あ
る
、給
与
明
細
の
見
方
、社
会
保

険
・
税
金
の
基
礎
知
識
、資
産
形
成
につい
て
学
ぶ
内
容
と
なって
い

ま
す
。参
加
者
か
ら
は
継
続
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
い

た
だ
い
て
お
り
、一
定
の
成
果
は
上
げ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
対
外
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、今
年
度
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
学
会
や
研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
学
の
教
員
が
理
事

長
を
務
め
て
い
る
団
体
か
ら
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
東
京
で
開
催
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
、準
備
を
進

め
た
の
で
す
が
、結
果
的
に
会
場
に
20
名
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
か

ら
１
８
０
名
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
て
非
常
に
充
実
し
た
研
究
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。遠
方
の
大
学
の
先
生
の
場
合
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
交
通
費
や
移
動
時
間
を
気
に
せ
ず
参
加
で

き
る
た
め
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、研
究
会
が
活
性
化
さ
れ
る
と
い
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う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
が
話
題
と
な
っ
た
よ
う

で
、他
の
先
生
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
な
ど
良
い
循
環

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。公
開
講
座
も
以
前
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

パ
ス
東
京
の
講
義
室
で
対
面
の
み
で
開
催
し
て
い
た
の
で
す
が
、

２
０
２
２
年
度
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。神
戸
の
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
方
と
経
営
学
部
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
教
授
を
招
い
て
東
京
で
開
催
し
た
の
で
す
が
、包
括
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
る
神
戸
市
に
協
力
を
仰
ぎ
、神
戸
市
の
全
て
の
図

書
館
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、神
戸
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、海
外
の
方
々
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
生
が
後
輩
を
支
え
る

サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
る

木
村
　
東
京
で
は
、誰
で
も
参
加
で
き
る
無
料
の
公
開
講
座
と
は

別
に
、有
料
の
生
涯
学
習
講
座「
丸
の
内
講
座
」を
開
講
し
て
い
ま

す
。丸
の
内
講
座
は
、以
前
の
東
京
オ
フ
ィス
の
住
所
が
丸
の
内
１
丁

目
１
番
地
で
あっ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
商
標
登
録
も
し
て
い
ま

す
。当
講
座
で
は
、村
尾
教
授
の
講
義
の
ほ
か
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

向
け
の
講
義
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、同
窓
生
向
け
に
三
日
月
塾
と
い
う
講
座
も
設
け
て
い
ま

す
。古
谷
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、本
学
の
同
窓
会
も
高

齢
化
し
て
い
た
た
め
、若
手
を
呼
び
込
む
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。２
０
０
０
年
の
頃
、当
時
の
東
京
支
部
長
が
同
窓
で
あ
る
オ

リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
宮
内
義
彦
会
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、宮

内
氏
自
身
が
講
演
を
行
う
だ
け
で
な
く
、10
人
の
経
営
者
を
招
い

て
強
い
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
物
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。本
学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は
、“M

astery for 
Service”

、ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
せ
と
い
う
も
の
で
す
の
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
は
非
常
に
合
致
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
て
２
０
０
２

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
三
日
月
塾
で
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
り
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
毎
期
約
30
名
の
参
加
者
が
い
ま
す
が
、過
去
の
参
加
者
の
中
に
は

経
営
者
や
役
員
に
な
って
い
る
人
も
多
数
お
り
、彼
ら
の
間
で
気
軽

に
連
絡
を
取
り
合
う
関
係
も
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。大
阪
で
も
開
講

し
て
い
る
の
で
す
が
、講
師
の
方
々
は
手
弁
当
で
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。そ
う
す
る
と
、先
輩
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
塾
生
た
ち
の

中
に
先
輩
か
ら
受
け
た
恩
を
後
輩
に
返
し
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生

え
、今
度
は
新
し
く
新
月
塾
と
い
う
講
座
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。三
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日
月
塾
は
30
歳
か
ら
45
歳
ぐ
ら
い
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

新
月
塾
は
卒
業
後
10
年
目
ぐ
ら
い
ま
で
の
若
手
が
対
象
と
なって
い

ま
す
。他
に
も
、女
性
だ
け
が
参
加
す
る
勉
強
会
が
立
ち
上
が
る
な

ど
、同
窓
を
対
象
と
し
た
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。勉
強

会
に
参
加
し
た
方
が
、積
極
的
に
学
生
の
卒
業
生
訪
問
を
引
き
受
け

る
な
ど
、後
輩
を
支
え
る
サ
イ
ク
ル
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

杉
本
　
本
学
に
は
、東
京
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局
と
し
た
関
西
大
学
東

京
経
済
人
倶
楽
部
と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。企
業
経
営
者
や
役

員
、管
理
職
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
職
域
団
体
で
約
２
０
０
名

の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。年
１
回
の
総
会
と
年
５
回
程
度
の
勉

強
会
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
う

い
う
場
が
あ
る
と
化
学
反
応
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
がった
と
い
う
話
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
会
員
の
獲
得
や
若
手
の
卒
業
生
と
の

接
点
の
強
化
が
課
題
と
なって
お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト
も
実
施

し
て
い
ま
す
。毎
年
、開
催
し
て
い
る
の
が
、新
社
会
人
歓
迎
の
た
め

の
た
こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。東
京
に
出
て
き
て
不
安
を
抱
え
て
い

る
社
会
人
１
年
目
の
卒
業
生
の
た
め
に
開
催
し
て
い
る
の
で
す
が
、

毎
回
30
名
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。先
に
お
話
し
し
た
卒
業
生
と

就
職
活
動
を
行
う
学
生
と
の
交
流
会
や
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
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は
、東
京
経
済
人
倶
楽
部
が
後
援
と
な
り
、後
輩
に
対
し
て
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
の
視
点
を
武
器
に

地
方
の
活
性
化
に
取
り
組
む

江
津
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、東
京
拠
点
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も

お
伺
い
し
た
く
思
い
ま
す
。

杉
本
　
首
都
圏
か
ら
本
学
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
新
入
生
と
そ

の
保
護
者
の
歓
迎
会
を
、毎
年
３
月
に
開
催
し
て
お
り
、30
組
60

名
ほ
ど
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
首
都
圏
で
活
躍
す

る
卒
業
生
の
座
談
会
か
ら
始
ま
り
、卒
業
生
で
あ
る
芸
能
人
に
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
、シ
ン
ガ
ー
の
ハ
ナ
フ
サ
マ
ユ
さ
ん
に
生

歌
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
、東
京
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま

す
。実
際
、東
京
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
学
生
も
多
い

た
め
、も
っ
と
活
用
を
促
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
東
京
に
来
て
か
ら
３
年
を
経
て
実
感
し
て
い
る
の

は
、大
阪
は
規
模
の
大
き
い
街
で
す
が
、や
は
り
ロ
ー
カ
ル
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
85
％
は
東
京
発
だ
と
い
う
事
実

も
そ
れ
を
物
語
って
い
ま
す
。で
す
か
ら
、イ
ベン
ト
な
ど
を
通
し
て

本
学
の
学
生
が
東
京
に
来
る
機
会
を
作
り
、さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を

受
け
、視
野
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
村
　
本
学
と
し
て
は
、東
京
で
接
点
を
持
って
、講
座
な
ど
を
通

し
て
再
び
本
学
に
還
元
し
て
も
ら
う
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
引
き
続

き
作
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。首
都
圏
に
暮
ら
す
卒
業
生

江津 英昭氏
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同
士
の
関
係
、さ
ら
に
学
院
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

関
係
を
も
っ
と
広
げ
て
い
け
ば
、そ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
を
今
以
上
に

膨
れ
上
が
ら
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。現
在
は
そ

れ
ら
を
一
気
に
巻
き
込
ん
で
攻
め
の
姿
勢
で
展
開
し
て
い
く
タ
イ

ミ
ン
グ
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

古
谷
　
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃって
い
る
よ
う
に
、や
は
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
が
東
京
の
拠
点
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

役
割
だ
と
思
って
い
ま
す
。先
ほ
ど
お
話
し
し
た
公
開
講
座
に
関
し

て
も
、全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
話
題

と
な
り
、多
く
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け
ま
し
た
。今
後
も
東

京
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
広
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
信
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
松
山
で
は
東
京
の
新
鮮
な
情
報
を
得
る
機
会
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。し
か
し
、現
在
、東
京
で
活
躍
す
る
若
手
の
卒
業
生

が
積
極
的
に
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。彼
ら
と
松
山
で
活
躍
す
る

卒
業
生
と
が
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、大
き
な
地
域
貢
献
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。東
京
に
拠
点
を
持
つ

意
義
は
、地
元
の
大
学
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、新
た
な
挑
戦
に
取
り

組
み
、新
た
な
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
に
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。自

由
に
軽
や
か
に
い
ろ
い
ろ
な
人
や
組
織
と
つ
な
が
って
、そ
れ
を
価
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値
と
し
て
大
学
に
還
元
す
る
。そ
う
し
た
循
環
を
作
って
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

江
津
　
本
日
は
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
価
値
の
あ
る
座
談
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

東
京
の
拠
点
を
積
極
的
に
運
営
し
て
、各
大
学
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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C
O

N
T

E
N

T
S

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
俯
瞰
す
る

―

比
較
の
観
点
か
ら―

児
美
川 

孝
一
郎

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授

？
社
会
実
装
教
育
研
究
を
通
し
た

キ
ャ
リ
ア
形
成

大
澤 

敏

金
沢
工
業
大
学
学
長
、バ
イ
オ
・
化
学
部
応
用
化
学
科
教
授

　
就
職・就
業
の
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
進
む
い
ま
、学
生
に
ど
の
よ
う
に
し
て「
自
分

ら
し
く
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
か
。今
日
の
大
学
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
な
が
ら
、学
生
の
精
神
的・社
会

的
な
自
立
を
促
す
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
大
学
時
報
」第
4
0
9
号（
2
0
2
3
年
３
月
号
）の
特
集
で

は
低
学
年
次
の
学
生
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、各
大
学
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
、大
学
で
の
す
べ

て
の
学
び
や
出
会
い
が
学
生
の
仕
事
観
や
キ
ャ
リ
ア
観
を
育
む
要
素

に
な
り
う
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、「
や
り
た
い
こ
と
」や「
な
り
た
い
自
分
」を
見
つ
け

ら
れ
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
学
生
や
、無
事
に
就
職
す
る
も
、入

社
後
の
イ
メ
ー
ジ
ギ
ャッ
プ
を
原
因
に
新
卒
で
入
社
し
た
企
業
を
早

特 集 Specia
l fea

ture

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

現
状
と
課
題
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九
州
か
ら
全
国
へ
、世
界
へ

―

地
方
か
ら
創
造
的
な
人
材
を
輩
出
す
る

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援―

藤
川 

昇
悟

西
南
学
院
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
商
学
部
教
授

4
年
間
の
学
修
を
強
み
に
社
会
へ
送
り
出
す

―

津
田
塾
大
学
が
目
指
す

　
自
走
で
き
る
学
生
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
支
援―

小
舘 

亮
之

津
田
塾
大
学
副
学
長（
広
報
・
学
生
担
当
）・

キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
長

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育

―

明
治
大
学
の
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
現
場
か
ら―

川
口 

誠
人

明
治
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長

〈
学･

教･

職
〉で
共
創
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

山
重 

芳
子

成
城
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
経
済
学
部
教
授

期
退
職
す
る
卒
業
生
も
い
ま
だ
数
多
く
存
在
す
る
。各
大
学
は
、多

岐
に
わ
た
る
進
路
の
選
択
肢
に
惑
う
学
生
を
導
く
こ
と
の
難
し
さ

に
直
面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
根
幹
で
あ
る「
一
人
一
人
の
社
会
的・職
業
的

自
立
に
向
け
、必
要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を

通
し
て
、キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
教
育
」（
平
成
23
年
１
月
中
央
教

育
審
議
会「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育・職
業
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て（
答
申
）」よ
り
）。今
号
は
、各
大
学
の
取
り
組
み

事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
、国
の
政
策
と
し
て
始
ま
って
久
し
く
な
っ

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
全
体
像
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
て
い
く
学
生
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
につ
い
て
、再
考

す
る
機
会
と
し
た
い
。

33
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は
じ
め
に

筆
者
の
専
門
は
教
育
学
で
あ
り
、こ
の
20
年
あ
ま
り
、キ
ャ
リ
ア

教
育
を
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
き
た
。同
時
に
、勤
務
先

の
大
学
・
学
部
に
お
い
て
は
、学
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
・
教

育
の
企
画
・
立
案
や
実
施
・
運
営
に
も
携
わって
き
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
研
究
と
実
践
の
両
方
を
経
験
す
る
な

か
で
つ
く
づ
く
実
感
す
る
の
は
、日
本
の
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
、き
わ
め
て
特
異（
特
徴
的
）な
形
態
の
も
の
だ
と
い
う
点

で
あ
る
。そ
う
し
た
特
異
性
や
特
徴
は
、一
つ
は
、欧
米
諸
国
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
比
較
す
る
こ
と
で
、も
う
一
つ
は
、日
本
国

内
に
お
け
る
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

比
較
す
る
こ
と
で
、く
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

二つの
観
点
で
の
比
較
は
、も
ち
ろ
ん
視
点
の
置
き
方
が
異
な
る
。し

か
し
、ど
ち
ら
も
、大
学
の
キャリ
ア
教
育
を
見
る
私
た
ち
の
ま
な
ざ
し

を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
。つ
ま
り
、今
あ
る
キャリ
ア
教
育
の
か
た

ち
は
、そ
れ
が
当
た
り
前
で
あ
り
、そ
れ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
か
の
よ

う
に
私
た
ち
に
は
見
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、実
は
そ
う
と

は
限
ら
な
い
。そ
う
し
た
点
で
、目
の
前
に
あ
る
現
状
を
受
容
す
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
れ
を
相
対
化
す
る
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

� 

欧
米
と
日
本
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
は
、欧
米
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
日
本
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、ど

う
違
う
の
か
。

欧
米
諸
国
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
は
、学
校
教
育
の
比
較

的
早
い
段
階（
お
よ
そ
中
学
校
の
段
階
ま
で
）で
あ
れ
ば
、日
本
と

同
様
に
、①
自
己
理
解
を
深
め
、②
職
場
体
験
な
ど
も
経
験
し
つ

つ
、③
社
会
・
職
業
理
解
を
広
げ
る
こ
と
、そ
し
て
、④
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
将
来
の
目
標
を
設
定
し
、キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
構
想
す
る

と
いっ
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
。し
か
し
、学
校
教
育
の
出
口（
高

校
の
段
階
か
ら
大
学
）に
近
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、⑤
職
業
教
育
や

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

俯
瞰
す
る

―
比
較
の
観
点
か
ら
―

児
美
川 

孝
一
郎

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
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専
門
教
育
こ
そ
が
徹
底
的
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、日
本
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、大
学
段
階
に
なって

も
、特
定
の
職
業
分
野
と
直
結
し
た
学
部
を
除
け
ば
、専
門（
職
業
）

教
育
は
ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
な
い
。量
的
な
意
味
で
の
ボ
リュー
ム
・

ゾ
ー
ン
で
あ
る
文
系
の
諸
学
部
を
想
起
す
れ
ば
い
い
。だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
で
は
、大
学
教
育
の
段
階
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、①
自
己
分

析
や
業
界
研
究
な
ど
の
必
要
性
や
意
義
が
持
ち
出
さ
れ
、②
専
門（
職

業
）能
力
形
成
の
た
め
で
は
な
く
、将
来
探
索
や「
汎
用
的
能
力
活
用

型
」な
る（
欧
米
で
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
）イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
が
も
て

は
や
さ
れ
る
。し
ま
い
に
は
、③
ぶ
れ
な
い「
軸
」を
持
つ
と
いった
、き
わ

め
て
抽
象
的
で
、曖
昧
な
将
来
目
標
の
設
定
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、こ
こ
で
筆
者
が
言
い
た
い
の
は
、欧
米
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

は
優
れ
て
い
て
、日
本
の
そ
れ
は
劣って
い
る
と
いった
こ
と
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
両
者
の
違
い
は
、特
定
の
業
務
を
こ
な
す
た
め
の
職
業
的
知

識
や
ス
キ
ル
を
持って
い
な
け
れ
ば
、仕
事
に
応
募
す
る
こ
と
さ
え
で
き

な
い「
ジョ
ブ
型
雇
用
」（
欧
米
諸
国
）か
、職
業
的
知
識
や
ス
キ
ル
な

ど
持って
い
な
く
て
も
、潜
在
的
能
力
を
評
価
さ
れ
て
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
る「
メ
ン
バ
ー
シッ
プ
型
雇
用
」（
日
本
）か
と
い
う
、欧
米
と
日

本
の
労
働
市
場
の
構
造
的
差
異
に
由
来
し
て
い
る﹇
表
１
﹈。教
育
制

度
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
は
、そ
う
し
た
労
働
市
場
の
差
に
対
応

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、こ
う
し
た
欧
米

諸
国
と
の
比
較
を
通
じ
て

明
ら
か
に
な
る
の
は
、キ
ャ
リ

ア
教
育
は
、け
っ
し
て
教
育

界
内
部
の
論
理
や
事
情
に

閉
じ
こ
も
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
、キ
ャ
リ
ア
教
育

の
本
質
的
な
特
質
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、現
在
、経
団
連

な
ど
は
、新
卒
採
用
も
含
め
て

「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」への
転
換

を
推
奨
し
は
じ
め
、そ
の
た
め
に
実
務
体
験
を
重
視
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シッ
プ
の
充
実
を
呼
び
か
け
て
い
る
。こ
う
し
た
方
向
性
が
決
定
的
な

ト
レ
ン
ド
に
な
れ
ば
、そ
れ
は
当
然
、日
本
の
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
。

� 
小
・
中
・
高
校
と
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

視
点
を
変
え
よ
う
。小
・
中
・
高
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

ジョブ型雇用（欧米） メンバーシップ型雇用（日本）
採用
基準

募集した職の職務を遂行する能
力を有しているかどうかを評価

潜在的能力や訓練可
能性を評価

採用
時期

通年採用（職に欠員が生じた
ら、募集する） 新卒一括採用がメイン

処遇 職務に応じた賃金（年功で上
がることはない） 年功型の賃金が基本

雇用
継続

職がある限りは雇用継続、職
がなくなれば解雇もある

終身雇用（任期の定め
のない雇用）が原則

配置 異動による配置転換や転勤は
ない 配置転換や転勤がある

［表１］ジョブ型雇用とメンバーシップ型雇用
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と
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
違
い
は
、ど
こ
に
あ
る
か
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、教
育
制
度
の
出
口
に
あ
る
労
働
市
場
の

構
造
は
、両
者
で
異
な
る
は
ず
は
な
い
。後
で
述
べる
が
、キ
ャ
リ
ア
教

育
への
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
時
期
も
、ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、小
・
中
・
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
大
学
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、共
通
す
る
部
分
も
少
な
く
は
な
い
が
、大
き

く
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。そ
れ
は
、何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
見
た
よ
う
に
、欧
米
に
お
け
る
キャリ
ア
教
育
を「
合
わ
せ
鏡
」に

す
れ
ば
、日
本
の
キャリ
ア
教
育
の
特
徴
を
、社
会
構
造
的
な
レベルでつ

か
む
こ
と
が
で
き
る
。そ
う
で
は
な
く
、小
・
中
・
高
校
の
キャリ
ア
教
育

と
い
う「
鏡
」に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、社
会
構
造
レベルで
の
条
件
は
同

じ
は
ず
な
の
で
、ま
さ
に
日
本
の「
大
学
教
育
」と
い
う
固
有
の
環
境
に

お
け
る
キャリ
ア
教
育
の
特
質
が
見
え
て
く
る
ので
あ
る
。

以
下
、小
・
中
・
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
大
学
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
違
い
を
整
理
し
て
み
る
。

3 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
導
入
の
経
緯
と
展
開

ま
ず
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、い
つ
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
導
入
さ

れ
、推
進
さ
れ
て
き
た
の
か
。

﹇
表
２
﹈に
は
、小
・
中
・
高
校
と
大
学
別
に
、こ
の
20
年
あ
ま
り

に
お
け
る
、キ
ャ
リ
ア
教
育
関
連
の
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
な
事
象

（
主
と
し
て
政
策
）を
ま
と
め
て
み
た
。

 一
瞥
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、日
本
の
教
育
界
に
お
い
て
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、２
０
０
０
年
代
前
半
の
時
期
で
あ

り
、そ
の
点
で
は
、小
・
中
・
高
校
と
大
学
で
異
な
る
と
こ
ろ
は
な

い
。キ
ャ
リ
ア
教
育
の
登
場
の
背
景
に
は
、当
時
の
若
年
雇
用
問
題

小・中・高校関係 大学関係

1999

中央教育審議会答申「初等中等
教育と高等教育との接続の改善
について」が、キャリア教育の必
要性を提起

立命館大学がキャリアセン
ターを設置（以後、各大学
に同様の動きが広がる）

2003
政府の「若者自立・挑戦プラン」
において、文部科学省がキャリア
教育の推進施策を掲げる

2006

文部科学省の大学教育改革
事業「現代GP」において、「実
践的総合キャリア教育の推
進」が募集テーマとなる

2010
大学設置基準の改正により、
いわゆる「キャリアガイダン
ス」の実施が義務化される

2011
中央教育審議会答申「今後の学
校教育におけるキャリア教育・
職業教育の在り方」が出される

2017/
18

学習指導要領の改訂において、キャ
リア教育の位置づけが明確化される

［表２］キャリア教育関連の政策年表
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の
深
刻
化（
新
卒
の
就
職
難
、フ
リ
ー
タ
ー
や
若
年
無
業
者
の
急

増
、早
期
離
職
率
の
高
止
ま
り
等
）が
存
在
し
て
い
た
が
、教
育
界

は
、小
・
中
・
高
校
か
大
学
か
と
いっ
た
区
別
な
く
、こ
う
し
た
事

態
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
う
し
た「
対
応
」（
＝
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
導
入
）を
、誰

が
、ど
の
よ
う
に
推
進
し
た
か
に
つ
い
て
は
、小
・
中
・
高
校
と
大
学

で
は
、実
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。結
論
的
に
言
って
し
ま
え
ば
、学

校
段
階
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
強
力
に
推
進
し
た
の
は
、教
育

政
策
で
あ
り
、文
部
科
学
省
や
教
育
委
員
会
に
よ
る
行
政
施
策
で

あ
る
。学
校
現
場
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
登
場
を
待
ち
焦
が
れ
、自
発

的
に
そ
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
気
配
は
、ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、政
策
主
導
の

「
上
か
ら
」で
は
な
く
、大
学
側
の
内
発
的
な
動
き
と
し
て
開
始
さ

れ
た
。大
学
側
に
は
、「
就
職
氷
河
期
」の
学
生
の
就
職
支
援
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
、少
子
化
の
も
と
で
の
大
学

間
競
争
を
ど
う
生
き
残
る
か
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。文
部
科
学
省
の
大
学
政
策
は
、こ
う
し
た
大
学

側
の「
下
か
ら
」の
動
き
を
見
据
え
て
、時
間
的
に
も
そ
れ
を
後
追

い
す
る
か
た
ち
で
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
ア
メ

（
補
助
金
に
よ
る
誘
導
）と
ム
チ（
大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
る

義
務
化
）の
施
策
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

政
策
や
行
政
主
導
で
開
始
さ
れ
、展
開
さ
れ
た
小
・
中
・
高
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
よ
い
と
は
言
わ
な
い
が
、で
は
、生
き
残
り
競
争
に

駆
り
立
て
ら
れ
て
始
ま
り
、し
ま
い
に
は
政
策
や
行
政
に
追
い
立
て
ら

れ
た
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
への
取
り
組
み
は
、は
た
し
て
自
主
的
・

自
律
的
な
も
の
だった
の
か
。微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

� 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
内
容
と
教
育
課
程
上
の
位
置
づ
け

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
身
に
目
を
転
じ
よ
う
。

登
場
か
ら
20
年
が
経
つ
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、そ
の
内
容
を
し
だ
い

に
変
化
さ
せ
て
き
て
い
る
。し
か
し
、変
化
の
方
向
性
は
、小
・
中
・

高
校
と
大
学
で
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

学
校
段
階
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、当
初
は「
勤
労
観
・
職

業
観
」の
育
成
を
重
視
し
て
い
た
が
、し
だ
い
に
子
ど
も
た
ち
の「
社
会

的
・
職
業
的
自
立
」を
め
ざ
す
も
のへと
、教
育
の
幅
を
広
げ
る
よ
う

に
なった
。大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
も
、就
職
活
動
の
支
援
に

直
接
つ
な
が
る
よ
う
な
教
育
か
ら
、卒
業
直
後
だ
け
で
は
な
く
、生
涯

の
キ
ャ
リ
ア
を
見
す
え
た
幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
支
援
への
転
換
が
は
か
ら

れ
る
よ
う
に
なった
。要
す
る
に
、日
本
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、出
発
時
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に
刻
印
さ
れ
た
若
年
雇
用
問
題
への
緊
急
対
応
と
いった
性
格
を
少

し
ず
つ
剥
ぎ
と
り
、子
ど
も
・
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
の
支
援
と
い
う

本
来
の
教
育
目
的
に
沿
う
よ
う
に
なって
き
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、教
育
の
内
容
は
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を

教
育
課
程
に
ど
う
位
置
づ
け
て
展
開
す
る
か
と
い
う
点
で
は
、小
・

中
・
高
校
と
大
学
は
、し
だ
い
に
そ
の
方
向
性
を
異
に
し
つつ
あ
る
。

小
・
中
・
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、開
始
時
か
ら
し
ば
ら
く
の

間
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
え
ば
、特
別
活
動
か「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」で
取
り
組
む
の
が
、い
わ
ば
定
番
で
あ
っ
た
。し
か
し
、そ

の
後
は
、教
科
も
含
め
た
学
校
の
教
育
課
程
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
追
求
さ
れ
、２
０
１
７
／
２
０
１
８
年
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指

導
要
領
の
も
と
で
の
現
行
の
教
育
課
程
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
は

教
育
課
程
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
等
が
実
施
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
、個
別
相
談
に
し
て
も
、

教
学
サ
イ
ド
で
の「
キャリ
ア
教
育
科
目
」に
し
て
も
、特
定
の
イ
ベン
ト

や
授
業
等
で
取
り
組
ま
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。裏
返
し
て

い
え
ば
、大
学
教
育
の
本
体
で
あ
る
専
門
教
育
や
一
般
教
育
と
、キャリ

ア
教
育
が
有
機
的
に
連
携
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、キャ
リ
ア
教
育
は
、

大
学
の
教
育
課
程
にい
わ
ば「
外
付
け
」さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
内
容
は
、就
業
重
視

で
は
な
く
、よ
り
幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
発
達
の
支
援
へ
と
広
げ
ら
れ
て

き
た
。そ
う
で
あ
れ
ば
、そ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、特
定
の
イ

ベ
ン
ト
や
授
業
等
だ
け
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
課
程
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。こ
の
点
か
ら

考
え
る
と
、大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
は
、実
は
小
・
中
・

高
校
に
出
遅
れ
て
し
まって
い
る
と
も
言
え
る
。

� 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
担
い
手

最
後
に
、キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、誰
が
担
って
い
る
の
か
。

小
・
中
・
高
校
の
場
合
に
は
、教
員
が
担
い
手
の
中
心
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。も
ち
ろ
ん
、外
部
と
の
連
携
も
進
め
ら

れ
て
お
り
、職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、社
会
人
講
話
、職

業
人
イ
ン
タ
ビュ
ー
な
ど
は
、外
部
連
携
な
し
に
は
実
施
で
き
な
い

取
り
組
み
で
あ
る
。職
業
興
味
検
査
の
実
施
、Ｐ
Ｂ
Ｌ（
課
題
解
決

型
学
習
）の
展
開
に
お
い
て
も
、自
治
体
や
民
間
事
業
者
と
の
連
携

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。た
だ
し
、外
部
連
携
に
よ
る
多

様
な
取
り
組
み
を
含
み
つつ
も
、学
校
教
育
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
全
体
に
責
任
を
負
い
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
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施
し
て
い
る
の
は
、あ
く
ま
で
学
校
・
教
員
側
で
あ
る
。

で
は
、大
学
の
場
合
は
ど
う
か
。大
学
の
教
職
員
こ
そ
が
中
心
的

な
担
い
手
で
あ
る
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、外
部
連
携
に
頼

り
、依
存
し
て
し
ま
って
い
る
側
面
も
、小
・
中
・
高
校
の
比
で
は

な
く
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。人
的
資
源
と
い
う
点
で
も
、今
ど

き
の
大
学
に
は
、人
材
・
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
出
身
者
が
、キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
等
に
転
職
し
て
き
て
い
た
り
、教
学
系
の
セ
ン
タ
ー
等

に
特
任
教
授
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
り
と
いっ
た
事
例
を
多
数
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、大
学
に
よ
って
、事
情
が
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。し
か
し
、大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
に
お
い
て
は
、①

そ
も
そ
も
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
た
、②
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ

れ
て
い
な
かっ
た
、③
専
門
学
部
や
教
員
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
、④
補
助
金
等
に
よ
る
資
金
の
流
入
が
あ
っ
た
た
め
、

民
間
事
業
者
の
参
入
への
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
存
在
し
た
、と
いっ

た
外
部
と
の
関
係
が
密
に
な
る
条
件
が
存
在
し
て
い
た
。

外
部
連
携
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。キ
ャ
リ
ア
教

育
と
い
う
営
み
の
特
質
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、む
し
ろ
必
要
不
可

欠
な
こ
と
で
あ
る
。要
は
、外
部
連
携
に
お
い
て
、大
学
教
育
の
側

が
主
体
性
を
発
揮
で
き
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

﹇
表
３
﹈に
は
、小
・
中
・
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の
比
較
に
つ

い
て
、こ
こ
ま
で
述
べて
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
。

す
で
に
論
じ
た
こ
と
と
重
な
る
が
、大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、い

ま
私
た
ち
が
目
に
前
に
し
て
い
る「
か
た
ち
」で
し
か
あ
り
え
な
い

わ
け
で
は
な
い
し
、小
・
中
・
高
校
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、そ
れ
が
最
善
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。ま

た
、欧
米
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

の
比
較
が
示
唆
し
て
い
た
よ
う

に
、労
働
市
場
の
変
化
に
と
も

な
い
、今
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

か
た
ち
は
、今
後
、大
き
く
変

容
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

大
学
に
お
け
る
キャリ
ア
教
育

に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
視
点
も

踏
ま
え
て
柔
軟
に
考
え
、学
生
の

ニ
ー
ズ
に
沿った
取
り
組
み
を
模

索
し
て
い
くべき
で
あ
ろ
う
。

小・中・高校のキャリア教育 大学のキャリア教育
導入の
経緯

教育政策による「上から」
の導入

大学間競争のもとでの
「下から」の展開

内容 「勤労観・職業観」重視から
「社会的・職業的自立」へ

就職活動への支援から
「キャリア支援」へ

教育課程上
の位置づけ

特別活動等を軸にしつつ、
教育課程全体で担う

キャリア教育科目を
軸にして

担い手 教員を軸にしつつ、
外部連携も

外部人材の活用や外部連携
を軸に、教職員も担い手に

［表３］小・中・高校と大学のキャリア教育の比較
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キャリア教育の現状と課題

は
じ
め
に

金
沢
工
業
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
地
域
・
産
業
界
と
の
深
い

関
わ
り
の
中
で
体
系
立
て
て
行
わ
れ
て
い
る
。そ
の
特
徴
は
、学
生

が
学
部
・
大
学
院
で
得
た
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
・
技
能
を
、学

生
の
間
に
社
会
で
活
用
す
る（
社
会
実
装
教
育
研
究
）中
で
キ
ャ
リ

ア
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
過
程
で
世
代
・
分
野
・
文
化

の
異
な
る
人
々
と
出
会
い
共
創
力
を
高
め
、そ
の
経
験
を
基
に
一

人
ひ
と
り
の
夢
や
ビ
ジ
ョン
を
明
確
に
し
て
い
く
。本
学
で
は
学
生

が
社
会
実
装
教
育
研
究
を
通
し
て
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
行

う
仕
組
み
を
初
年
次
か
ら
大
学
院
ま
で
用
意
し
て
い
る
。こ
こ
で

は
、初
等
中
等
教
育
↓
学
部
・
大
学
院
↓
社
会
ま
で
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
繋
ぐ
重
層
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
述
べ
る
。

以
下
に
主
な
内
容
を
示
す
。

� 

入
学
教
育

高
校
生
が
本
学
で
行
わ
れ
る
授
業
を
先
駆
け
て
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
、大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
と
自
ら
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
整
備
し
て
い
る
。入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
を
描
き
、入
学
後
の
学
び
や
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
高
大
接
続
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、１
年
次
に
開
講
さ
れ
る
授

業
や
、専
門
基
礎
と
な
る
授
業
を
受
講
で
き
る「
授
業
体
験
」、先

輩
や
入
学
後
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
な
る
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て

本
学
で
の
成
長
を
考
え
る「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」、入
学
後
の

学
び
に
備
え
る「
直
前
集
中
講
座
」な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

� 

学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

学
内
で
の
学
生
ス
タ
ッ
フ（
ア
ル
バ
イ
ト
）制
度
を
設
け
、こ
れ
を

「
学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」と
位
置
付
け
て
い
る
。こ
の
制
度
は
、

学
生
が
単
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
く
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、実
社

社
会
実
装
教
育
研
究
を
通
し
た

キ
ャ
リ
ア
形
成

大
澤 

敏

金
沢
工
業
大
学
学
長

バ
イ
オ
・
化
学
部
応
用
化
学
科
教
授
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会
に
出
る
前
に
就
業
経
験
を
積
み
、「
仕
事
と
は
何
か
」「
社
会
と

は
何
か
」に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
、ま
た
、自
分
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、大
学
運
営
に
積
極
的
に
携
わ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
目
的
の
も
と
、社
会
人
と
し
て
必
要
と
な
る
ビ
ジ
ネ
スマ

ナ
ー
研
修
の
受
講
を
必
須
と
し
、自
己
評
価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、

半
年
ご
と
に
自
身
で
勤
務
に
対
す
る
目
標
の
設
定
を
行って
い
る
。参

加
す
る
学
生
に
は
研
修
や
仕
事
を
通
じ
て
、社
会
人
と
し
て
必
要
な

心
構
え
を
身
に
付
け
て
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

� 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育

問
題
発
見
か
ら
解
決
に
い
た
る
過
程
・
方
法
を
チ
ー
ム
で
実
践

し
な
が
ら
学
ぶ「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
」を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
主
柱
と
し
て
い
る
。学
生
は
チ
ー
ム
を
組
み
、ユ
ー
ザ
ー
は
誰

な
の
か
、何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
明
確
に
し
、問
題
を
発
見

し
、知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
解
決
策
を
創
出
し
、具

体
化
し
て
実
験
・
検
証
・
評
価
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ（Project Based 
Learning

）を
１
年
か
ら
４
年
ま
で
毎
年
必
修
科
目
と
し
て
配

置
し
て
い
る
。世
界
の
技
術
者
教
育
で
行
わ
れ
て
い
るC

onceive

（
考
え
だ
す
）↓D

esign

（
設
計
す
る
）↓Im

plem
ent（

行
動
す

る
）↓O

perate

（
操
作
・
運
営
す
る
）と
い
う「
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
」や
、

ユ
ー
ザ
ー
を
想
定
し
て
何
が
問
題
で
何
を
解
決
す
べ
き
か
を
考
え

る「
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
」の
手
法
も
取
り
入
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
に
期
待
さ
れ
る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
」を
実
践
的
に
身
に
付
け

て
い
る
。特
にIm

plem
ent（

行
動
す
る
）↓O

perate

（
操
作
・

運
営
す
る
）の
段
階
は
、解
決
策
を
社
会
に
実
装
す
る
フェ
ー
ズ
で

あ
り
、キ
ャ
リ
ア
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。自
治
体
や
企
業

が
抱
え
る
テ
ー
マ
を
積
極
的
に
正
課
授
業
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
有
す
る
。

� 

学
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

在
学
中
に
自
ら
の
専
門
に
関
連
す
る
企
業
や
、興
味
、関
心
の
あ

る
企
業
等
で
、一
定
期
間
、実
践
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
＝
就
業

体
験
を
行
って
い
る
。１
単
位
科
目
と
し
て
扱
って
い
る
。

前
述
の「
プ
ロ
ジェク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
」は
、企
業
等
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
制
約
を
盛
り
込
ん
だ
実
践
的
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
、本
学
で
は
、そ
の
延
長
線
上
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
位
置

づ
け
、企
業
と
の
連
携
の
も
と
で
、イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
を
通
し
て
、よ
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り
実
践
的
な
体
験
に
よ
る
学
生
の
就
業
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、学
生
は
、企
業
で
求

め
ら
れ
て
い
る
技
術
者
像
を
理
解
し
、将
来
の
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
像

を
よ
り
明
確
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

� 

コ
ー
オ
プ
教
育

前
述
の「
プ
ロ
ジェク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
」を
発
展
さ
せ
た
正
課
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
コ
ー
オ
プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施

し
て
い
る
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、企
業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る「
実
務

家
教
員
」と
本
学
教
員
が
共
同
で
カ
リ
キュラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。

学
生
は
企
業
に
一
時
雇
用
さ
れ
給
料
を
支
給
さ
れ
る
。数
カ
月
間
、

企
業
に
お
い
て
自
身
の
専
門
分
野
に
関
連
す
る
実
際
の
業
務
に
従

事
し
な
が
ら
、企
業
が
持
つ
最
先
端
の
技
術
に
つ
い
て
実
践
的
に
学

び
、社
会
と
顧
客
への
貢
献
と
課
題
解
決
を
習
得
で
き
る
本
学
独
自

の
産
学
協
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
正
課
授
業
で

あ
り
、期
間
に
よって
２
単
位
と
４
単
位
が
付
与
さ
れ
る
。

� 

研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

産
と
学
の
交
流
を
通
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
で
き
る
人

材
育
成
を
め
ざ
す
、一
般
社
団
法
人
産
学
協
働
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
育
成
協
議
会（
Ｃ-

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
参
画
し
て
い
る
。

Ｃ-

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、修
士
課
程
・

博
士
課
程
・
ポ
ス
ド
ク
な
ど
若
手
研
究
者
が
産
官
学
を
問
わ
ず
将

来
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
人
材
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、学
生
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、こ

れ
ま
で
培
っ
た
研
究
力
を
活
か
し
て
産
業
界
の
研
究
開
発
実
務
に

関
わ
る
こ
と
で
、俯
瞰
力
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な

ど
を
学
び
、研
究
者
と
し
て
の
幅
を
広
げ
る
機
会
を
得
て
い
る
。

［図１］KITコーオプ教育プログラムの概念図
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Special feature

� 

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

社
会
人
が
学
生
や
教
員
と
共
に
学
び
合
う「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
る
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、企
業

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
大
学
教
育

に
よ
る
知
識
の
習
得
に
加
え
、

学
生･

教
員
・
企
業
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
習
得
し
た

知
識
を
活
用
し
た
共
同
研
究
・

開
発
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

リ
カレン
ト
教
育
の
１つで
あ
る

「
Ｄ
Ｘ
リ
ス
キ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」は
、「
Ａ
Ｉ
」「
Ｉｏ
Ｔ
」「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス（
Ｄ
Ｓ
）」の
基
礎

知
識
と
ス
キ
ル
を
習
得
し
、「
ア

イ
デ
ア
創
出
演
習（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）」に
お
い

て「
問
題
発
見
」「
課
題
の
明

確
化
」「
解
決
策
の
創
出
と
実

行
」「
評
価
・
検
証
」等
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
内
容
と
な
って
い
る
。ま

た
、ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
中
核
と
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
取

り
入
れ
、組
織
を
活
性
化
す
る
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
、組
織
に
お
い

て
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、業
務
改
善
・
新
し
い
価
値
創
出
を
提
案
で
き

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

 一
方
、社
会
で
活
躍
し
て
い
る
社
会
人
が
授
業
に
参
画
す
る「
社

会
人
共
学
者
」制
度
を
設
け
、学
生
た
ち
に
実
際
の
社
会
の
状
況

や
話
題
提
供
を
行
う
な
ど
の
支
援
を
い
た
だ
き
、社
会
人
自
身
も

さ
ら
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
創
出
に
向
け
て
目
的
・
目
標
を
も
ち
、世

代
を
超
え
て
学
生
と
共
に
意
欲
的
に
学
べる
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

ま
と
め

前
述
し
た
制
度
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
正
課

教
育
と
密
接
に
つ
な
が
って
お
り
、各
専
門
で
学
ん
だ
知
識
・
ス
キ

ル
を
社
会
の
中
で
活
用
す
る
方
法
を
全
学
生
が
学
ぶ
。こ
れ
ら
の

体
験
を
通
し
て
、「
学
力
」×「
人
間
力
」＝「
総
合
力
」を
高
め
、一

人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
繋
が
る
支
援
を
行
って
い
る
。

［図２］DXリスキル教育プログラムの概要
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は
じ
め
に

明
治
大
学（
以
下
、本
学
）は
１
８
８
１
年
の
創
立
以
来
１
４
０
年

以
上
に
わ
たって
、建
学
の
精
神「
権
利
自
由
」「
独
立
自
治
」に
基

づ
き
時
代
の
要
請
に
対
応
で
き
る
有
為
な
人
材
の
育
成
に
努
め
、約

59
万
人
の
卒
業
生
が
各
界
で
活
躍
し
て
い
る﹇
写
真
１
﹈。

就
職
支
援
に
お
い
て
も
、「
就
職
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
」で
13
年
連
続
１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど「
就
職
の
明
治
」と

し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
学
の
就
職
支
援
で
は「Face to Face

の
個
別
相
談
」を

重
視
し
て
お
り
、専
任
職
員
を
中
心
に
、年
間
２
万
６
千
件
を
超

え
る
個
別
就

職
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

� 

低
学
年
支
援
の
必
要
性

多
く
の
学
生
の
就
職
相
談
を
受
け
て
い
く
中
で
、同
じ
明
大
生

で
も
個
人
差
が
大
き
く
な
って
い
る
と
年
々
感
じ
て
い
る
。順
調
に

就
職
活
動
を
行
え
る
学
生
が
い
る
一
方
、な
か
な
か
就
職
活
動
の

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ず
に
出
遅
れ
て
し
ま
い
、非
常
に
苦
し
い
就
職
活

動
と
なって
し
ま
う
学
生
も
一
定
数
見
受
け
ら
れ
る
。

順
調
に
就
職
活
動
を
行
え
る
学
生
の
共
通
点
を
考
え
た
と
き
、

い
ろ
い
ろ
な
要
素
は
あ
る
と
思
う
が
、「
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
って
い
る
」と
い
う
点
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
共
通
項
と
し
て
浮

か
ん
で
く
る
。特
に
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
る
学
生
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
順
調
な
就
職
活

動
を
行
え
て
お
り
、納
得
感
の
あ
る
就
職
先
を
見
つ
け
て
い
る
と

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

―
明
治
大
学
の
就
職
キャ
リ
ア
支
援
の
現
場
か
ら
―

川
口 

誠
人

明
治
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長

［写真１］明治大学のシンボル、
創立１２０周年記念館リバティ
タワー
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言
って
も
過
言
で
は
な
い
。低
学
年
の
う
ち
か
ら
就
職
活
動
を
す
る

必
要
は
必
ず
し
も
な
い
が
、大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
す

る
こ
と
が
、将
来
が
不
確
実
と
言
わ
れ
る
こ
の
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に

あ
って
は
、今
ま
で
以
上
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
低
学
年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。そ
れ
を
受
け
、本
学
の
就
職
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
が
企
業
・
団
体
か
ら
の
内
定
を
ゴ
ー

ル
に
す
る
の
で
は
な
く
、自
己
実
現
が
で
き
る
・
各
々
が
輝
け
る

フ
ィ
ー
ル
ド
に
進
む
こ
と
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
、以
下
の
よ

う
な
機
会
を
積
極
的
に
創
出
し
て
い
る
。

﹇
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
﹈

初
年
次
か
ら
学
生
に
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
て
も
ら
う
た

め
に
、各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。そ
の
根
幹
は
学
部
１
・

２
年
生
向
け
に
年
度
初
め
の
４
月
か
ら
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
あ
る
。こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
就

職
活
動
の
最
新
情
報
を
提
供
し
動
向
を
伝
え
、そ
れ
を
踏
ま
え
た

う
え
で
低
学
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
重
要
性
を
訴
え
、就

職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法
を
示
し
つ
つ
学
内
外
で

開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベン
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

� 

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
３
本
柱

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
、

「Career D
esign Program

」「M
eiji Job Trial

」「M
EIJI 

Challenge Program

」の
３
本
柱
で
展
開
し
て
い
る
。

⑴C
areer D

esign Program

―
自
身
の
理
想
の
キ
ャ
リ
ア
を
模
索
す
る
た
め
に
、多
様
な
キ
ャ

リ
ア
と
の
接
点
を
創
出
す
る
―

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
示
す
こ
と
で
低
学
年
の
う
ち
か
ら
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。具

体
的
に
は
、キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
方
の
ヒ
ン

ト
を
与
え
、将
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
・
悩
ん
で
く
れ
る
仲
間
を

作
る
場
を
提
供
し
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中
心
と
し
た
多
種
多
様
な
キ
ャ

［写真２］キャリアデザインガイ
ダンスのポスター。『就活』ではな
く充実した学生生活を送るヒント
を伝えている
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リ
ア
を
歩
む
社
会
人
と
交
流
で
き
る
場
を
創
出
し
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
契
機
に
学
生
各
々
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

⑵M
eiji Job Trial

―
実
際
の〝
仕
事
〞を
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
の
場

を
創
出
す
る
―

就
業
体
験
や
業
務
の
一
端
を
体
験
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、キ
ャ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
具
体
的
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。事
前
研
修
か
ら
事
後
面
談
を
含
め
た「
３
日
間
以
上
か
つ
15

時
間
以
上
」と
い
う
条
件
で
、２
０
２
２
年
度
か
ら
学
部
１・２
年

生
限
定
で
始
動
し
て
い
る
。近
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、一
定
の

条
件
の
も
と
取
得
し
た
学
生
情
報
を
広
報
活
動
や
採
用
選
考
活

動
に
使
用
で
き
る
方
針
が
決
ま
る
な
ど
の
変
化
も
続
い
て
お
り
、本

学
で
は
早
期
か
ら
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
心
を
持
ち
、進
路
を
主
体

的
に
選
択
で
き
る
学
生
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
開
始
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
初
年
度
で
あ
っ
た
が
、夏
季
休
業
期
間
中（
８

月
１
日
か
ら
９
月
19
日
）に
１
８
５
社
の
企
業
・
団
体
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、学
生
２
３
３
名
が
参
加
し
た
。ま
た
、事
後
面
談
を
実

施
し
、現
時
点
の
自
身
の
能
力
と
社
会
に
出
て
か
ら
求
め
ら
れ
る

能
力
の
ギ
ャッ
プ
を
知
る
こ
と
、学
修
意
欲
の
喚
起
、学
生
の
次
の

挑
戦
を
後
押
し
す
る
こ
と

な
ど
、学
生
生
活
を
主
体
的

に
取
り
組
む
た
め
の
意
識
づ

く
り
・
き
っ
か
け
を
提
供
し

た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
後
の
事
後

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、学
生
お

よ
び
企
業
・
団
体
と
も
に
９

割
を
超
え
る
満
足
度
を
達

成
し
た﹇
写
真
３
﹈。

⑶M
EIJI C

hallenge Program

―
現
場
視
点〈
リ
ア
ル
〉を
養
う
た
め
に
実
企
業
の
直
面
す
る
課

題
に
挑
戦
す
る
場
を
創
出
す
る
―

普
段
学
ん
で
い
る
内
容
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
、ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
体
感
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。さ
ま
ざ
ま

な
業
界
の
企
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、各
業
界
や
ビ
ジ
ネ
ス
視
点

に
興
味
が
あ
り
そ
の
企
業
の
課
題
解
決
の
た
め
に
本
気
で
や
り
き

れ
る
学
生
に
向
け
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
課
題
解
決
型
学
習
）を
年
間
複
数

回
提
供
し
て
い
る
。現
場
を
味
わ
う
こ
と
で
学
生
が
本
気
で
目
指

し
た
く
な
る
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
け
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。 ［写真３］Meiji Job Trialのガイダンスの様子。

多くの１・２年生が興味を持って参加した
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こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、

普
段
の
授
業
や
ゼ
ミ
、課
外

活
動
や
留
学
と
い
っ
た
学
び

と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

主
体
的
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

を
開
発
で
き
る
人
材
を
育
成

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

﹇
写
真
４
﹈。

� 

そ
の
他
の
取
り
組
み

ま
た
、本
学
で
は
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
の
と
こ
ろ

で
も
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。従
来
は
各
部
署
が
別
々
で
学
生
に
周
知
を
し
て
い
た
イ
ベン
ト

情
報
を
、コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
の
春
学
期
か
ら「
学

生
生
活
充
実
サ
ポ
ー
ト
一
覧
」と
い
う
新
た
な
Ｗｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
、集
約
し
て
発
信
し
て
い
る
。「
何
か
に
取
り
組
み
た
い
け
ど
、

何
に
取
り
組
ん
で
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
学
生
が
、そ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベン
ト
を
見
逃
す
こ
と
が

な
い
よ
う
に
し
た
。

加
え
て
、学
生
生
活
の
過
ご
し
方
に
悩
ん
で
い
た
り
、何
か
チャレ
ン

ジ
に
踏
み
切
れ
な
い
学
生
に
、先
輩
の
さ
ま
ざ
ま
な
チャレ
ン
ジ
を
紹
介

す
る
こ
と
で
背
中
を
押
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、２
０
２
３
年
度
よ

り「
十
人
十
色
の
明
大
生
」と
い
う
明
大
生
限
定
公
開
の
Ｗｅ
ｂ
コン

テ
ン
ツ
を
公
開
す
る
。「
十
人
十

色
の
明
大
生
」で
は
、留
学
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、ゼ
ミ
活
動
な
ど
に

打
ち
込
ん
だ
先
輩
の
経
験
談
や
後

輩
への
ア
ド
バ
イ
ス
、大
学
院
に
進

学
し
た
先
輩
か
ら
の
進
学
を
決
め

る
際
に
悩
ん
だ
こ
と
や
進
学
し
て

良
かっ
た
こ
と
な
ど
を
掲
載
し
、在

学
生
に
多
種
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
示
し
て
い
く﹇
写
真
５
﹈。

こ
の
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
明
治
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
今
、学
生
に
必
要
な
支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」を

常
に
意
識
し
な
が
ら
、就
職
活
動
の
支
援
は
言
う
ま
で
も
な
く
、低

学
年
の
う
ち
か
ら
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［写真４］北九州市とコラボして実施した
PBL。学生のアイデアが実際の商品になっ
て売り出された。

［写真５］「十人十色の明大生」。多種多様な経験を
した先輩たちを紹介している
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は
じ
め
に

２
０
２
０
年
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く

受
け
、数
々
の
対
面
イ
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

中
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。成

城
大
学
卒
業
生
た
ち
が
自
発
的
に
立
ち
上
が
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
ショッ
プ
で
あ
る
。実
施
回
数

は
、対
面
形
式
で
実
施
し
た
も
の
を
含
め
て
10
回
に
も
及
ん
だ
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、本
学
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
就
業
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
修
了
し

た
卒
業
生
た
ち
で
あ
る
。文
部
科
学
省
補
助
事
業「
大
学
生
の
就

業
力
育
成
支
援
事
業
」の
採
択
を
受
け
て
２
０
１
１
年
度
よ
り
開

講
さ
れ
た「
就
業
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、カ
リ
キ
ュラ
ム

改
革
を
経
な
が
ら
、そ
の
名
称
も
骨
格
も
変
え
ず
に
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

� 「
独
立
独
行
」の
人
材
育
成

私
立
小
学
校
か
ら
始
ま
り
、現
在
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
、大
学

院
ま
で
を
擁
す
る
総
合
学
園
で
あ
る
成
城
学
園
は
、２
０
１
７
年

に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、学
園
第
２
世
紀
に
踏
み
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。こ
れ
を
機
に
、改
め
て
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り
、

「
個
性
尊
重
」の
教
育
に
よ
っ
て
個
性
の
花
を
開
か
せ
た
そ
の
先

に
、「
独
立
独
行
」の
人
、す
な
わ
ち
、自
己
の
力
で
進
む
べ
き
方
向

を
定
め
、そ
の
進
む
べ
き
道
を
行
き
、困
難
も
切
り
拓
く
人
を
育
て

る
、と
い
う
教
育
理
念
の
再
確
認
を
行
っ
た
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

本
学
は
、「
自
ら
考
え
行
動
し
て
未
来
を
切
り
拓
く『
独
立
独
行
』

の
人
を
育
成
す
る
」こ
と
を
ミ
ッ
ション
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
ミ
ッ
シ
ョン
の
下
、本
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、学

生
一
人
一
人
が
自
律
的
に
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
不
可
欠
な
力

と
し
て
、他
者
と
協
調
し
な
が
ら
も
自
ら
を
高
め
、集
団
を
牽
引

す
る
力
を「
成
城
の
就
業
力
。」と
定
義
し
、理
論
と
実
践
を
融
合

〈
学
・
教
・
職
〉で
共
創
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

山
重 

芳
子

成
城
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・

経
済
学
部
教
授
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さ
せ
た
４
年
間
の
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る「
就
業
力
育
成
・

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
展
開
し
て
い
る
。﹇
図
１
﹈

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、正
課
科
目
と
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、一
定
の
正
課
科
目
と
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
了
し
た
学
生
に
、デ
ィ
プ
ロ

マ・
認
定
証
を
授
与
し
て
い
る
。

﹇
図
２
﹈

正
課
科
目
は
、４
学
部
11
学

科
に
所
属
す
る
学
部
学
生（
約

５
４
０
０
名
）向
け
に
開
講
さ

れ
て
い
る
全
学
共
通
教
育
科
目

群
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、卒

業
後
の
人
生
設
計
に
欠
か
せ
な

い
職
業
観
と
学
び
続
け
る
力
を

習
得
し
、自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
＝
人

生
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
基
礎

を
築
く
科
目
を
14
科
目
開
講
し

て
い
る
。１
年
次
か
ら
、キ
ャ
リ

ア
形
成
に
関
す
る
理
論
や
勤
労

観
・
職
業
観
を
学
び
、そ
れ
を

実
践
的
な
演
習
科
目
を
通
し
て
繰
り
返
し
体
験
し
な
が
ら「
自
ら

考
え
行
動
す
る
力
」を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
澤
柳
塾
と
世
田
谷
区
学
生
交
流
プ
ロ
グ

［図１］正課科目と正課外プログラムで構成される「就業力育成・認定プログラム」

［図２］「就業力育成・認定プログラム」
ディプロマとキャリアサポーター活動のオープンバッジ
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ラ
ム
※
で
は
、低
学
年
を
対
象
に
し
た
、世
田
谷
区
の
リ
ア
ル
な
課

題
に
取
り
組
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。本
学

独
自
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
２
２
年
度
よ

り
渡
航
形
式
で
す
で
に
再
開
さ
れ
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
海
外
と

つ
な
がって
実
施
さ
れ
た
事
前
事
後
学
習
は
コロ
ナ
禍
以
前
に
比
べ

て
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
なって
い
る
。こ
の
他
、随
時
新
規
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
正
課
科
目
の
新
陳

代
謝
を
起
こ
す
た
め
の
イ
ン
キュベ
ー
タ
ー
と
なって
い
る
。

� 〈
学
・
教
・
職
〉の
共
創
で
作
り
出
す
学
び
合
い
の
場

「
就
業
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、開
始
当
初
か
ら
、キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目
を
履
修
し
た
学
生
が
主
体
と
な
って
、他
の
学
生

や
生
徒
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
。こ
う
し
た
学
び
の
場
づ
く
り
を〈
学
・
教
・
職
〉の

共
創
で
進
め
て
い
る
点
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
科
目
で
学
ん
だ
内
容
を
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
で
実
践

し
、そ
の
経
験
を
振
り
返
る
こ
と
で
学
び
を
深
め
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
の
向
上
な
ど
、キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
がって
い
る
。大
学
と
い
う
小
さ
な

「
社
会
」の
中
で
、学
生
は
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
消
費
者
で
は

な
く
、「
社
会
人
」と
し
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
通
じ
て
、相
互
に

学
び
を
深
め
る
活
動
を
行
って
い
る
の
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
度
は
48
名
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、教
職
員

と
協
働
し
、全
学
部
新
入
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
園
高
校
３
年
生（
本
学
進
学
予
定
者
全
員
）

向
け
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
、

実
施
し
た
。ま
た
、昨
年
11
月
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
改
修
に
あ

た
って
は
改
修
プ
ラ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
作
り
か
ら
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
が
参
画
。文
字
通
り
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
び
の
場
づ
く

り
を
行
っ
た
の
だ
っ
た
。

現
在
、サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
に

お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
て
ファ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
の

授
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、国
際
交
流
の
支
援
を
行

う
国
際
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
、図
書
館
の
支
援
を
行
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
、障
が
い
学
生
の
支
援
を
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー（
２
０
２
２
年
度
は
の
べ
１
４
７
名
が
参
加
）へ
と
分
野
を
広

げ
、多
様
な
学
生
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
活
動
へと
発
展
し
て
い
る
。

本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
、コロ
ナ
禍
で
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
た
卒
業
生
達
も
、在
学
中
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
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行
って
い
た
。〈
学
・
教
・
職
〉共
創
に
よ
る
学
び
の
場
の
構
築
が
次

の
新
た
な
学
び
の
場
を
作
り
出
す
、と
い
う
再
生
産
の
循
環
が
生

ま
れ
て
い
る
。

� 
キ
ャ
リ
ア
教
育
×
α
を
目
指
し
て

 

「
就
業
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
就
職
支
援
を
意
識

し
、卒
業
後
の
就
職
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
捉
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
異

な
り
、学
生
一
人
一
人
が
自
身
の
人
生
を
主
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
た
め
に
必
要
な
職
業
観
と
学
び
続
け
る
力
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
そ
の
目
標

が
十
分
達
成
で
き
る
訳
で
は
な
い
。各
学
部
と
大
学
院
研
究
科
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、国
際
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

実
施
さ
れ
る
専
門
教
育
と
掛
け
合
わ
さ
っ
た
時
に
、教
育
効
果
が

増
幅
さ
れ
る
。専
門
教
育
と
の
連
携
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

同
時
に
、学
び
合
い
の
場
の
質
向
上
を
図
る
こ
と
も
肝
要
で
あ

る
。「
個
性
尊
重
」は
同
時
に
他
者
の
個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
も
意

味
す
る
。多
様
性
を
包
摂
し
、異
質
な
他
者
と
の
交
わ
り
が
生
ま

れ
る
学
び
の
場
作
り
は
特
に
重
要
で
あ
る
。他
大
学
、地
域
や
企
業

と
の
連
携
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま

で
が
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
環
境
を
さ
ら
に
活
か
す
こ
と
も
で
き

る
で
あ
ろ
う
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
つ
な
が
り
も
そ
の
可
能
性
に
期

待
で
き
る
。

２
０
２
１
年
度
よ
り
、よ
り
良
い
学
習
環
境
と
よ
り
質
の
高
い

学
び
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
学
長
賞
懸
賞
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」が
ス
タ
ー
ト
。２
０
２
２
年
度
は「
１
０
０
万
円

以
内
で
成
城
大
学
の
食
環
境
を
改
善
し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
案
が
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
る
。キ
ャ
リ
ア
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
た「D

ESIG
N
 

TH
IN

KIN
G
 LAB

」で
も
、学
び
の
場
づ
く
り
の
創
発
的
な
ア

イ
デ
ア
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作
り
が
行
わ
れ
た
。

〈
学
・
教
・
職
〉の
共
創
に
よって
豊
か
な
学
び
合
い
の
場
が
育
ま

れ
、そ
こ
で
の
掛
け
算
式
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よって
、学
生
が
多
く

の
ラ
ー
ニン
グ
・
ブ
リッ
ジ
を
架
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※　

 

世
田
谷
区
の
複
数
大
学
、
世
田
谷
区
、
区
内
産
業
界
の
３
者
が
連
携
し
、
地
域

に
お
け
る
高
等
教
育
の
活
性
化
並
び
に
区
内
産
業
界
、
さ
ら
に
は
世
田
谷
区
全
体

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
む
活
動
組
織
で
あ
る
世
田
谷
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
一
環
と
し
て
成
城
大
学
が
企
画
運
営
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

西
南
学
院
大
学
は
、福
岡
市
の
副
都
心
で
あ
る
西
新
地
区
に
位

置
し
て
い
る
。福
岡
タ
ワ
ー
、福
岡
Ｐａｙ
Ｐａｙ
ド
ー
ム
、大
濠
公

園
な
ど
の
観
光
名
所
に
近
接
し
て
お
り
、松
林
の
な
か
に
あ
る
風

光
明
媚
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、７
学
部
12
学
科
、約
８
０
０
０
名
の

学
生
た
ち
が
学
ん
で
い
る
。

１
９
１
６
年
、ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
Ｃ
・
Ｋ
・
ド
ー
ジ
ャ
ー
に

よって
創
立
さ
れ
た
本
学
は
、「
西
南
よ
、キ
リ
ス
ト
に
忠
実
な
れ
」

（Seinan, Be True to C
hrist

）と
い
う
建
学
の
精
神
に
基

づ
き
、「
真
理
の
探
求
お
よ
び
優
れ
た
人
格
の
形
成
に
励
み
、地
域

社
会
お
よ
び
国
際
社
会
に
奉
仕
す
る
創
造
的
な
人
材
を
育
て
る
こ

と
」を
使
命
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、こ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、

「
教
育
課
程
の
内
外
に
わ
た
っ
て
、学
生
の
自
主
的
な
学
修
を
支

援
す
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、進
路
・
就
職
支
援
、自
律
的

学
修
の
促
進
を
行
い
、学
生
の
自
立
を
、教
育
活
動
全
体
を
通
じ

て
支
援
す
る
」と
い
う
職
業
指
導
の
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

� 

創
造
的
な
人
材
の
噴
水

西
南
学
院
大
学
の
学
生
た
ち
は
、大
多
数
が
地
元
で
あ
る
九
州

地
方
の
出
身
者
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
の
卒
業
者
を
み
る
と
、福

岡
県
が
約
72
％
、九
州
地
方
が
約
94
％
と
な
って
い
る
。し
か
し
な

が
ら
そ
の
就
職
先
は
、福
岡
県
が
約
43
％
、関
東
地
方
が
約
37
％
、

関
西
地
方
が
約
６
％
と
、地
理
的
に
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る﹇
図

１
﹈。本
学
は
、九
州
地
方
一
円
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
を「
創

造
的
な
人
材
」へ
と
育
成
し
、地
元
の
九
州
地
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、日
本
中
、そ
し
て
世
界
中
へ
と
送
り
出
す
、い
わ
ば「
噴
水
」の

よ
う
な
存
在
と
なって
い
る
。

こ
の「
噴
水
」は
、創
立
以
来
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
に
据
え
た
地

道
な
教
養
教
育
お
よ
び
専
門
教
育
を
基
本
と
し
な
が
ら
、学
生
た

九
州
か
ら
全
国
へ
、世
界
へ

―
地
方
か
ら
創
造
的
な
人
材
を
輩
出
す
る
　

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
―

藤
川 

昇
悟

西
南
学
院
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・

商
学
部
教
授
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ち
の
自
主
性
を
大
切
に
し
、自
立
を
促
す
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援

に
よ
って
維
持
さ
れ
て
き
た
。こ
こ
で
は
本
学
が
引
き
続
き
こ
の
役

割
を
担
い
続
け
る
た
め
に
も
、近
年
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
す
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
の
う
ち
、キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
し
て
は
、

学
内
の
合
同
企
業
説
明
会
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
学
生
団
体

Ｂｒａｎｃ
ｈ
の
活
動
と
、就
職
課
と
学
生
相
談
室
の
連
携
に
よ
る

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
し
て
は

２
０
２
３
年
度
か
ら
全
学
的
な
共
通
科
目
と
し
て
順
次
導
入
さ
れ

る
キ
ャ
リ
ア
科
目「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
基
礎
」、「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

応
用
」を
紹
介
す
る
。

� 

学
生
団
体
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会

本
学
が
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、学
生

団
体
Ｂｒａｎｃ
ｈ
の
活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。Ｂｒａｎｃ
ｈ
は
、

２
０
２
２
年
１
月
に
設

立
さ
れ
た
、大
学
公
認

の
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
３
月
時
点

で
、本
格
的
な
就
職
活

動
に
入
る
前
の
１
年
生

か
ら
３
年
生
、総
勢
24

名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
る﹇
写
真
１
﹈。

Ｂｒａｎｃ
ｈ
の
主
な
活

動
内
容
は
、学
内
に
お
け

［写真１］ Branchのメンバーと若手の就職課員

［図１］ 地域別にみた学生の出身地と就職先の構成（2022年度）

※2022年3月卒業者を対象とし、うち出身地の分母は入学時点の入学
者数、就職先の分母は当該年度卒業時点での就職決定者数として算出
した。また出身地は出身高校の所在地、就職先は本社所在地である。
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る
キ
ャ
リ
ア
支
援
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
６
月

に
は
、初
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
る
、１
年
生
か
ら

３
年
生
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
合
同
企
業

説
明
会「
西
南
キャリ

ア
・
就
活
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

を
開
催
し
た﹇
写
真

２
﹈。Ｂｒａｎｃ
ｈ
の

メ
ン
バ
ー
は
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
事

柄
、す
な
わ
ち
出
展
す
る
企
業
・
団
体
の
選
定
、出
展
交
渉
、学
内

広
報
・
集
客
、会
場
設
営
、当
日
の
運
営
ま
で
、す
べて
を
担
当
し

た
。対
面
で
実
施
さ
れ
た「
西
南
キ
ャ
リ
ア
・
就
活
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」は
、

３
日
間
で
、関
東
地
方
の
企
業
を
含
む
の
べ
約
30
社
が
ブ
ー
ス
を

出
展
し
、約
７
５
０
名
の
学
生
が
参
加
す
る
な
ど
大
成
功
を
収
め

た
。ま
た
参
加
者
の
３
割
弱
が
１
、２
年
生
と
、低
学
年
時
か
ら
の

仕
事
理
解
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

Ｂｒａｎｃ
ｈ
に
よ
る「
西
南
キ
ャ
リ
ア
・
就
活
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」の
成

功
の
背
景
に
は
、低
学
年
の
学
生
た
ち
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
の

自
主
的
な
努
力
が
あ
る
。学
生
目
線
を
重
視
す
る
こ
と
で
、自
分

た
ち
の
興
味
関
心
に
フ
ィッ
ト
し
た
企
業
の
出
展
が
増
え
、こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
低
学
年
の
学
生
た
ち
の
不
安
感
が
和
ら

ぎ
、参
加
意
欲
も
高
ま
っ
た
。ま
た
当
日
配
布
し
た
出
展
企
業
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レッ
ト
は
、Ｂｒａｎｃ
ｈ
の
メ
ン
バ
ー
の
手
作
り
で

あ
り
、業
界
知
識
が
不
足
し
て
い
る
自
分
た
ち
で
も
わ
か
り
や
す
い

と
、１
、２
年
生
の
学
生
た
ち
に
好
評
を
博
し
て
い
た
。

ま
た
成
功
の
も
う
１
つ
の
背
景
に
は
、若
手
の
就
職
課
員
た
ち
に

よ
る
黒
子
に
徹
し
た
、献
身
的
な
支
援
が
あ
る
。学
生
団
体
の
自
主

的
な
イ
ベン
ト
で
は
あ
る
も
の
の
、丸
投
げ
に
す
る
こ
と
な
く
、毎
週

火
曜
日
の
活
動
日
に
は
可
能
な
限
り
顔
を
出
し
、学
生
た
ち
の
活

動
を
見
守
って
い
る
。そ
し
て
企
業
と
の
交
渉
な
ど
、就
職
活
動
に

関
す
る
知
識
や
経
験
の
乏
し
い
低
学
年
の
学
生
に
とって
難
易
度
の

高
い
課
題
に
つ
い
て
は
、学
生
た
ち
だ
け
で
悩
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
って
い
る
。同
時
に
Ｂｒａｎｃ
ｈ
メ
ン
バ
ー

に
対
し
て
企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
交
流
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、メ
ン
バ
ー
自
身
の
職
業
観
の
構
築
も
支
援
し
て
い
る
。

［写真２］ 西南キャリア・就活 EXPOの様子
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� 

学
生
相
談
室
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
学
で
は
、前
述
し
た「
西
南
キ
ャ
リ
ア
・
就
活
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」の

み
な
ら
ず
、就
職
説
明
会
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
、面
接

対
策
講
座
な
ど
、就
職
支
援
の
た
め
に
様
々
な
イ
ベン
ト
を
提
供
し

て
い
る
。し
か
し
、な
か
に
は
メ
ン
タ
ル
不
調
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、

こ
れ
ら
一
般
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
く
、積
極
的
に

就
職
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
困
難
な
学
生
も
存
在
す
る
。本
学

で
は
、こ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、就
職
課
と
学
生

相
談
室
が
連
携
す
る
こ
と
で
、学
生
相
談
室
を
利
用
し
て
い
る
学

生
に
限
定
し
た
就
職
支
援
講
座
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、そ
し
て
個
人

面
談
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、一
般
の
学
生
に
提
供
し
て
い
る
も
の
を

ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、各
学
生
の
特
性
に
配
慮
し
た
内
容
と
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
。そ
の
他
に
も
、参
加
者
の
募
集
を
個
別
の
声

掛
け
の
み
と
す
る
こ
と
、参
加
者
を
固
定
し
た
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
の

活
動
と
す
る
こ
と
、そ
し
て
本
学
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
学
外（
就
労

移
行
支
援
事
業
所
）の
専
門
家
を
講
師
陣
に
含
め
る
こ
と
で
、問

題
を
抱
え
る
学
生
た
ち
に
寄
り
添
い
、学
生
た
ち
が
自
己
肯
定
感

を
も
って
就
職
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
を
行
って
い
る
。

こ
の
学
生
相
談
室
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、２
０
１
１
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
、毎
年
10
名
以
上
、多
い
年
に
は
20
名
を
超
え
る
学

生
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。直
近
の
２
０
２
２
年
度
で
は
、約
20
名

の
学
生
を
対
象
と
し
て
、全
部
で
14
日
間
、講
座
や
面
談
が
実
施

さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、実
際
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、内

定
を
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
た
学
生
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。そ

の
学
生
は
卒
業
年
度
の
４
月
ご
ろ
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た

対
面
授
業
の
再
開
や
就
職
活
動
の
開
始
に
よ
る
不
安
感
か
ら
メ
ン

タ
ル
不
調
と
な
り
、学
生
相
談
室
に
来
訪
し
た
。そ
の
学
生
は
、学

生
相
談
室
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
支
援
を
受
け
つつ
、

医
療
機
関
の
受
診
も
開
始
し
、な
ん
と
か
就
職
活
動
を
続
け
て
い

た
が
、第
１
志
望
企
業
か
ら
の
不
採
用
通
知
を
き
っ
か
け
に
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
が
大
き
く
低
下
、就
職
活
動
が
手
に
つ
か
な
い
状
態
に

陥
っ
た
。し
か
し
夏
季
休
暇
中
、学
生
相
談
室
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、安
心
で
き
る
小
集
団
で
の
模
擬
面
接
や
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
、キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
個
別
面

談
な
ど
を
通
し
て
、徐
々
に
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
結
果
、11
月
か
ら
就
職
活
動
を
再
開
し
、就
職
活
動
を
進
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め
て
い
く
な
か
で
、「
仕
事
って
楽
し
そ
う
だ
」と
い
う
前
向
き
な
言

葉
も
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
も
、学
生
相
談
室
と
就
職
課

に
よ
る
支
援
の
も
と
、粘
り
強
く
就
職
活
動
を
続
け
た
こ
と
で
、翌

年
１
月
に
は
２
社
か
ら
内
定
を
獲
得
し
た
。カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
振

り
返
り
の
な
か
で
、そ
の
学
生
は「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

か
ら
こ
そ
、就
職
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、再
開
後
の
動
き

出
し
も
ス
ム
ー
ズ
だっ
た
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べて
い
る
。

� 

人
生
１
０
０
年
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
り
組
み
は
、主
と

し
て
学
生
た
ち
が
３
、４
年
次
の
就
職
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
実
施
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
長
い
そ
の
後
の

人
生
を
考
え
る
な
ら
ば
、こ
れ
ら
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実
に
加
え

て
、よ
り
長
期
的
か
つ
俯
瞰
的
な
視
野
か
ら
、キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支

援
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
一
環
と
し
て
、本
学
で
は
、２
０
２
３
年
度
か
ら
正
課
の

キ
ャ
リ
ア
科
目「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
基
礎
」を
開
講
し
た
。本
学
に

お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
学
部
ご
と
に
魅
力
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

展
開
さ
れ
て
き
た
が
、こ
の
度
、全
学
部
の
１
年
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
科
目
を
立
ち
上
げ
た
。「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
基
礎
」は
、講

義
の
な
か
で
学
生
た
ち
が
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
け
る
生
き
方

を
構
想
し
、そ
れ
に
基
づ
く
大
学
生
活
４
年
間
に
お
け
る
目
標
と

行
動
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、さ
ら
に

単
位
修
得
後
も
、学
生
た
ち
が
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
上
で
、目
標

と
行
動
計
画
の
見
直
し
を
、自
主
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、こ
の
講
義
で
は
、キ
ャ
リ
ア
の
実
務
家
教
員
と
産
業

心
理
学
を
専
門
と
す
る
教
員
が
協
働
し
て
作
成
し
た
教
材
や
活

躍
す
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
な
ど
を
利
用
し
て
、

学
生
た
ち
が
個
人
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
こ
と

で
、自
ら
の
職
業
観
を
涵か

ん
養よ

う
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、社
会
的
・
職

業
的
自
立
の
た
め
に
必
要
な
能
力（
い
わ
ゆ
る
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ

テ
ィ
）を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
追
求
し
て
い
る
。こ
の
職
業
観
の
涵

養
に
加
え
て
、エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
と
い
う
二
兎
を
追
っ

て
い
る
こ
と
が
、「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
基
礎
」の
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
、２
年
生
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、意
欲
的
な
学
生
た
ち
の
さ
ら
な
る
成
長
を
促
す
た
め
、地
元
で
活

動
す
る
企
業
等
の
協
力
の
も
と
、実
践
体
験
的
な
問
題
解
決
型
の
学

修
を
提
供
す
る「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
応
用
」の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
い
う
大
国
間
の
対
立
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
に
よって
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
は
不
安
定
さ
を
増
し
て
い

る
。ま
た
昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩
に
よって
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
レ
コ
メ
ン
ド

機
能
が
普
及
す
る
な
か
、私
た
ち
の
世
界
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
なって

い
る
。意
識
し
な
け
れ
ば
、自
分
の
興
味
関
心
の
外
側
に
あ
る
世
界

の
存
在
を
知
る
こ
と
が
困
難
に
なって
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、短
期
的
か
つ
近
視
眼
的
な
視
野
か

ら
学
修
や
就
職
に
取
り
組
む
学
生
が
増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。学
生
が「
タ
イ
パ
」（
タ
イ
ム
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
比
率
）が
良

い
、悪
い
と
い
う
流
行
語
を
使
って
い
る
の
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、こ

の
と
き
の「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」は
短
期
的
か
つ
近
視
眼
的
な
も
の
で

あ
る
場
合
が
多
い
。例
え
ば
、往
々
に
し
て
大
学
の
講
義
や
演
習
に

お
け
る「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」と
は
学
修
に
よ
って
身
に
つ
く
知
識
や

ス
キ
ル
で
は
な
く
、単
位
そ
の
も
の
で
あ
る
。就
職
に
関
し
て
も
十

分
な
自
己
理
解
と
仕
事
理
解
に
取
り
組
む
こ
と
な
く
、地
元
に
あ

る
認
知
度
の
高
い
企
業
の
み
を
志
望
す
る
学
生
が
散
見
さ
れ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
地
元
に
あ
る
認
知
度
の
高
い
企
業
を
志
望
す

る
こ
と
自
体
は
問
題
で
は
な
い
。し
か
し
こ
の
傾
向
が
続
く
な
ら

ば
、地
方
か
ら
創
造
的
な
人
材
を
全
国
へ
、世
界
へ
と
輩
出
す
る
本

学
の「
噴
水
」と
し
て
の
機
能
が
弱
ま
る
だ
け
で
な
く
、最
も
大
切

で
あ
る
学
生
た
ち
の
将
来
の
幸
福
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
の
不
透
明
感
が
増
す
な
か
、今
ま
で

以
上
に
、大
学
が
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
。こ
の
就
職
活
動
の
支
援
に
対
し
て
、保
護
者
や

保
証
人
の
方
々
が
私
た
ち
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。し
か
し
世

界
が
不
透
明
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、大
学
は
単
な
る
就
職
活
動
の
支

援
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、学
生
た
ち
の
自
主
性
を
育
み
、人
生

１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
を
行
う
こ
と

で
、そ
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
基
本
に
立
ち
返
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
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は
じ
め
に

大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
現
場
に
変
化
が
迫
ら
れ
る
中
、津
田
塾

大
学（
以
下
、本
学
）で
は
、２
０
１
７
年
に
設
置
さ
れ
た
学
外
学
修

セ
ン
タ
ー
※
１
と
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
を
将
来
的
に
統
合
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。本
稿
で
は
、本
学
が
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

方
向
性
、新
し
い
支
援
体
制
と
し
て
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る

意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。新
体
制
の
両
輪
と
な
る
２
セ
ン
タ
ー
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
課
題
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

� 

現
状

本
学
は
東
京
都
小
平
市
に
あ
る
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
と
渋
谷
区

に
あ
る
千
駄
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、約

３
２
０
０
名
が
在
籍
す
る
小
規
模
女
子
大
学
で
あ
る
。こ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
、学
生
一
人
一
人
の
４
年
間
の
成
長
を
大
切
に

４
年
間
の
学
修
を
強
み
に

社
会
へ
送
り
出
す

―
津
田
塾
大
学
が
目
指
す
自
走
で
き
る

　
学
生
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
―

小
舘 

亮
之

津
田
塾
大
学
副
学
長（
広
報
・
学
生
担
当
）・

キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
長

［図表１］２センターこれまでの取り組み

ᏛእᏛಟࡳ⤌ࡾྲྀࡢ࣮ࢱࣥࢭ࣭࢔ࣜࣕ࢟ࡧࡼ࠾࣮ࢱࣥࢭ

ᏛእᏛಟ࣮ࢱࣥࢭ

୺యᛶࢆ㣴ࠊ࠺⤒㦂ࡴ✚ࢆᶵ఍ᥦ౪㸦ᑵᴗ⤒㦂ࡴྵ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࠊ㸧

࣮ࢱࣥࢭ࣭࢔ࣜࣕ࢟

༞ᴗᚋࡢ㐍㊰㑅ᢥ࡬ලయⓗ࢔ࣜࣕ࢟࡞ᨭ᥼

ᏛᏛእእᏛᏛಟಟ࣮࣮ࢱࢱࣥࣥࢭࢭ
࣭ᅾᏛ୰ࡢከᵝ࡞⤒㦂ࢆᨭ᥼
࣭ㄢ㢟ゎỴᆺᏛ⩦㸦PBL㸧
ࣝ࢟ࢫ఍ே♫ࠊㅮᗙࣥࢮࣞࣉ࣭
࣭OGࢡ࣮ࢺ

࣮࣮ࢱࢱࣥࣥࢭࢭ࣭࣭࢔࢔ࣜࣜࣕࣕ࢟࢟
࣭༞ᴗᚋࡢ㐍㊰㑅ᢥࡢᨭ᥼
࣭ලయⓗ࡞ᑵ⫋άືࡢ㑅⪃ᑐ⟇
࣭௻ᴗㄝ᫂఍ࠊOGㅮ₇఍

1ᖺ 2ᖺ 3ᖺ 4ᖺ

ᏛᏛእእ࣭࣭࢔࢔ࣜࣜࣕࣕ࢟࢟ඹඹྠྠ
ᤵᴗ࢔࣭ࣜࣕ࢟
ࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖࣭
࣭PROGࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇ
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見
守
る
た
め
、入
学
時
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
ション
か
ら
寮
生
活
、サ
ー

ク
ル
活
動
、学
園
祭
、奨
学
金
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
学
生
生
活
課
が
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、進

路
・
就
職
支
援
を
行
って
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
き
た
。小
規
模

校
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
し
、教
員
職
員
は
も

ち
ろ
ん
、進
路
を
決
め
た
４
年
生
や
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を

含
め
て
大
学
全
体
が
一
丸
と
なって
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
近
年
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
学
生
と
の
接
点
が
減
っ
た

こ
と
や
、多
様
な
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
が
入
学
し
て
い

る
背
景
も
あ
り
、支
援
が
必
要
な
層
は
拡
大
し
、そ
の
層
への
ア
プ

ロ
ー
チ
が
課
題
と
なって
い
る
。

� 

キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
課
題

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
方
針
で
は
、学
生
の
自
主
性
と
多
様

な
進
路
希
望
を
尊
重
し
、就
職
支
援
だ
け
で
な
く
進
学
や
そ
の
他

の
あ
ら
ゆ
る
進
路
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

が
、実
際
に
は
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
就
職
活
動
を
始
め
る
際
に

初
め
て
利
用
す
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。就
職
活
動
が
早
期

化
す
る
今
、３
年
生
に
な
って
か
ら
急
に
進
路
を
考
え
て
も
す
ぐ
に

適
性
を
見
極
め
て
答
え
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
。「
視
野
を
広
く

持
ち
行
動
す
る
こ
と
で
自
分
の
適
性
と
社
会
を
知
り
、自
分
が
活

躍
で
き
る
進
路
を
選
択
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
い
る
が
、中
に
は
思
う
よ
う
に
自
分
を
表
現
で
き
な
い
謙
虚
な
学

生
や
、社
会
人
と
会
う
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
学
生
、進
路
選
択
で

苦
戦
を
す
る
学
生
も
多
い
。早
い
段
階
か
ら
こ
の
よ
う
な
学
生
と

大
学
が
接
点
を
持
ち
、行
動
す
る
後
押
し
を
す
る
こ
と
や
、自
分

と
社
会
を
知
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 一
方
で
、卒
業
生
の
就
職
率
は
景
気
に
左
右
さ
れ
ず
高
い
数
値

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、学
内
で
は
現
場
の
課
題
感
が
伝

わ
り
に
く
い
。学
生
た
ち
は
あ
ま
り
大
学
に
頼
ら
ず
自
分
で
進
路

を
決
め
て
い
る
と
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、支
援
の
必
要
な
学
生
は
増

え
て
い
る
と
現
場
で
は
捉
え
て
お
り
、状
況
が
よ
り
深
刻
化
す
る

前
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

近
年
は
従
来
の
や
り
方
に
対
し
て
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
ズ
レ
が
生

じ
て
き
た
。正
課
外
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
２
講
座
と
、キ
ャ
リ
ア
・

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
情
報
提
供
型
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
中

心
に
支
援
を
行
って
き
た
が
、学
生
の
大
学
セ
ミ
ナ
ー
参
加
率
の
低

下
が
コロ
ナ
禍
以
降
顕
著
に
なって
い
る
。

キ
ャ
リ
ア（
就
職
）担
当
は
小
平
、千
駄
ヶ
谷
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
合
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わ
せ
て
５
名
、個
別
相
談
業
務
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
３
名
が

一
手
に
担
う
人
員
配
置
で
あ
る
。い
か
に
効
率
的
に
支
援
で
き
る
か

も
課
題
と
し
て
あった
。

� 
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
と
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
の
統
合

前
述
の
課
題
を
解
決
す
る
方
策
と
し
て
、キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー

と
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
を
機
能
統
合
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。本
学
に
は
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
と
は
別
組
織
と
し
て
就
職
活

動
と
は
関
係
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

学
外
活
動
を
支
援
す
る
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
が
存
在
し
て
き
た
。

両
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
意
見
交
換
を
重
ね
る
中
で
同
じ
低

学
年
の
利
用
で
も
違
い
が
見
え
て
き
た
。１
年
生
か
ら
積
極
的
に

学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
は
徐
々
に

自
走
し
、大
学
の
サ
ポ
ー
ト
に
頼
ら
ず
進
路
を
選
択
し
て
い
る
場

合
が
多
い
。そ
れ
は
、学
外
学
修
を
経
験
す
る
こ
と
で
社
会
と
接
点

を
持
ち
、働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、自
己
の
適
性
を
知

る
機
会
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。低
学

年
で
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
る
学
生
は
低
学
年
か
ら

参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
探
し
て
い
る
た
め
、ま
ず
は
学
外
学
修

セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ムへの
参
加
を
勧
め
る
と
い
う
形
で
連
携
し

て
き
た
。

３
年
生
の
時
に
は
じ
め
て
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
る

学
生
の
中
に
は
、学
業
や
課
外
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た

学
生
で
も
、自
己
や
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
な
い
ま
ま
３
年

次
を
迎
え
て
い
る
場
合
も
多
い
。学
外
学
修
か
ら
就
職
ま
で
統
合

的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
選
択
で
き
る
学
生
を

増
や
せ
る
と
考
え
た
。統
合
す
る
こ
と
で

⑴
こ
れ
ま
で
両
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
接
点
を
持
って
い
た
学
生
の

４
年
間
を
通
し
て
シ
ー
ム
レ
ス
に
支
援
し
、支
援
が
必
要
な
学

生
の
情
報
を
早
期
に
得
る

⑵
志
望
度
の
高
い
就
職
先
、進
学
先
への
決
定

⑶
組
織
統
合
に
よ
る
業
務
効
率
化

を
実
現
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

次
の
章
で
は
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
溢
れ
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
き
た
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

� 
学
生
の
意
欲
を
刺
激
す
る
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー

本
学
で
は
、２
０
１
７
年
よ
り
４
タ
ー
ム
制
に
移
行
し
、こ
れ
ま
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で
前
期
・
後
期
で
開
講
し
て
い
た
授
業
を
第
１
、第
３
、第
４
タ
ー

ム
に
集
約
し
た
。第
２
タ
ー
ム
に
は
必
修
科
目
を
開
講
し
な
い
た

め
、学
生
が
希
望
す
れ
ば
そ
の
後
に
続
く
夏
期
休
暇
期
間
と
合
わ

せ
た
最
長
約
10
週
間
を
学
外
で
の
学
び
に
費
や
す
こ
と
が
で
き

る
。こ
の
期
間
を
ギ
ャッ
プ
タ
ー
ム
と
呼
び
、学
外
学
修
セ
ン
タ
ー

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
催
・
紹
介
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
の

外
で
学
ぶ
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。こ
の
時
期
は
、海
外
の
多
く
の

大
学
で
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学
生
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が

提
供
さ
れ
て
お
り
、海
外
で
学
び
や
す
い
環
境
と
な
って
い
る
。実

際
、２
０
１
７
年
か
ら
２
０
２
２
年
の
間
、延
べ
１
１
０
０
名
以
上

の
学
生
が
学
外
学
修
に
参

加
し
て
い
る
。

本
学
の
学
生
は
忙
し
い
。

課
題
や
レ
ポ
ー
ト
が
多
く
、

予
習
復
習
に
追
わ
れ
勉
強

漬
け
の
ま
ま
あ
っ
と
い
う
間

に
４
年
間
が
過
ぎ
る
と
言

わ
れ
て
き
た
。

４
タ
ー
ム
制
に
な
り
、第

１
、第
３
、第
４
タ
ー
ム
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
授
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
なった
一
方
、第
２
タ
ー
ム

は
学
生
た
ち
が
自
身
の
関
心
に
あ
わ
せ
て
活
動
を
選
択
で
き
る
期

間
と
な
り
、メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
なった
。

学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、ギ
ャッ
プ
タ
ー
ム
期
間
中
に
企
業
と
連

携
し
た
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
を
多
数
実
施
し
た
。

他
に
も
学
生
た
ち
が
独
自
に
開
拓
し
た
プ
ロ
ジェク
ト
に「
イ
ン
デ
ィ

ペン
デ
ン
ト
ス
タ
ディ
」と
い
う
名
称
で
単
位
認
定
を
し
て
き
た
。

設
立
時
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
務
め
る
副
セ
ン

タ
ー
長
の
敦
賀
和
外
特
任
教
授
の
下
、大
手
企
業
と
提
携
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
き
た
。発
足
時
は
ゼ
ロ
か
ら
の
新
規
開
拓
の

た
め
に
、キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
で
主
催
す
る
企
業
説
明
会
へ
１
社

ず
つ
足
を
運
び
人
事
担
当
者
に
挨
拶
を
し
て
回
り
、非
常
に
地
道

な
広
報
活
動
を
通
し
て
こ
こ
ま
で
活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

こ
う
し
て
津
田
塾
生
を
対
象
に
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数

生
ま
れ
た
。参
加
し
た
学
生
た
ち
に
と
って
、多
く
の
社
会
人
と
接

し
、正
解
の
な
い
課
題
に
取
り
組
ん
で
真
剣
に
議
論
し
た
こ
と
は
、

か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
なって
い
る
。

現
在
は
教
員
１
名
、ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー（
Ｕ
Ｅ
Ａ
）職
員
１
名
お
よ
び
事
務
ス
タ
ッ
フ

２
名
の
合
計
４
名
と
こ
ち
ら
も
少
人
数
な
が
ら
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

［図表２］４ターム制のスケジュール
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キャリア教育の現状と課題

を
運
営
し
、多
く
の
学
生
を
送
り
出
し
て
い
る
。

学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
は
、も
と

も
と
自
ら
活
動
の
場
を
広
げ
、自
身
の
適
性
や
社
会
を
考
え
成
長
し

て
い
け
る
学
生
が
多
い
。こ
う
し
た
意
欲
的
な
層
を
増
や
す
た
め
に

は
、学
生
が
応
募
し
や
す
く
す
る
仕
掛
け
や
外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹

介
も
含
め
て
多
く
の
選
択
肢
を
提
示
し
、参
加
す
る
層
の
裾
野
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
なって
い
る
。

� 

統
合
後
の
セ
ン
タ
ー
の
目
指
す
姿

就
職
支
援
だ
け
で
な
く
、学
生
生
活
全
般
の
相
談
窓
口
と
な
っ

て
い
る
学
生
生
活
課
と
、学
外
と
の
連
携
が
強
み
で
あ
る
学
外
学

修
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、共
同
で
新
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ

る
こ
と
で
、学
生
の
適
正
に
あ
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
職
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

学
生
た
ち
の
学
業
や
課
外
活
動
の
様
子
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、学
生
本
人
が
気
付
い
て
い
な
い
強
み
と
個
性
を
客
観
的
に
認

識
し
、適
性
を
見
出
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
行
って
い
き
た

い
。２
０
２
３
年
度
以
降
は
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
情
報
提
供
中
心

の
集
団
セ
ミ
ナ
ー
を
全
体
の
１
割
程
度
ま
で
厳
選
し
た
。そ
の
分
、

学
外
学
修
への
導
線
づ
く
り
や
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
な
ど
の
実
践
の
場
を
多
数
提
供
し
、学
生
自
身
が
自
分
ご
と
と

し
て
社
会
課
題
や
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
の
充
実
を
目

指
し
て
い
る
。

卒
業
生
と
の
連
携
も
重
視
し
て
い
る
。企
業
説
明
会
で
は
必
ず

卒
業
生
の
同
席
を
依
頼
す
る
他
、卒
業
生
と
少
人
数
で
会
話
が
で

き
る
ワ
ー
ク
ショッ
プ
を
企
画
す
る
な
ど
、在
学
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
な
る
卒
業
生
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
。さ
ら
に

コロ
ナ
禍
以
降
は
在
学
生
が
大
学
の
窓
口
を
通
さ
な
く
て
も
安
全

に
Ｏ
Ｇ
訪
問
が
で
き
る
仕
組
み
※
２
を
導
入
し
て
お
り
、学
生
が
自

走
し
や
す
く
な
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

低
学
年
か
ら
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
し
た
学
生
の
学
び
を
振
り
返
り
、強
み
や
将
来
の
展

［写真］プログラム参加の様子
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Special feature

望
の
言
語
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
、卒
業
生
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
統
合

後
の
セ
ン
タ
ー
の
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

両
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
通
じ
て
成
長
を
と
げ
、進
路
を
決
め
る

学
生
た
ち
は
、意
欲
的
に
後
輩
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、卒
業
後
も
Ｏ

Ｇ
と
し
て
大
学
と
関
わ
り
を
持
って
く
れ
る
場
合
が
多
い
。こ
う
し

た
恩
送
り
の
仕
組
み
づ
く
り
も
セ
ン
タ
ー
が
担
って
い
き
た
い
。

� 

統
合
に
向
け
て
の
取
り
組
み

第
２
タ
ー
ム
に
正
課
外
で
開
講
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業

で
は
、１
〜
２
年
生
が
大
学
生
活
の
過
ご
し
方
の
ロ
ー
ド
マッ
プ
を

作
成
す
る
コ
ー
ス
を
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
と
共
同
運
営
す
る
。こ

の
授
業
を
皮
切
り
に
、両
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
大
学
で
提
供
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、徐
々
に
自
走
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。対
象
学
年
を
あ
え
て
定
め
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

大
半
で
、昼
休
み
の
イ
ベン
ト
か
ら
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ま
で
、

相
互
に
機
会
を
提
供
し
て
い
き
、ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
で
も
学
生

が
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
学
内
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。学
生
の
相

談
を
受
け
た
あ
ら
ゆ
る
教
職
員
が
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
や
キ
ャ
リ

ア
・
セ
ン
タ
ー
へ
学
生
を
誘
導
で
き
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
以
上
に
学

内
で
の
連
携
を
強
め
、認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
が
必
修
で
は
な

い
か
ら
こ
そ
、学
生
た
ち
に
は
学
業
に
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
修

経
験
の
機
会
を
通
じ
て
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
開
く
力
を
備
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。今
後
、２
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
こ
と

で
学
生
の
４
年
間
の
活
動
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
支
え
、自
走
で
き
る
学

生
を
育
て
る
こ
と
は「
変
革
を
担
う
、女
性
で
あ
る
こ
と
」を
目
指

す
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
も
資
す
る
。就
職
活
動
の
テ
ク
ニッ

ク
や
目
先
の
対
策
の
支
援
で
は
な
く
、学
生
が
あ
ら
ゆ
る「
経
験
」

を
糧
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
じ
っ
く
り
と
自
身
の
適
性
を
見
極

め
、納
得
の
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
提
供
す
る
べ
く
、

大
学
全
体
の
体
制
を
継
続
的
に
整
え
て
い
き
た
い
。

※
１　
津
田
塾
大
学
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

https://offcam
pus.tsuda.ac.jp/

※
２　

 
大
学
ジャ
ー
ナ
ル
「
津
田
塾
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
最
大
限
活
用
し
、
学
生
の
キャリ
ア
を
支
援
」

　
　
　

https://univ-journal.jp/colum
n/202197190/
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未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
１
９
２
３（
大

正
12
）年
の
関
東
大
震
災
、そ
こ
か
ら
未
だ
人
々
が

平
静
さ
を
取
り
戻
し
て
い
な
い
翌
年
に
、焼
け
跡
と

な
っ
た
東
京
下
町
の
本
願
寺
築
地
別
院（
現
・
築

地
本
願
寺
）境
内
地
に
武
蔵
野
女
子
学
院
が
開
設

さ
れ
た
。校
舎
は
日
本
赤
十
字
社
の
臨
時
病
院
を

譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。当
時
の
新
聞
に
三
段

組
で
発
表
さ
れ
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョン
を
巻
き
起
こ

し
た
と
記
録
さ
れ
る
。人
々
の
仄
か
な
希
望
の
灯
と

なっ
た
に
違
い
な
い
。

創
設
者
は
世
界
的
仏
教
学
者
で
文
化
勲
章
受
章

者
の
高
楠
順
次
郎
博
士
。近
代
日
本
を
代
表
す
る

仏
教
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、全
生
涯
を
か
け
て
青
年

子
女
に
仏
教
思
想
を
普
及
し
よ
う
と
さ
れ
た
。仏
教

学
者
と
し
て
は
稀
有
な
存
在
で
あ
る
。

博
士
は
本
願
寺
普
通
教
校（
後
の
龍
谷
大
学
）学

生
時
代
に
真
摯
な
自
己
回
復
運
動
と
し
て『
反
省
会

雑
誌
』を
創
刊
さ
れ
た
。こ
れ
が
後
に『
中
央
公
論
』

と
改
名
し
現
在
に
至
って
い
る
。

ま
た
、新
設
し
た
武
蔵
野
女
子
学
院
に
は
修
身
担

当
の
教
師
を
置
か
な
かった
と
い
う
。こ
れ
は
教
師
全

員
が
修
身
の
教
師
で
あ
る
べき
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

小
職
は
３
年
前
に
本
法
人
と
深
く
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
と
な
り
、こ
れ
ら
の
事
実
に
改
め
て
感
嘆
さ

せ
ら
れ
た
。

こ
の「
知
識
偏
重
を
戒
め
、人
格
教
育
こ
そ
が
教

育
の
基
本
」と
す
る
学
祖
の
教
育
理
念
は
、本
法
人

の
１
０
０
年
の
歩
み
の
中
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

時
代
に
対
応
し
た
教
学
組
織
の
改
編
に
よ
り
、現
在

は
大
学
院
・
大
学
・
高
校
・
中
学
・
幼
保
等
を
擁

す
る
総
合
学
園
と
なった
。

特
に
直
近
20
数
年
に
お
け
る
大
学
改
革
は
画
期

的
で
、１
９
９
７（
平
成
９
）年
ま
で
は
単
科
大
学

だ
っ
た
が
12
学
部
ま
で
拡
充
さ
れ
、学
生
数
１
万
人

規
模
の
総
合
大
学
へと
発
展
し
た
。

こ
こ
で
新
た
に
求
め
ら
れ
た
の
が
、規
模
に
相
応
し

た
責
任
あ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あった
。

折
し
も
文
部
科
学
省
で
は
、こ
れ
ま
で
の
累
次
に

わ
た
る
法
改
正
か
ら
さ
ら
に
私
学
法
を
改
正
し
て
学

校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。

伝統と改革の継承
長野   了法

学校法人武蔵野大学理事長
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ずいそう Occasional thoughts

本
法
人
で
は
、こ
の
私
学
法
改
正
に
合
わ
せ
本
学

独
自
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
策
を
講
じ
、持
続
可
能
な

法
人
運
営
を
目
指
す
こ
と
と
なった
。

と
こ
ろ
が
好
事
魔
多
し
で
あ
る
。令
和
２
年
度
い

よ
い
よ
新
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ス
タ
ー
ト
の
時
、こ
れ
ま
で

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
本
法
人
を
牽
引
さ
れ
て
き

た
前
理
事
長
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
の
退
任
と
な
り
、

小
職
の
急
遽
の
任
命
と
な
っ
た
。学
校
法
人
で
の
長

年
の
行
政
経
験
を
期
待
さ
れ
て
の
、ま
さ
に
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
推
進
の
た
め
の
登
用
で
あった
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
り
３
点
を
表
明
し
た
。１

点
目
は『
開
か
れ
た
法
人
運
営
』、２
点
目
は『
執
行

部（
常
務
理
事
会
）の
一
体
化
』、そ
し
て
３
点
目
が

『
事
務
組
織（
事
務
職
員
）の
最
大
限
活
用
』で
あ

る
。い
ず
れ
も
法
人（
組
織
）運
営
で
は
当
然
の
こ
と

ば
か
り
で
あ
る
が
、当
然
の
こ
と
を
当
然
に
行
お
う

と
し
た
。２
年
間
で
事
務
組
織
改
革
、人
事
制
度

改
革
、業
務
体
制
の
再
構
築
、各
種
規
程
整
備
等
、

矢
継
ぎ
早
に
改
革
を
実
施
し
、現
在
は
新
た
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
が
定
着
し
円
滑
な
法
人
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
。急
な
登
板
で
は
あ
っ
た
が
、小
職
の
役
割
は

一
定
果
た
し
た
と
自
認
し
て
い
る
。

明
年
に
迎
え
る
１
０
０
周
年
で
は
10
本
の
記
念
事

業
プ
ロ
ジェク
ト
を
立
ち
上
げ
推
進
し
て
い
る
。特
筆

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、発
祥
の
地
築
地
本
願

寺
本
堂
で
、能
楽
界
を
代
表
す
る
演
者
に
よ
り
、本

学
教
員
創
作
の『
親
鸞
』を
は
じ
め
と
し
た
能
・
狂

言
の
記
念
上
演
会
を
行
う
。教
学
展
開
と
し
て
は
、

教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
中
で
新
時
代
の
メ
デ
ィ
ア

教
育
の
革
新
を
見
据
え
た
メ
タ
バ
ー
ス
キ
ャン
パ
ス
の

構
想
計
画
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。さ
ら
に
、建
学
の

精
神
を
根
幹
と
し
て
、人
々
の
幸
せ
の
創
出
を
科
学

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
新
学
部「
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ

学
部
」の
設
置
を
、現
代
社
会
に
お
い
て
課
せ
ら
れ
た

本
学
の
使
命
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
は「
攻
め
」と「
守
り
」が
あ
る
と

学
ん
だ
。守
り
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
た

現
在
、明
年
に
迫
る
創
立
１
０
０
周
年
を
契
機
と
し

て
、再
び
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
転
じ
る
好
機
到
来
と

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。



　
こ
れ
ま
で
学
位
や
成
績
の
証
明
に
は
紙
媒
体
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、近
年
、「
デ
ジ
タ
ル
証
明
」を
導
入
す
る

大
学
が
増
え
て
い
る
。デ
ジ
タ
ル
証
明
と
は
、学
生
が
持
つ
様
々
な

ス
キ
ル
や
経
験
等
の
学
修
歴
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
示
す
こ
と
が
で

き
る
証
明
書
で
あ
る
。ま
た
、偽
造
や
改
ざ
ん
が
不
可
能
な
シ
ス
テ

ム
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、紙
媒
体
よ
り
も
信
頼
性
の
高
い
証
明

書
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
学
び
の
形
態
が
多
様
化
し
、そ
の
成
果
や
質
を
証
明
す
る
こ
と

が
容
易
で
は
な
い
現
代
に
お
い
て
、各
大
学
は
、令
和
２
年
１
月
に

発
表
さ
れ
た「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」（
中
央
教
育
審
議
会
大

学
分
科
会
）に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
方
策
で〝
学
修
成
果
の
可
視

化
〞に
取
り
組
ん
で
い
る
。デ
ジ
タ
ル
証
明
は
、そ
の
一
翼
を
担
う

小 特 集
Minor Special issue

デ
ジ
タ
ル
証
明
が
大
学
に
も
た
ら
す
も
の
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学
校
歴
で
は
な
く
学
修
歴
で
決
ま
る
就
職
へ

中
妻 

照
雄　
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授

学
修
歴
証
明
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
運
用
に
関
わ
る

日
本
の
課
題

―

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

　
遅
れ
を
取
り
戻
せ
る
か
？―

芦
沢 

真
五　
関
西
国
際
大
学
副
学
長・

　
　
　
　
　
　
国
際
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
部
教
授

学
修
成
果=

「
学
び
の
証
」を
い
つ
も
手
元
に

鈴
木 

洋　
芝
浦
工
業
大
学
情
報
シ
ス
テ
ム
部
部
長

学
修
成
果
可
視
化
と
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
活
用

佐
藤 

信
行　
中
央
大
学
法
務
研
究
科
教
授・

　
　
　
　
　
　
教
育
力
研
究
開
発
機
構
長・副
学
長

ツ
ー
ル
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、就
職

活
動
や
海
外
留
学
の
際
、学
生
の
学
修
歴
や
学
び
の
成
果
を
多
角

的・立
体
的
に
可
視
化
し
、評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、現
在
世
界
各
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
涯
学
習
の
普

及
促
進
に
お
い
て
も
、多
岐
に
わ
た
る
生
涯
学
習
の
学
修
歴
を
記

録
し
証
明
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
証
明
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
て
お
り
、教
育
機
関
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
証
明
の
シ
ス
テ

ム
導
入
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
。

　
今
日
で
は
世
界
40
か
国
以
上
の
高
等
教
育
機
関
で
デ
ジ
タ
ル
証

明
書
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、す
で
に
世
界
標
準
と
な
って
い
る
一
方

で
、日
本
で
は
普
及
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
なって
い
る
。本

企
画
で
は
デ
ジ
タ
ル
証
明
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
大
学
の
事

例
を
紹
介
し
、課
題
や
展
望
を
共
有
す
る
こ
と
で
、わ
が
国
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
証
明
の
在
り
方
に
つ
い
て
、検
討
の
一
助
と
す
る
こ
と

を
狙
い
と
す
る
。

C
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、大
学
が
直
面
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
課
題
の

中
で
、国
境
を
越
え
た
人
材
や
学
生
の
移
動
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、外
国
学
修
歴
・
資
格
の
評
価（
Ｆ
Ｃ
Ｅ
：Foreign 

Credential Evaluation

）、証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
電
子
化

の
取
り
組
み
、マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル（
Ｍ
Ｃ
）※
１
の
導
入
に
焦

点
を
当
て
な
が
ら
、今
後
、日
本
の
大
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
に

つ
い
て
考
察
す
る
。ユ
ネ
ス
コ
は
留
学
生
や
高
度
人
材
が
国
境

を
越
え
て
移
動
す
る
に
当
た
り
、学
歴
・
資
格
の
適
正
な
評
価

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て

証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
各
国
で
進
展
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
し

て
い
る
。欧
州
、北
米
、オ
セ
ア
ニ
ア
、そ
し
て
東
ア
ジ
ア
の
中
国

お
よ
び
韓
国
な
ど
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
主
要
国
で
は
学
修
歴
・
資
格

証
明
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
定
着
し
て
お
り
、部
分
的
な
修
学
や
非

伝
統
的
な
学
習
形
態
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
学
び
の
証
明
と
し
て
、

Ｍ
Ｃ
の
運
用
も
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。し
か
し
、日
本
の
大
学

は
、こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
形
成
に
お
い
て
大
き
な
後
れ
を
取
っ
て

お
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
適
応
し
、高
等
教
育
機
関
の
責
務
を

果
た
す
た
め
に
、諸
外
国
の
実
情
に
敏
感
に
反
応
し
、適
切
な
対

応
を
取
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
って
い
る
。今
こ
そ
、オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
と
し
て
、国
際
的
人
材
流
動
に
貢
献
し
得

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
は
、ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
対
象
と
す
る
東
京
規
約

芦
沢 

真
五

関
西
国
際
大
学
副
学
長
・

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

学
修
歴
証
明
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
運
用
に

関
わ
る
日
本
の
課
題

―
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

　
遅
れ
を
取
り
戻
せ
る
か
？
―

�
東
京
規
約
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
学
生
の
受
け
入
れ
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
―
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（
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
規
約
）

を
は
じ
め
５
つ
の
地
域
条
約
と
世
界
規
約
を
通
じ
て
、外
国
に
お
け

る
学
修
歴
評
価（
Ｆ
Ｃ
Ｅ
）を
公
正
に
実
施
す
る
よ
う
に
国
際
社
会

に
呼
び
掛
け
て
き
た（
参
考
文
献
①
参
照
）。日
本
も
２
０
１
７
年

に
東
京
規
約
を
批
准
し
、２
０
１
９
年
９
月
に
は
独
立
行
政
法
人

大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
内
に
、国
内
情
報
セ
ン
タ
ー（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
）を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、２
０
２
２
年
９
月
に
は
世
界
規
約

も
批
准
し
て
い
る
。筆
者
は
２
０
１
８
年
以
降
、東
京
規
約
締
約
国

会
議
、世
界
規
約
専
門
家
会
合
で
日
本
政
府
代
表
と
し
て
会
議
に

参
加
し
、各
国
政
府
、Ｆ
Ｃ
Ｅ
専
門
機
関
の
関
係
者
と
意
見
交
換
を

行
って
き
た
。こ
の
過
程
で
明
確
に
なって
い
る
こ
と
は
、日
本
に
お
い

て
、東
京
規
約
な
ら
び
世
界
規
約
の
根
幹
に
関
わ
る
国
レ
ベル
の
評

価
体
制
や
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、大
学
に
お
い

て
も
Ｆ
Ｃ
Ｅ
を
公
正
に
実
践
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
し
て
い

る
、と
い
う
点
で
あ
る
。Ｆ
Ｃ
Ｅ
の
シ
ス
テ
ム
や
諸
外
国
と
の
比
較
に

つ
い
て
は
、拙
著
の
中
で
も
詳
し
く
記
載
し
て
い
る（
参
考
文
献
②
、

⑥
、⑦
、⑧
参
照
）が
、日
本
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
３
年
半

以
上
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、東
京
規
約
の
根
本
理
念
が

大
学
関
係
者
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

例
え
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
い
る
学
生
の
場
合
、本
国
で

の
学
修
歴
は
一
定
の
基
準
に
よ
り
学
修
歴
と
し
て
認
定（
単
位
認

定
）さ
れ
る
べ
き
と
、東
京
規
約
第
五
章（
﹇
表
１
﹈参
照
）に
明
文

化
さ
れ
て
い
る
。「
パ
ス
ウ
ェ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
」※
２
な
ど
ウ
ク
ラ
イ ［表１］東京規約が提示する FCEの主要な概念（東京規約の条文を基に筆者作成）

資格の承認プロセス（第四章）（第六章）

１）同等性の承認
　「実質的な相違（差異）」が認められない限り、原則承認。
２）認められない場合の説明責任
　「追加的な要件」または「代替的な措置」を明示すること。
３）公平性・無差別の原則
４）非伝統的な資格（正規課程以外を指す）についても承認する道を拓く。

部分的な修学の承認（第五章）

１）部分的修学の承認
　「実質的な相違（差異）」が認められない限り部分的な修学を原則として承認。
２）非伝統的な資格にも承認の道を拓く。

難民の資格承認（第七章）

証拠書類の無い難民の資格承認
（注）Undocumented Refugeesの認証はすでに欧州などで実践されている。
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ナ
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
実
績
の
あ
る
団
体
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、本
国
で
履
修
し
た
科
目
の
認
定
を
前
提
に
転
入
学
を
認
め

る
方
針
を
明
示
し
て
い
る
大
学
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。日
本
語
能
力
の
問
題
な
ど
国
際
間
の
転
編
入
への
壁
が
あ
る

こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、学
修
歴
の
単
位
認
定
に
つ
い
て
は
東
京
規

約
の
理
念
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
い
、国
際
転
編
入
が
容
易
と
な

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
の
大
学
で
は
、も
と
も
と
転
入
・
編
入
制
度
の
運
用
は
限

定
的
で
、多
く
の
大
学
生
は
４
年
間
同
じ
大
学
・
学
部
で
学
ん
で

い
る
。海
外
の
大
学
か
ら
の
国
際
転
編
入
に
つ
い
て
は
、制
度
を

実
施
し
て
い
る
大
学
は
さ
ら
に
少
な
く
、共
同
学
位
を
発
行
し
て

い
る
一
部
の
大
学
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
実
践
さ
れ
て
い
な
い
。し

た
が
っ
て
、海
外
の
大
学
を
中
退
し
て
い
る
学
生
が
日
本
の
大
学

を
目
指
す
場
合
は「
１
年
生
か
ら
や
り
直
す
」し
か
選
択
肢
が
な

い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。東
京
規
約
第
五
章
に
明
示
さ
れ
て

い
る
部
分
的
な
修
学
、非
伝
統
的
な
学
習
・
資
格
の
承
認
に
つ
い

て
は
、ほ
と
ん
ど
の
日
本
の
大
学
が
積
極
的
な
対
応
を
し
て
い
な

い
。Ｆ
Ｃ
Ｅ
に
関
わ
る
組
織
や
専
門
家
が
日
本
国
内
に
ほ
と
ん
ど

い
な
い
こ
と
も
、実
践
面
で
の
東
京
規
約
が
運
用
さ
れ
て
い
な
い

原
因
と
な
って
い
る
。

卒
業
証
明
、成
績
証
明
な
ど
証
明
書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、国

際
的
な
人
材
・
留
学
生
の
移
動
を
支
え
る
Ｆ
Ｃ
Ｅ
を
合
理
的
に
実

践
す
る
上
で
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。証
明
書
類
の
真
偽
性

を
確
認
す
る
上
で
極
め
て
有
効
で
あ
り
、入
学
資
格
の
審
査
・
確

認
を
迅
速
に
進
め
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
る
。日
本
に
お
い
て
も
デ

ジ
タ
ル
証
明
発
行
は
徐
々
に
実
装
さ
れ
つつ
あ
る
。筆
者
が
代
表
理

事
を
務
め
る
、「
一
般
社
団
法
人
国
際
教
育
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（REC
SIE

）」で
は
２
０
２
０
年
９
月
よ
り
日
本
で
最
初
の
電
子

証
明
書
類（
卒
業
証
明
、成
績
証
明
な
ど
）の
実
証
実
験
を
開
始

し
た
。こ
の
実
証
実
験
に
参
加
を
表
明
し
た
５
大
学
の
う
ち
、芝

浦
工
業
大
学
、国
際
基
督
教
大
学
の
２
大
学
で
２
０
２
１
年
に
デ

ジ
タ
ル
証
明
書
の
シ
ス
テ
ム
が
実
装
さ
れ
、現
在
は
正
式
に
運
用

さ
れ
て
い
る
※
３
。こ
の
他
、近
畿
大
学
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
証
明
書

が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
※
４
、慶
應
義
塾
大
学
、関
西
学
院
大

学
、山
梨
大
学
、千
葉
工
業
大
学
な
ど
の
大
学
で
も
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、欧
米
、オ
セ
ア
ニ
ア
、中
国
、韓
国
な
ど
に
お
け

�
日
本
に
お
け
る
学
修
歴
証
明
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ま
な
い
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
か
？
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る
証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
度
に
比
べ
る
と
、日
本
の
大
学
で
の

普
及
は
圧
倒
的
に
遅
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。筆
者
が
代
表
を

務
め
る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
研
究
※
５
で
も
、諸
外
国
と
比
べて

大
き
な
後
れ
を
取
って
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。証
明
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
、卒
業
見
込
み
在
学
生
や
卒
業
生
への
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
な
る
が
、個
別
大
学
が
最
も
投
資
に
値
す
る
と
考
え
る
受
験

生
や
新
入
生
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
た
め
、優
先
度
が
低
く

な
って
し
ま
って
い
る
よ
う
だ
。ヨ
ー
ロッ
パ
の
大
学
の
多
く
が
国
立

で
あ
る
た
め
、国
家
主
導
で
シ
ス
テ
ム
開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

を
考
え
る
と
、日
本
の
よ
う
に
各
大
学
で
独
自
の
教
務
シ
ス
テ
ム
を

保
持
し
て
い
る
国
の
対
応
が
遅
く
な
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。し
か

し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
欧
州
に
比
べて
後
れ
を

取
って
い
た
も
の
の
、国
レ
ベ
ル
で
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設

立
す
る
こ
と
に
よ
り
、デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
て
き
た
。例
え
ば
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、「U

niversities Australia
（
Ｕ
Ａ
）」

と
い
う
大
学
協
会
が
主
導
権
を
取
り
、「H

igher Education 
Services

（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
））と
い
う
機
関
が
ベ
ン
ダ
ー
選
定
を
行
って
、

「M
y eQ

uals

」と
い
う
証
明
書
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
結
果
、

２
０
１
８
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ほ
ぼ

全
て
の
大
学
が
本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。カ
ナ
ダ
で
も
、大

学
の
教
務
部
門
の
連
絡
協
議
会
で
あ
る「ARU

C
C

」が
母
体
と

な
って
、「M

yC
reds

」と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
２
０
２
０
年

に
決
定
さ
れ
、１
７
０
以
上
あ
るARU

C
C

加
盟
大
学
の
参
加
が

進
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
諸
外
国
の
取
り
組
み
を
考
え
る
と
日
本

の
遅
れ
は
正
当
化
で
き
な
い
。日
本
で
も
政
府
や
各
大
学
団
体
な

ど
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
って
証
明
書
の
電
子
化
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
、と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、今
後
、証
明
書
の
送
付
先
が
海
外
の
大
学
や
企
業
な
ど

に
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、日
本
で
発
行
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
証
明

書
が
国
際
的
に
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。今
回
、「REC

SIE

」が
実
施
し
た
実
証
実
験
に
参
加

し
た
２
大
学
の
証
明
書
シ
ス
テ
ム
は
、資
格
・
学
歴
の
デ
ジ
タ
ル
認

証
に
関
わ
る
国
際
的
な
合
意
と
協
調
を
進
め
て
い
る「
フ
ロ
ー
ニ
ン

ゲ
ン
宣
言
」※
６
に
加
盟
す
る
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
って
開
発
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。日
本
で
も
よ
り
多
く
の
大
学
、機
関
、ベン
ダ
ー
が
こ

の
国
際
連
携
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

現
在
の
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ファ
イ
ル
を
シ
ス
テ
ム
内
で
デ

ジ
タ
ル
署
名
す
る
方
法
が
主
流
で
あ
る
が
、ブ
ロッ
ク
チェー
ン
技
術

な
ど
を
活
用
し
た
先
端
的
シ
ス
テ
ム
導
入
も
徐
々
に
拡
大
し
つつ
あ

る
。今
後
、Ｍ
Ｃ
や
デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
の
発
行
が
拡
大
す
る
中
で
、よ
り
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先
進
的
な
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。次
節
で

は
、世
界
的
に
広
が
る
Ｍ
Ｃ
の
導
入
状
況
につい
て
概
観
す
る
。

ユ
ネ
ス
コ
は
世
界
中
の
実
用
例
を
基
に
、Ｍ
Ｃ
の
定
義
に
つ
い
て
報

告
書
を
ま
と
め
て
き
た（
参
考
文
献
③
参
照
）が
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
高
等

教
育
機
関
で
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
き
た
。こ
う
し
た
一
連
の
調

査
の
中
で
は
、民
間
の
企
業
や
団
体
か
ら
発
行
さ
れ
る
Ｍ
Ｃ
に
加
え

て
、大
学
が
発
行
す
る
多
様
な
Ｍ
Ｃ
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

て
い
る（
参
考
文
献
④
参
照
）。ま
た
、欧
州
委
員
会
は
、生
涯
学
習

と
雇
用
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
に
対
す
る
提
言
を
採

択
し
て
い
る（
参
考
文
献
⑤
参
照
）。特
徴
的
な
発
行
形
態
と
し
て

は
、複
数
の
大
学
が
連
携
し
て
Ｍ
Ｃ
を
発
行
す
る
ケ
ー
ス
や
、多
様

な
Ｍ
Ｃ
を
発
行
す
る
に
当
た
り
、カ
リ
キ
ュラ
ム
と
の
整
合
性
を
考

え
て
、積
み
上
げ
可
能（Stackable

）な
形
式
と
す
る
た
め
に
学

習
成
果
を
構
造
的
に
説
明
す
る
体
制
を
取
って
い
る
。こ
う
す
る
こ

と
で
、Ｍ
Ｃ
や
そ
の
他
の
資
格
を
組
み
合
わ
せ
て
、デ
ィ
プ
ロマ
や
学

位
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
って
い
る
。一
方
で
、学
位
を
必

要
と
し
な
い
社
会
人
な
ど
に
と
って
は
、Ｍ
Ｃ
は
自
己
の
就
業
力
を

高
め
る
た
め
、リ
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
ス
キ
ル
の
手
段
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る（
参
考
文
献
⑨
参
照
）。

２
０
２
２
年
８
月
24
日
に
関
西
国
際
大
学
を
会
場
と
し
て
、ユ

ネ
ス
コ
と
文
部
科
学
省
に
よ
る
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
の
公
正
な
承
認

に
む
け
て
」が
開
催
さ
れ
た
※
７
。ユ
ネ
ス
コ
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
専
門

家
に
加
え
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
か
ら
も
Ｍ
Ｃ
運
用
に
関
わ
る

政
策
責
任
者
が
出
席
す
る
な
ど
、各
国
の
事
情
を
詳
し
く
説
明
す

る
機
会
を
得
た
。

本
節
で
は
、特
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

お
け
る
Ｍ
Ｃ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
Ｍ
Ｃ
普
及

の
た
め
の
政
府
の
取

り
組
み
に
焦
点
を
当

て
る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
は
、「
マ
イ
ク

ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
に

関
す
る
国
家
フ
レ
ー

�
世
界
を
席
巻
す
る
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル

（
Ｍ
Ｃ
）と
日
本
の
立
ち
遅
れ

［写真１］文部科学省・ユネスコ共催のワークショップ
（於：関西国際大学）
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ム
ワ
ー
ク
」（
２
０
２
１
年
11
月
）を
公
表
し
、Ｍ
Ｃ
を「
学
習
成
果
ま

た
は
能
力
に
対
す
る
評
価
の
証
明
」「
最
低
限
の
学
習
時
間
が
１
時

間
で
あ
り
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
資
格
枠
組
み（
Ａ
Ｑ
Ｆ:Australian 

Q
ualifications Fram

ew
ork

）が
規
定
す
る
資
格
に
比
べて

短
時
間
で
あ
り
、Ａ
Ｑ
Ｆ
の
資
格
に
追
加
、置
き
換
え
、補
完
す
る

こ
と
が
で
き
、ま
た
は
そ
の
構
成
要
素
の
一
部
と
な
り
得
る
も
の
」

と
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
Ｍ
Ｃ
国
家
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、質
保
証

の
観
点
か
ら
以
下
の
よ
う
な
要
件
を
Ｍ
Ｃ
が
満
た
す
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

●
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
は
１
回
以
上
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

必
要
で
、こ
れ
は
学
習
成
果
の
達
成
度
に
対
す
る
評
価
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。透
明
性
の
観
点
か
ら
、ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法

は
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

●
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
は
学
習
量
が
規
定
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
る
。具
体
的
に
は
、最
低
１
時
間
、そ
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
資
格
枠
組
み（
Ａ
Ｑ
Ｆ
）の
資
格
に
比
べ
て
短
時
間
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
が
専
門
機
関
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ

て
い
る
場
合
や
、業
界
の
基
準
ま
た
は
専
門
的
に
必
要
と
さ

れ
る
要
件
を
満
た
す
場
合
、あ
る
い
は
業
界
ま
た
は
提
供
者

か
ら
認
証
さ
れ
た
場
合
、業
界
に
よ
る
認
証
を
明
記
す
る
べ
き

で
あ
る
。

こ
の
Ｍ
Ｃ
国
家
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
さ
ら
に
、大
学
等
の
機
関

が
発
行
す
る
Ｍ
Ｃ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
情
報
公
開
し
、利
用
者
が

容
易
に
検
索
で
き
る
よ
う

に
、「M

icrocredentials 
M
arketplace

」と
い
う
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
を
提

言
し
て
い
る
。こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は「M

icroCred 
Seeker

」と
名
称
を
変
え
て
運

用
さ
れ
て
い
る
※
８
。

２
０
２
２
年
11
月
に
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は

「M
icroC

red Seeker

」
に

新
た
に
掲
載
す
べ
き
Ｍ
Ｃ
を
、

各
大
学
に
補
助
金
付
き
で
公

募
を
開
始
し
、現
在
そ
の
選
抜

が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
、早
急
に
Ｍ
Ｃ
の

［写真２］「MicroCred Seeker」のトップページ
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
て
、社
会
人
、学
生
の
学
び
の
多
様
化

に
貢
献
す
る
よ
う
な
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

筆
者
が
在
籍
す
る
関
西
国
際
大
学
で
は
、２
０
２
２
年
に
採
択

を
受
け
た「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」に
お
い
て
、５
カ
国

の
大
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
と
起
業
家
マ
イ
ン
ド

を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
協
働
学
習
を
推
進

し
て
い
る
※
９
。こ
の
協
働

学
習
の
成
果
と
し
て
、す

で
に
デ
ジ
タ
ル
修
了
証
が

「W
estern Sydney 

U
niversity

」
か
ら
発

行
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を

個
々
の
参
加
者
は
各
自
の

「LinkedIn

」な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に

貼
り
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
って
い
る
。な
お
、こ
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、機
能
と
し
て
Ｍ
Ｃ
、デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
な
ど
も
発
行
で
き
る
よ
う

に
実
装
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
で
も
Ｍ
Ｃ
を
発
行
す
る
た
め
の
準
備
作
業
が
進

行
し
て
い
る
。オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、「JV

-
C
am

pus

（Japan V
irtual C

am
pus

）」に
お
い
て
も
、Ｍ
Ｃ

を
発
行
す
る
た
め
の
専
門
部
会（
筆
者
も
メ
ン
バ
ー
）が
設
定
さ
れ

て
お
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
中
で
学
習
成
果

の
証
と
し
て
、Ｍ
Ｃ
を
ビ
ル
ト
イ
ン
す
る
試
み
が
始
まって
い
る
。

こ
の
他
に
も
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
は
、教
職
員
の
Ｆ
Ｄ

（Faculty D
evelopm

ent

）、Ｓ
Ｄ（Staff D

evelopm
ent

）

�
日
本
に
お
け
る
可
能
性
と
事
例
を
考
え
る（
リ
ソ
ー
ス
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
国
際
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
か
ら
）［写真３］関西国際大学「大学の世界展開力強化事業」国際

起業家育成プロジェクト（2023年 3月 24日の修了式）

［写真４］「大学の世界展開力強化事業」
により発行されたデジタル修了書（スマー
トフォンなどで閲覧可能で、参加学生は各
自の SNSに添付することも可能な仕様に
なっている）
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の
分
野
で
も
実
践
さ
れ
つつ
あ
る
。各
大
学
の
教
職
員
が
最
新
情
報

について
学
び
、相
互
交
流
す
る
機
会
と
し
て
、「
国
際
教
育
夏
季
研
究

大
会（SIIEJ

）」
が

２
０
１
８
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
。昨

年
は
大
学
国
際
化
促

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
共

同
開
催
を
し
て
お
り
、

「JV
-C

am
pus

」

と
連
携
し
た
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
も
実
施

さ
れ
て
い
る
※　

。

２
０
２
３
年
の

「SIIEJ

」は
、７
月

20
日
・
21
日
に
東
北

大
学
で
開
催
予
定
で

あ
る
が
、専
門
機
関

に
よ
る
Ｍ
Ｃ
最
新
事

情
を
は
じ
め
、国
際

部
門
の
大
学
教
職

員
が
日
常
的
に
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や

セ
ッ
シ
ョン
を
多
様
に
展
開
す

る
予
定
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、日
本
の
高
等
教
育
機
関
が
直
面
す
る
課
題
の
う
ち
で

も
、国
際
的
な
人
材
流
動
に
適
合
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
―
Ｆ
Ｃ
Ｅ
、

証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
、マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
の
導
入
―
に
焦

点
を
当
て
て
き
た
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、個
別
大
学
で
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
な
課
題
で
あ
り
、政
府
、大
学
の
連
合
機
関（
各
大
学
団

体
、職
能
団
体
な
ど
）が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
、諸
外
国
の
事

例
か
ら
学
び
、日
本
全
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。ま
さ
に
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

10

［写真５］「SIIEJ2022」の１コマ（UNESCO
とオンライン共同セッションの模様）
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※
１  マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
は
、修
学
や
ト
レ
ー
ニン
グ
を
詳
細
な
単
位
に
分
け
、

個
別
に
能
力
や
技
能
を
証
明
す
る
方
法
。

※
２   「
パ
ス
ウェ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
」で
は
２
０
２
２
年
９
月
ま
で
に
13
大
学
が
計
約 

50
名
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
　

 https://pathw
ays-j.org/ukraine-uni

※
３  RECSIE

の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
ニュー
ス
を
参
照
。

　
　

 http://recsie.or.jp/new
s/2555

※
４    

近
畿
大
学
のホ
ー
ムペー
ジ
参
照
。

　
　

  https://w
w
w
.kindai.ac.jp/engineering/cam

pus-life/support/
certificate-procedure/grad/

※
５  

日
本
学
術
振
興
会 

国
際
共
同
研
究
加
速
基
金〈
国
際
共
同
研
究
強
化（
Ｂ
）〉

（
２
０
２
３
年
度
よ
り〈
海
外
連
携
研
究
〉へ
名
称
変
更
）「
国
境
を
超
え
る

人
材
と
資
格
・
学
歴
認
証
の
将
来
像
」研
究
代
表
者 

芦
沢
真
五

※
６  

２
０
１
２
年
４
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ロ
ー
ニン
ゲ
ン
で
採
択
さ
れ
た
、「
学
生
情

報
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
か
か
わ
る
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
宣
言
」〝G

roningen 
D
eclaration on D

igital Student D
ata D

epositories 
W

orldw
ide

〞（
略
称
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
宣
言
）は
、個
人
デ
ー
タ
を
保
護
し

つ
つ
、デ
ー
タ
の
国
際
的
通
用
性
を
高
め
る
た
め
の
国
際
協
調
を
進
め
て
い

る
。ユ
ネ
ス
コ
な
ど
の
国
際
機
関
、政
府
機
関
、デ
ジ
タ
ル
証
明
シ
ス
テ
ム
の
開

発
機
関
、Ｆ
Ｃ
Ｅ
専
門
機
関
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。日
本
か
ら
はRECSIE 

（
一
般
社
団
法
人
国
際
教
育
研
究
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
）が
加
盟
し
て
い
る
。

※
７  

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
参
照
。

　
　

  https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/shitu/

　
　

 1287263_00001.htm

※
８ 「M

icroCred Seeker

」の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
参
照
。

　
　

 https://w
w
w
.m

icrocredseeker.edu.au/

※
９  

関
西
国
際
大
学
に
お
け
る
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業「
産
官
学
連
携

ベン
チ
ャ
ー
・
エコ
・
シ
ス
テ
ム
創
成
に
よ
る
起
業
家
育
成
カ
リ
キュラ
ム
の
展

開
」の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
参
照
。

　
　

 https://w
w
w
.kuins.ac.jp/G

lobalExpansion/

※
10 

「SIIEJ2022

」の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
参
照
。

　
　

 https://siiej.org/
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icro-
credentials_en

⑥ 
芦
沢
真
五
、太
田
浩
、黒
田
千
晴（
２
０
１
３
）「
日
中
韓
に
お
け
る
成
績
・
学

位
・
資
格
評
価
と
地
域
的
連
携
」『
ア
ジ
ア
の
高
等
教
育
ガ
バ
ナ
ン
ス
』第
７

章　
勁
草
書
房

⑦ 

芦
沢
真
五（
２
０
１
９
）「
東
京
規
約
と
電
子
資
格
認
証
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
」

『
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

現
代
の
高
等
教
育
』N

O
.613

「
教
育
の
国
際
交
流
」２
０
１
９
年

８-

９
月
号

⑧ 

芦
沢
真
五（
２
０
２
０
）「
転
換
期
の
教
育
交
流
と
国
際
教
育
の
将
来
像
―
コロ

ナ
禍
に
お
け
る
教
育
交
流
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
―
」大
学
時
報N

O
.393-394 

2020.07-09

⑨ 

井
上
雅
裕
、角
田
和
巳
、長
原
礼
宗
、八
重
樫
理
人
、石
崎
浩
之
、辻
野
克
彦
、丸

山
智
子
、芦
沢
真
五（
２
０
２
３
）「
工
学
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
と
マ
イ
ク
ロ
ク

レ
デ
ン
シャル
の
取
組
み
」工
学
教
育（J.of JSEE
）, V

ol.71, N
o.4, 2023.

⑩ 

経
済
協
力
開
発
機
構（O

ECD

）、加
藤
静
香（
２
０
２
２
）『
高
等
教
育
マ
イ
ク

ロ
ク
レ
デ
ン
シャル
』明
石
書
店

⑪ 

文
部
科
学
省（
２
０
２
２
）令
和
３
年
度「
先
導
的
大
学
改
革
推
進
委
託
事
業
」

報
告
書「
諸
外
国
に
お
け
る
学
修
歴
証
明
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
導
入
事
例
・

導
入
方
法
に
関
す
る
調
査
研
究
」未
来
工
学
研
究
所
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は
じ
め
に

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画「SIT D

X Prom
otion Project 

（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
Ｐ
）」

を
策
定
し
た
。こ
れ
は
２
０
２
７
年
に
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ

プ
10
を
目
指
す
た
め
の
改
革「C

entennial SIT A
ction

」

を
Ｄ
Ｘ
で
強
化
し
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
さ
ら
な
る
教
育

の
質
向
上
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。こ
の
計
画
の
ひ
と
つ
に「
学

修
成
果
の
Ｄ
Ｘ
」を
掲
げ
て
お
り
、２
０
２
１
年
10
月
、一
般
社

団
法
人
国
際
教
育
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（REC

SIE

）と 

Ｄ
ｉ

ｇ
ｉ
ｔａｒｙ
社
の
協
力
に
よ
り
、卒
業
証
明
書
や
成
績
証
明
書

な
ど
の
学
修
歴
証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
発
行
を
開
始
し
た
。

現
在
、学
生
の
学
び
の
証
で
も
あ
る
卒
業
証
明
書
や
成
績
証
明

書
は
紙
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。あ
る
意
味
日
本
の
文
化
的
な
も
の

で
も
あ
る
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
一
般
的
に
なっ
た
今
日
で
は
卒

業
す
る
学
生
が
手
元
で「
学
び
の
証
」を
持
ち
、い
つ
で
も
ど
こ
で

も
自
身
で
活
用
す
る
こ
と
は
容
易
に
実
現
可
能
で
あ
り
、実
際
諸

外
国
に
お
い
て
は
既
に
実
現
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、こ

れ
ら
の
証
明
書
を
紙
で
は
な
く
Ｐ
Ｄ
Ｆ
等
の
電
子
的
な
形
式
で
提

出
す
る
方
法
が
広
が
り
、大
学
と
し
て
も
そ
れ
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。REC

SIE

の
実
証
実
験
に
手
を
上
げ
た
の
も
そ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
で
あ
る
。

実
装
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
は
就
職
活
動
中
の
在
学
生
が
す
ぐ
に

活
用
で
き
る
よ
う
、在
籍
証
明
書
、卒
業
見
込
証
明
書
に
つ
い
て
電

子
化
す
る
こ
と
と
し
た
。学
内
の
教
務
シ
ス
テ
ム
・
証
明
書
発
行

系
の
シ
ス
テ
ム
に
手
を
入
れ
、Ｄ
ｉｇ
ｉ
ｔａｒｙ
社
の
シ
ス
テ
ム
と

Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
って
連
携
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
実
現
し
た
。無
論
、将

来
的
に
は
事
務
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、卒
業
証
明
書
や
成
績
証
明
書
も
同
様
に
発
行
可
能
と
な

り
、２
０
２
１
年
度
卒
業
生
に
対
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

鈴
木 

洋

芝
浦
工
業
大
学 

情
報
シ
ス
テ
ム
部 

部
長

学
修
成
果
=「
学
び
の
証
」を

い
つ
も
手
元
に
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Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ
社
に
つ
い
て

２
０
０
５
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
設
立
さ
れ
た
学
修
歴
証
明
書

の
認
証
、共
有
、検
証
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（D

igitary 
C
O
RE

）を
提
供
す
る
会
社
で
、現
在
１
３
５
か
国
以
上
の
組
織

で
利
用
さ
れ
て
お
り
、最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。

大
学
が
発
行
す
る
証
明
書
等
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
上
に
置
か
れ
、学
生

は
永
続
的
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
利
用
で
き
、

［図１］電子署名付き PDFによる証明書

［図２］利用者ポータル画面
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必
要
に
応
じ
て
リ
ン
ク
に
よ
る
共
有
や
電
子
署
名
付
き
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ファ

イ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
を
いつ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。﹇
図
１
﹈

本
人
が
利
用
す
る
個
人
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ア
カ
ウ
ン
ト
に
紐
づ

け
る
こ
と
で
卒
業
後
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、将
来
他
機
関

が
発
行
す
る
証
明
書
が
あ
れ
ば
、本
人
の
ペ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
なって
い
る
。﹇
図
２
﹈

� 

短
期
留
学
生
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
証
明
書

本
学
で
は
２
０
２
２
年
度
前
期
に
、キ
ー
ウ
国
立
工
科
大
学
か

ら
の
短
期
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
急
遽
決
定
し
た
。ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、母
国
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た

学
生
を
支
援
す
る
た
め
で
あ
る
。来
日
し
て
の
受
け
入
れ
を
予
定

し
て
い
た
が
、残
念
な
が
ら
叶
わ
ず
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
留
学
と
な

り
、所
定
の
単
位
を
取
得
し
た
彼
ら
に
対
し
、そ
の
学
修
成
果
と
し

て
、デ
ジ
タ
ル
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。D

igitary 
C
O
RE

は
前
述
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
だ
け
で
な
く
、Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｅ
を
記
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
と
必
要
情
報
の
入
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ

フ
ァ
イ
ル
を
職
員
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
も
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
た
。本
学
に
と
って
も
学
位
以
外
で
の
初
め
て
の
学
修
歴
証

明
書
の
発
行
と
なっ
た
。

� 

マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
と
デ
ジ
タ
ル
バ
ッ
ジ

短
期
留
学
の
よ
う
な
短
い
期
間
で
の
学
修
経
験
に
よ
って
得
ら

れ
た
学
修
成
果
を
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル（
Ｍ
Ｃ
）と
言
い
、

一
方
で
、学
位
の
よ
う
な
長
期
間
に
わ
た
っ
て
習
得
し
た
学
修
成

果
、例
え
ば
、卒
業
証
明
書
の
よ
う
な
学
修
歴
証
明
書
を
マ
ク
ロ
・

ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
と
言
う
。一
般
的
に
Ｍ
Ｃ
は
デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
の
仕

組
み
で
発
行
す
る
こ
と
が
多
い
が
、前
述
の
留
学
生
の
Ｍ
Ｃ
に
対
し

て
は
準
備
の
都
合
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
の
発

行
と
なっ
た
。

大
学
に
お
け
る
Ｍ
Ｃ
は
、到
達
目
標
を
示
し
厳
格
な
成
績
評
価

に
よ
る
単
位
認
定
に
よ
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。例
え
ば
、副

コ
ー
ス
の
認
定
や
、数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
単
位
認
定
、前
述
の
よ
う
な
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
の
単
位
認
定
、そ
し
て
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
単
位
認

定
な
ど
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
は
Ｍ
Ｃ
を
発
行
す
る
だ
け
で
な
く
、研
修
や
イ

ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
、表
彰
、ス
キ
ル
の
獲
得
等
で
も
適
用
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。例
え
ば
、本
学
に
は
所
定
の
研
修
を
受
講
し
認
め
ら

れ
た
学
生
が
、教
員
の
求
め
に
応
じ
て
授
業
観
察
と
情
報
提
供
を

行
う
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
と
い
う
Ｆ
Ｄ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。こ
の
学
生

（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
生
）に
対
し
て
、２
０
２
２
年
度
後
期
よ
り
、デ
ジ
タ
ル

バッ
ジ
の
発
行
を
行
って
い
る
。デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
と
の

親
和
性
も
高
く
、学
生
に
と
って
は
親
し
み
や
す
く
、可
視
化
さ
れ

た
自
ら
の
証
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
は
学
生
だ
け
で
は
な
く
、教
職
員
や
外
部
の
方
に

対
し
て
も
発
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。本
学
は
理
工
学
教
育
共

同
利
用
拠
点
と
し
て
多
く
の
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
国
内

の
教
職
員
に
提
供
し
て
い
る
が
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
の

参
加
者
に
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
証
明
書
と
と
も
に
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

� 

課
題
と
今
後
の
展
望

本
学
の
教
務
シ
ス
テ
ム
は
内
製
開
発
で
あ
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
証

明
書
発
行
へ
の
対
応
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
が
、多
く
の
大
学

で
は
教
務
シ
ス
テ
ム
は
ベ
ン
ダ
ー
製
品
を
利
用
し
て
い
る
。そ
れ
ら

の
製
品
で
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
の
発
行
機
能
が
搭
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
下
が
る
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、

紙
に
よ
る
発
行
も
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、証
明
書
発
行
機

で
の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。実
際
、一
部
の
ベン
ダ
ー（
内
田
洋
行
）

で
はD

igitary C
O
RE

と
の
連
携
機
能
を
発
表
し
て
い
る
。一
方

で
、日
本
に
お
い
て
もD

igitary C
O
RE

の
よ
う
な
信
頼
性
の
あ

る
サ
ー
ビ
ス
が
公
的
な
機
関
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

多
く
の
大
学
で
導
入
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

大
学
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
証
明
の
導
入
が
広
が
り
、社
会
的
認

知
度
が
高
ま
って
く
れ
ば
、紙
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
直
接
送
付
す
る
だ
け
で

は
な
く
、共
有
リ
ン
ク
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
な
ど
が
一
般
化
し

て
ゆ
き
、デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
等
の
デ
ジ
タ
ル
証
明
の
活
用
も
一
段
と

進
む
で
あ
ろ
う
。何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、可
視
化
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
証
明
が
学
修
成
果
と
し
て
学
生
の
学
び
の
目
標
と
な
り
、卒
業

後
も
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
一
助
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。今
後
の

広
ま
り
に
是
非
期
待
し
た
い
。
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Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
と
目
的

Society5.0

の
時
代
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
社
会
」に
お
い
て
、企

業
戦
略
と
し
て
の
デ
ー
タ
利
活
用
が
重
要
に
な
る
一
方
で
、個
人

情
報
の
不
適
切
な
利
用
に
対
す
る
危
惧
か
ら
、世
界
的
に
個
人
情

報
に
関
す
る
規
制
の
厳
格
化
が
進
ん
で
い
る
。Ｅ
Ｕ
で
は
一
般
デ
ー

タ
保
護
規
則（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）の
施
行
が
２
０
１
８
年
に
始
ま
り
、

デ
ー
タ
を
個
人
の
手
に
取
り
戻
す
仕
組
み
の
整
備
が
進
む
一
方

で
、我
が
国
で
も
２
０
２
０
年
６
月
に
改
正
個
人
情
報
保
護
法
が

公
布
さ
れ
た
。

大
学
生
の
採
用
人
事
を
行
う
企
業
に
と
って
も
、こ
う
し
た
動

き
に
対
応
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
って
い
る
。さ
ら
に
、新
卒
一
括

採
用
か
ら
通
年
採
用
への
移
行
、コロ
ナ
禍
を
契
機
と
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
主
体
の
採
用
選
考
な
ど
、学
生
と
企
業
の
採
用
マッ
チ
ン
グ
の

新
し
い
姿
の
模
索
も
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。こ
の
よ
う
に
企
業
に
は
個

人
情
報
の
保
護
と
活
用
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、大
学
に

と
って
は
学
生
の
個
人
情
報
を
守
り
な
が
ら
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
強
化
・
改
善
す
る
こ
と
は
重
要
な
責
務
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
、学
生
と
企
業
を
繋
ぐ
安
全

安
心
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
社
会
実
装
を
目
指
し
て
、慶
應
義

塾
大
学
経
済
学
部
附
属
経
済
研
究
所Centre for Finance, 

Technology and Econom
ics at Keio 

（
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｋ

セ
ン
タ
ー
）は
、Institution for a G

lobal Society

株
式
会
社

と
共
同
で
ブ
ロッ
ク
チェ
ー
ン
を
利
用
し
て
個
人
情
報
の
管
理
・
活

用
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
す
共
同
研
究「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

（Secure Transm
ission And Recording

）プ
ロ
ジェク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
。そ
し
て
、本
プ
ロ
ジェク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
12

社
の
企
業
・
団
体
の
協
力
の
下
、個
人
情
報
の
管
理
・
活
用
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
）の
開
発
と
実
証
実
験
を
２
０
２
０
年

度
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
の
３
年
計
画
で
実
施
し
た
。本
稿
で
は
、

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
運
用
の
経
験
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
と
デ
ジ
タ
ル
証
明
を
連
携
さ
せ
る
意
義
につい
て
述
べる
。

中
妻 

照
雄

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授

学
校
歴
で
は
な
く

学
修
歴
で
決
ま
る
就
職
へ
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個
人
情
報
保
護
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用

世
界
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
が
運
営
す
る
大
規
模
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、ユ
ー
ザ
ー
が
登
録
し
た
大
量
の

デ
ー
タ
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側
に
属
す
る

悪
意
の
あ
る
関
係
者
に
よって
情
報
が
漏
洩
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
内
部
者
で
も
個
人
情
報
を
閲
覧

で
き
な
い
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。特
に
個

人
情
報
を
扱
う
シ
ス
テ
ム
で
は

１ 

第
三
者
に
よ
る
情
報
の
改か
い

竄ざ
ん

が
困
難
で
あ
る

２ 

運
営
管
理
者
に
よ
る
情
報
の
独
占
が
困
難
で
あ
る

３ 

学
生
が
自
身
の
個
人
情
報
を
自
由
に
管
理
で
き
る

と
い
う
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。本
プロ
ジェク
ト
で

は
、ブロッ
ク
チェー
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

が
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
せ
る
よ
う
に
し
た
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
暗
号
資
産
に
も
使
わ
れ
て
い
る
ブ
ロッ
ク

チ
ェ
ー
ン
と
は
、保
存
す
べ
き
情
報
を
細
切
れ
の「
ブ
ロッ
ク
」に
ま

と
め
、さ
ら
に
こ
れ
ら
を
数
珠
繋
ぎ（「
チェ
ー
ン
」）に
す
る
こ
と
で

構
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
構
造
を
指
す
。新
し
い
ブ
ロッ
ク
を
チ
ェ
ー
ン

に
繋
げ
る
と
き
に
は
、既
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ブ
ロッ
ク
の
情
報

に
依
存
し
た「
ハッ
シ
ュ
値
」を
計
算
し
て
ブ
ロッ
ク
に
加
え
る
。す

る
と
、ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
の
各
ブ
ロッ
ク
の
ハッ
シュ
値
は
、当
該

ブ
ロッ
ク
が
追
加
さ
れ
る
以
前
の
全
て
ブ
ロッ
ク
の
情
報
を
反
映
し

た
も
の
に
な
る
。そ
の
た
め
、悪
意
の
あ
る
者
が
特
定
の
ブ
ロッ
ク
の

改
竄
を
試
み
た
と
し
て
も
、以
降
の
全
て
の
ブ
ロッ
ク
の
ハッ
シュ
値

を
同
時
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、ブ
ロッ
ク
チェー
ン
上

に
一
度
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
改
竄
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
。こ
れ
で
第
一
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
。

し
か
し
、外
部
者
か
ら
の
自
由
な
情
報
の
ア
ク
セ
ス
を
閉
ざ
し
て

い
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
情
報
の
独
占
と
い
う

意
味
で
は
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、誰
で
も
自
由
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ブ
ロッ
ク
チェ
ー
ン
を
使
う
こ
と
に
し
た
。こ
う
す
る
こ
と
で
学
生
の

個
人
情
報
を
誰
か
に
独
占
さ
れ
る
恐
れ
は
な
く
な
り
、第
二
の
要

件
を
満
た
せ
る
。パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
や
イ
ー
サ
リ
ア
ム
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
で
は
ブ
ロッ
ク
の
更
新
費
用
が
比
較
的
安
価
で
信
頼
度
も
高

い
と
さ
れ
る
ス
テ
ラ
を
利
用
し
た
。
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暗
号
化
に
よ
る「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」の
実
現

さ
ら
に
学
生
が
自
身
の
個
人
情
報
を
自
由
に
管
理
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、学
生
が
指
定
し
た
情
報
を
開
示
し
た
い
企
業
に
対

し
て
共
有
を
許
可
し
た
情
報
の
み
を
伝
え
る
仕
組
み
を
導
入
し

た
。ま
ず
全
て
の
情
報
を
暗
号
化
す
る
。そ
し
て
、学
生
か
ら
暗
号

を
解
く
た
め
の「
鍵
」を
受
け
取
っ
た
企
業
は
、学
生
に
よ
っ
て
開

示
を
許
可
さ
れ
た
情
報
を
指
定
さ
れ
た
期
間
中
の
み
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
。し
か
し
、全
て
の
個
人
情
報
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロッ

ク
チ
ェ
ー
ン
に
載
せ
る
の
は
非
現
実
的
か
つ
危
険
で
あ
る
た
め
、個

人
情
報
を
分
割
し
て
暗
号
化
し
、そ
の
一
部
だ
け
を
切
り
出
し
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロッ
ク
チェ
ー
ン
に
格
納
し
、残
り
の
断
片
は
変
更

や
削
除
が
可
能
な
ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
保
存
す
る
。例
と
し
て

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、別
々
の
場
所
に
保

存
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。こ
う
す

る
と
一
部
の
ピ
ー
ス
が
漏
洩
し
て
も
元
の
絵
を
完
全
に
再
現
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
る
。結
果
と
し
て
、た
と
え
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

の
運
営
管
理
者
で
あ
って
も
、学
生
本
人
の
許
可
な
く
学
生
の
個

人
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
仕
組
み
と
な
る
。こ
れ
は

従
来
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
あ
り
え
な
い
堅
牢
な
個
人
情
報

保
護
策
で
あ
る
。

こ
の
仕
組
み
の
も
う
一
つ
の
利
点
は
、Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
個
人
が
自
身
に
関
す
る
情
報
の
削
除
を

求
め
る
権
利（
忘
れ
ら
れ
る
権
利
）を
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
上
で
実

装
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
載
せ

た
情
報
を
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
保

存
し
て
あ
る
情
報
は
容
易
に
消
す
こ
と
が
で
き
る
。学
生
が
自
身

の
情
報
を
削
除
し
た
い
と
き
は
、ス
ト
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ー
タ

を
消
去
す
れ
ば
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロッ
ク
チェ
ー
ン
上
の
暗
号
化
さ

れ
た
断
片
的
情
報
だ
け
で
は
元
の
情
報
を
再
現
す
る
こ
と
は
事
実

上
不
可
能
に
な
る
。

こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、学
生
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
経
由
で
情
報

提
供
依
頼
が
あ
っ
た
複
数
の
企
業
に
対
し
、個
人
情
報
の
開
示
先
・

開
示
範
囲
・
開
示
期
間
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

開
示
不
要
と
なっ
た
記
録
の
削
除
も
可
能
と
なっ
た
。

� 

学
生
の
個
人
情
報
を
安
全
に
企
業
に
提
供
す
る
方
法
の
実
現

成
績
情
報
な
ど
の
学
生
の
学
修
歴
に
関
す
る
個
人
情
報
は
、採

用
企
業
が
人
物
評
価
を
行
う
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
で
あ
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る
。し
か
し
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、そ
の
提
供
方
法
は
慎

重
に
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。既
に
説
明
し
た
よ
う
に
ブ
ロッ
ク

チェー
ン
技
術
を
活
用
し
て
学
生
の
許
可
な
く
復
元
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、あ
る
程
度
の
個
人
情
報
保
護
は
実
現
さ
れ
る
。し

か
し
、学
生
か
ら
許
可
を
得
た
デ
ー
タ
を
企
業
が
分
析
す
る
際
に
情

報
漏
洩
が
起
き
る
危
険
性
が
残
る
。こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ

ス
テ
ム
で
は
運
営
管
理
者
で
も
接
続
が
で
き
な
い
、完
全
に
自
動
化

で
起
動
・
消
滅
す
る
サ
ー
バ
ー
上
で
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
用
し
た
。さ
ら
に
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
基
盤（
Ｖ
Ｄ
Ｉ
）を
使
っ

て
採
用
企
業
は
学
生
の
個
人
情
報
を
Ｖ
Ｄ
Ｉ
経
由
で
の
み
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
た
。Ｖ
Ｄ
Ｉ
を
使
用
す
る
と
印
刷
や
コ
ピ
ー
を
禁
止

で
き
る
た
め
、さ
ら
に
個
人
情
報
保
護
が
強
化
さ
れ
る
。

� 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
で
は
、以
上

説
明
し
た
よ
う
な
幾
重
に
も
わ
た
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
設
け
る
こ

と
で
、目
的
外
利
用
や
漏
洩
の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
学

生
と
企
業
で
個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
実
現
し
た
。こ
れ
は

本
プ
ロ
ジェク
ト
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
本
格
的
に
稼
働
を
開

始
し
、登
録
し
た
学
生（
大
学
生
、大
学
院
生
や
専
門
学
校
生
も
含

む
）は
延
べ
１
万
４
０
０
０
名
を
超
え
た
。そ
し
て
、参
画
企
業
は
、

学
生
に
対
し
て
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
経
由
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

キ
ャ
リ
ア
説
明
会
の
案
内
と
登
録
を
行
い
、う
ま
く
学
生
の
採
用
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
個
人
情
報
提
供
の
見
返
り
と
し
て
、キ
ャ
リ
ア
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
視
聴
に
使

え
る
ト
ー
ク
ン「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
コ
イ
ン
」を
学
生
に
配
布
す
る
実
験

も
行
っ
た
。Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
コ
イ
ン
を
実
際
に
獲
得
し
た
学
生
は
累
計

４
０
０
０
名
以
上
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
コ
イ
ン
の
支
払
い
総
額
は
２
万
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
コ
イ
ン
を
超
え
た
。情
報
に
価
値
を
与
え
て
学
生
自
ら
で

管
理
し
、獲
得
し
た
コ
イ
ン
が
次
の
学
修
に
繋
が
る
、と
い
う
好

循
環
を
起
こ
す
試
み
を
実
験
で
き
た
の
は
有
意
義
だ
っ
た
。

� 

学
修
歴
に
よ
る
採
用
選
考
の
実
証
実
験

堅
牢
な
セ
キュリ
テ
ィ
を
誇
る
シ
ス
テ
ム
を
作
って
も
、肝
心
の
共

有
す
べ
き
情
報
を
シ
ス
テ
ム
上
に
集
積
し
な
い
限
り
、学
生
と
企
業

の
採
用
マッ
チ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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例
え
ば
、大
学
の
成
績
表
の
写
し
な
ど
を
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
に

取
り
込
ん
で
企
業
と
共
有
し
、採
用
マッ
チ
ン
グ
に
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
る
。し
か
し
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
一
歩
進
め
て
、大
学
の

授
業
な
ど
で
使
わ
れ
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ
か
ら
学
生
の
学
修
歴
を
収
集
し
、

こ
れ
を
シ
ス
テ
ム
上
に
蓄
積
し
て
企
業
と
の
採
用
マッ
チ
ン
グ
に
利

用
す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

こ
の
実
証
実
験
で
は
、学
修
歴
デ
ー
タ
を
獲
得
す
る
手
段
と
し

て
、無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
を

立
ち
上
げ
、広
く
受
講
者
を
募
っ
た
。デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
科
目

と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、国
内
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
人
材
不

足
が
顕
在
化
す
る
中
、多
く
の
学
生
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ぶ

機
会
を
提
供
す
る
の
は
社
会
的
意
義
が
大
き
い
こ
と
、デ
ジ
タ
ル

人
材
を
獲
得
し
た
い
企
業
に
と
って
も
採
用
マッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

知
見
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
は
私
を
含

む
Ｆ
ｉｎ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
セ
ン
タ
ー
関
係
者
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の

専
門
家
が
い
た
こ
と
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２
０
２
１
年
度
と
２
０
２
２
年
度
の
２
回
に
わ
た
って
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
講
座
を
実
施
し
た
結
果
、全
国
２
５
０
以
上
の
大
学
、大

学
院
、専
門
学
校
な
ど
か
ら
延
べ
３
０
０
０
名
以
上
が
講
座
に
登

録
し
て
く
れ
た
。毎
週
の
講
習
会
で
は
、統
計
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
を
実
践
す
る
機
会
を
用
意
し
た
。さ
ら
に
、参
画
企
業
の
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
実
際
の
働
き
方
や
魅
力
に
つ
い
て
講
習
を
実

施
し
、学
生
が
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
し
て
働
く
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

の
構
築
を
助
け
た
。

そ
し
て
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
の
終
了
後
、蓄
積
さ
れ
た
受

講
者
の
学
修
歴
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
採
用
マッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。

参
画
企
業
は「
知
識
」や「
計
算
力
」と
いっ
た
、テ
ス
ト
で
計
測
で

き
る
項
目
だ
け
で
な
く
、「
知
識
の
実
践
への
応
用
力
」や「
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
へ
の
貢
献
度
」な
ど
の
項
目
も
参
考
に
し
て
成
績
優
秀

者
を
抽
出
し
、採
用
選
考
の
優
遇
な
ど
の
特
典
を
付
与
し
た
。こ

の
選
考
プ
ロ
セ
ス
に
は
２
０
２
１
年
度
と
２
０
２
２
年
度
を
合
わ
せ

て
約
４
０
０
名
の
履
修
者
が
参
加
し
た
。

� 

デ
ジ
タ
ル
証
明
と「
就
活
な
き
採
用
選
考
」の
可
能
性

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
で
は
、修
了
し
た
受
講
者
に
対
し
て
、

Ｆ
ｉｎ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
セ
ン
タ
ー
認
定
の
修
了
証
を
授
与
し
た
。当
初
は
デ

ジ
タ
ル
バッ
ジ
の
発
行
を
模
索
し
た
が
、最
終
的
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
と
し
て
修
了
証
を
授
与
す
る
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。し
か
し
、
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修
了
証
を
デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
と
し
て
発
行
し
、こ
れ
を
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ

ス
テ
ム
上
の
学
修
歴
と
紐
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。ま
た
、他

の
認
証
機
関
が
発
行
し
た
デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ
を
学
修
歴
の
一
部
と

し
て
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
。つ
ま
り
、デ

ジ
タ
ル
バッ
ジ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
管
理
に
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、各
認
証
機
関
が
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ

ム
と
同
様
の
仕
組
み
で
学
修
歴
を
管
理
す
れ
ば
、デ
ジ
タ
ル
バッ
ジ

を
介
し
て
学
修
歴
の
相
互
参
照
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス
講
座
で
は
独
自
に
開
発
し
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を

使
用
し
た
。し
か
し
、日
常
的
に
大
学
の
授
業
で
使って
い
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ
か

ら
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
に
成
績
情
報
、出
席
状
況
、課
題
提
出
状
況

な
ど
の
学
修
歴
を
自
動
的
に
記
録
し
、学
生
や
教
員
の
手
間
を
取
ら

ず
シ
ー
ム
レ
ス
に
学
修
歴
デ
ー
タ
を
企
業
と
共
有
し
、採
用
マッ
チ
ン

グ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
で
あ
る
。い
つ
、そ
の
よ
う

な
世
界
が
実
現
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
実

証
実
験
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、技
術
的
に
は
実
現
可
能
な
未
来

で
あ
る
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

就
職
活
動
の
早
期
化
と
長
期
化
は
、学
生
の
勉
学
に
支
障
を
き

た
す
と
こ
ろ
ま
で
悪
化
し
て
い
る
。Ｅ
Ｓ
に「
ガ
ク
チ
カ
」を
書
く
た

め
だ
け
に
学
外
活
動
に
力
を
入
れ
、授
業
を
欠
席
し
て
ま
で
就
職

説
明
会
や
面
接
に
出
か
け
る
な
ど
、就
活
生
は
学
業
と
は
関
係
な

い
と
こ
ろ
に
労
力
を
か
け
す
ぎ
で
あ
る
。ま
た
、採
用
企
業
に
し
て

も
膨
大
な
数
の
応
募
者
を
捌
く
た
め
に
能
力
と
は
直
接
関
係
の
な

い「
学
歴
フ
ィ
ル
タ
ー
」を
使
い
、カ
ン
ニ
ン
グ
が
頻
発
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
試
験
に
頼
る
な
ど
、無
駄
な
作
業
に

忙
殺
さ
れ
て
い
る
。学
生
が
学
業
に
専
念
し
、そ
の
学
修
歴
が
全
て

ブ
ロッ
ク
チェ
ー
ン
を
利
用
し
て
保
存
さ
れ
、そ
の
デ
ー
タ
を
使
って

採
用
マッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
、最
終
面
接
だ
け
で
採
用
が
決
ま
る
、

こ
ん
な「
就
活
な
き
採
用
選
考
」が
実
現
さ
れ
る
世
界
が
到
来
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

な
お
２
０
２
３
年
度
よ
り
本
プ
ロ
ジェク
ト
の
成
果
を
活
か
す
形

で
、Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ（
恩
返
し
）と
い
う
新
プ
ロ
ジェク
ト
が
始
動

す
る
。Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
で
は
、学
ぶ
こ
と
で
ト
ー
ク
ン
を
報
酬
と

し
て
得
るLearn-to-Earn

と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
を
導
入
し
、デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
成
果
を
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
シ

ス
テ
ム
で
培
っ
た
ブ
ロッ
ク
チェー
ン
技
術
で
蓄
積
・
共
有
し
て
企
業

と
のマッ
チ
ン
グ
に
活
か
す
仕
組
み
を
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

中
央
大
学（
以
下「
本
学
」と
い
う
）で
は
、２
０
２
１
年
度
に
一

般
財
団
法
人
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
オ
ー

プ
ン
バッ
ジ
の
実
証
実
験
導
入
を
行
い
、現
在
は
、本
格
利
用
への

移
行
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
。本
学
で
は
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
を
学
修
成

果
可
視
化
に
と
って
有
用
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、他
の
可

視
化
手
段
と
組
み
合
わ
せ
た
利
用
展
開
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。そ
こ
で
、本
稿
で
は
、本
学
に
お
け
る
学
修
成
果
の
可
視

化
に
関
す
る
考
え
方
と
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
位
置
づ
け
、さ
ら
に
は

担
当
機
関
と
し
て
の
教
育
力
研
究
開
発
機
構
に
つ
い
て
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

� 

中
央
大
学
教
育
力
研
究
開
発
機
構
に
つ
い
て

本
学
は
、高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
教
育
力
向
上
に
係
る
研
究

開
発
機
関
と
し
て
、２
０
２
１
年
４
月
１
日
に
中
央
大
学
教
育
力

研
究
開
発
機
構（
以
下「
当
機
構
」と
い
う
）を
開
設
し
た
。

今
日
、２
０
２
２
年
の
出
生
数
が
80
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
に

示
さ
れ
る
少
子
化
の
急
速
な
進
行
等
、高
等
教
育
機
関
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、Ａ
Ｉ
技
術
の
活

用
、ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
、移
民
の
受
け
入
れ
、国
際
的
分
業
の
強
化
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィへ
の
移
行
等
、多
く
の
施
策
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、こ
こ
で
重
要
な
の
は
、ど
の
よ
う
な
施
策
で
あ
れ
、今
後
そ
れ

を
担
う
こ
と
に
な
る
の
は
、ま
さ
に
世
代
人
口
が
減
少
し
て
い
る
若

者
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
こ
に
、大
学
教
育
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。こ

れ
か
ら
の
学
生
に
は
、知
識
を
継
承
し
共
有
す
る
こ
と
を
出
発
点

と
し
て
、誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
構
造
の
社
会
を
維

持
・
発
展
さ
せ
る
知
恵
を
生
み
出
す
力
の
修
得
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
って
、大
学
教
育
は
、こ
れ
を
支
え
得
る
よ
う
に
発
展
し
続
け

佐
藤 

信
行

中
央
大
学
法
務
研
究
科
教
授
・

教
育
力
研
究
開
発
機
構
長
・
副
学
長

学
修
成
果
可
視
化
と

オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
活
用
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
当
機
構
は
、次
の
よ
う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
も
って
発
足
し
た
。

１  
本
学
及
び
他
の
教
育
機
関
に
お
け
る
大
学
教
育
の
現
状
に
つ

い
て
の
調
査
研
究

２ 

大
学
教
育
の
新
た
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

３  

大
学
教
育
力
向
上
に
資
す
る
教
育
の
技
法
及
び
シ
ス
テ
ム
の

開
発（
学
修
成
果
評
価
と
そ
れ
に
基
づ
く
学
修
者
の
学
修
サ
イ

ク
ル
の
改
善
に
資
す
る
技
法
及
び
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
含
む
）

４  

前
３
号
の
活
動
を
基
礎
と
す
る
本
学
の
教
育
の
改
善
に
関
す

る
提
案
及
び
本
学
の
教
員
が
行
う
教
育
活
動
へ
の
支
援

５ 

大
学
教
育
に
関
す
る
研
修

現
在
、当
機
構
は
右
の
２・３
号
に
係
る
施
策
と
し
て「
学
修
成

果
の
可
視
化
」に
取
り
組
み
、そ
の
具
体
策
と
し
て
学
生
・
学
修

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
実
証
実
験
と
そ
れ
に
附
随
す
る
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ

利
活
用
の
検
討
を
行
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

� 

学
修
成
果
の
可
視
化
に
つ
い
て

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」

（
令
和
２
年
１
月
22
日
）は
、各
大
学
が
定
め
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー（
以
下「
Ｄ
Ｐ
」と
い
う
）に
つ
い
て
、「
卒
業
生
に
最
低
限

備
わって
い
る
能
力
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
べ
き
も
の
」

（
11
頁
）と
す
る
と
と
も
に
、学
生
自
ら
が「
学
修
目
標
の
達
成

状
況
を
可
視
化
さ
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
と
と
も
に
説
明
で
き
る
よ
う
」

（
22
頁
及
び
42
頁
）に
す
べ
き
で
あ
り
、そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は「
学
外

者
で
あ
って
も
理
解
で
き
る
内
容
・
表
現
」（
42
頁
）で
あ
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、大
学
が「
教
育
研
究
を
行
い
、そ
の
成

果
を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
」（
学
校
教
育
法
83
条
２
項
）こ
と
に
照
ら
し
て
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、他
方
で
は「
各
大
学
が
具
体
的
に
学
修
成
果
・
教
育

成
果
の
把
握
・
可
視
化
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
は
、世
界

的
に
も
標
準
化
さ
れ
た
も
の
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」か

ら「
各
大
学
に
お
い
て
は
、自
ら
の
強
み
・
特
色
等
を
踏
ま
え
て
設

定
し
た
大
学
全
体
と
し
て
の
教
育
理
念
に
則
し
、上
記
の
情
報
の

自
主
的
な
策
定
・
開
発
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
」べ
き（
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
24
頁
）と
い
う
課
題
が
あ
る
。換
言
す
れ
ば
、Ｄ
Ｐ

に
照
ら
し
た
学
修
成
果
の
可
視
化
手
法
の
開
発
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、当
機
構
は
、こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
学
修
成
果
可
視
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化
に
係
る
制
度
・
ツ
ー
ル
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
中
で
、

オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
を
有
力
な
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て
、具
体
的
な
利

用
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

� 
伝
統
的
な
学
修
成
果
の
可
視
化
手
法

伝
統
的
に
、大
学
は
学
修
成
果
に
つ
い
て
、「
単
位
付
与
」と
そ

の
積
み
上
げ
に
よ
る「
卒
業
」と
分
野
を
附
記
す
る「
学
位
」と
い

う
形
で
表
示
し
て
き
た
が
、こ
れ
だ
け
で
は
、学
生
の
修
得
し
た

能
力
や
学
修
成
果
の
可
視
化
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
批
判
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
こ
で
、個
別
科
目
の「
成
績
」を
起
点

と
す
る
ラ
テ
ン
・
オ
ナ
ー
ズ
制
度（
米
国
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

sum
m
a cum

 laude

等
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
称
号
を
学
位
に
併

記
す
る
制
度
）や
Ｇ
Ｐ
・
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
を
併
用
し
て
き
た
。こ
れ
に

よって
、同
じ
学
位
課
程
で
学
ぶ
学
生
で
あ
って
も
、Ｇ
Ｐ
Ａ
が
異
な

る
者
の
到
達
段
階
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、学
生
に
は
さ

ら
な
る
学
修
を
促
す
と
と
も
に
、高
い
学
修
成
果
を
示
す
学
生
が

自
ら
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

た
だ
し
、こ
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
利
用
し
た
可
視
化
は
、学
修
成
果
の
総

合
的
評
価
と
し
て
の
意
味
が
強
く
、特
定
分
野
に
お
け
る
能
力
や

到
達
度
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
は
、有
効
で
は
な
い
。そ
こ
で
各

大
学
は
、特
定
分
野
の
能
力
・
到
達
度
を
示
す
努
力
を
も
重
ね
て

き
て
い
る
。た
と
え
ば
、「
○
○
賞
」と
いっ
た
学
内
表
彰
制
度
は
、

そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
努
力
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
が
、い
く
つ
か
の
限
界
も
有
し
て
い
る
。と
り
わ
け
、こ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
が
、①
大
学
内
の
ロ
ー
カ
ル
な
制
度
で
あ
って
社
会
的
認
知

が
得
ら
れ
づ
ら
い
、②
判
断
基
準
が
不
明
瞭
で
あ
り
可
視
化
で
き

て
い
な
い
、③
大
学
と
し
て
の
証
明
や
対
外
的
表
示
制
度（
た
と
え

ば
、学
長
賞
受
賞
者
に
対
し
て
、成
績
証
明
書
と
同
様
に
、授
賞
証

明
書
を
発
行
す
る
制
度
）構
築
が
で
き
て
い
な
い
、と
いっ
た
限
界

を
有
し
て
お
り
、学
生
に
とって
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
は
機
能

し
て
も
、対
外
的
な
学
修
・
活
動
成
果
可
視
化
ツ
ー
ル
と
し
て
は

極
め
て
使
い
づ
ら
い
も
の
と
なって
い
る
と
い
う
こ
と
は
、大
き
な
課

題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、公
的
又
は
民
間
の
資
格
の
在
学
中
取
得
や
外
部
試
験

成
績
の
活
用
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
る
こ
と
で
、こ
の
課
題
を

克
服
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、実
際
に
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、学
生

の「
自
大
学
に
お
け
る
」学
修
履
歴
・
活
動
あ
る
い
は
学
修
成
果

「
そ
れ
自
体
」の
可
視
化
と
い
う
点
で
は
、十
全
な
も
の
と
は
い
え

な
い
と
い
う
憾う

ら
み
が
あ
る
。
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� 

オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
の
可
能
性

以
上
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
可
能
性
が
理

解
さ
れ
よ
う
。す
な
わ
ち
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
は
、デ
ジ
タ
ル
証
明
書

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
表
示
す
る
と
い
う
形
で
、安
定
的
な
社
会
的

表
示
機
能
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
か
ら
、前
述
③
の

限
界
に
対
す
る
極
め
て
有
効
な
解
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、結

果
と
し
て
限
界
①
に
対
し
て
も
解
と
な
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。他
方
で
、②
の
判
断
基
準
が
不
明
瞭
で
可
視
化
で
き
て

い
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
を
利
用
し
て
も
、

直
ち
に
解
決
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
、十
分
な
注

意
が
必
要
で
あ
る
。そ
こ
で
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
制
度
を
利
用
す
る

際
に
は
、具
体
的
な
バッ
ジ
付
与
を
検
討
す
る
過
程
自
体
に
、大
学

内
で
の
教
育
の
あ
り
方
に
係
る
議
論
を
含
め
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
と
な
る
と
い
え
よ
う
。た
と
え
ば
、あ
る
バッ
ジ
に
担
わ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
が
、「
参
加
記
録
」な
の
か
、「
特
定
の
成
果
の
証
明
」な

の
か
、「
相
対
的
地
位
」な
の
か
等
々
を
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、こ
の
議
論
に
は
、当
然
に
特
定
の
成
果
達
成
と
は
誰
が
ど

の
よ
う
な
基
準
で
判
定
す
る
の
か
、相
対
的
地
位
を
判
定
す
る
評

価
軸
は
何
か
、と
い
う
論
点
が
伴
う
。こ
れ
ら
を
論
じ
る
過
程
は
、

そ
れ
自
体
が
Ｆ
Ｄ
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
と
と
も
に
、結
果
と
し

て
設
定
さ
れ
た
バッ
ジ
に
は
、外
部
か
ら
見
て
も
理
解
し
や
す
い
判

断
基
準
が
伴
って
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
に
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
と
Ｄ
Ｐ
達
成
度
評
価
が
結
び
つ
く
契

機
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、前
述
の
議
論
の
延
長
線
上
に
は
、Ｄ
Ｐ
達

成
度
評
価
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
と
い
う
議
論
が
存
在
し
て
い

る
の
で
あ
る
。こ
の
際
、Ｄ
Ｐ
に
照
ら
し
た
学
修
成
果
を
測
定
・
評

価
・
表
示
す
る
方
法
や
基
準
に
つ
い
て
は
、国
際
的
に
も
統
一
的

な
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
出
発
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。そ
こ
で
、当
機
構
で
も
、他
大
学
の
取
り
組
み
を
注
視
し
つ
つ
、

授
業
科
目
や
課
外
活
動
に
つ
い
て
、Ｄ
Ｐ
の
ど
の
点
に
関
わ
り
が
深

い
か
を
係
数
化
し
た
上
で
、個
々
の
学
生
が
修
得
し
た
単
位
と
成

績
を
変
数
と
し
て
加
味
し
、Ｄ
Ｐ
達
成
度
を
数
値
化
す
る
研
究
開

発
に
着
手
し
て
い
る
。そ
の
結
果
を
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
で
表
示
す
る

こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、そ
こ
に
は
、「
成
績
表
」と
は
別
の「
Ｄ
Ｐ

達
成
度
の
社
会
的
表
示
ツ
ー
ル
」と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、Ｄ
Ｐ
達
成
度
評
価
そ
れ
自
体
の
プ
ロ
セ
ス
に

オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
を
組
み
込
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。こ
の
点
で
、

学
生
の
課
外
活
動
を
含
む
各
種
活
動
に
つ
い
て
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
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を
複
線
的
に
設
定
し
て
お
き
、獲
得
し
た
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
累
積

を
Ｄ
Ｐ
達
成
度
評
価
資
料
に
用
い
る
と
いっ
た
こ
と
も
、十
分
検
討

に
値
し
よ
う
。た
と
え
ば
、国
際
性
の
涵
養
と
いっ
た
Ｄ
Ｐ
に
お
い

て
、海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、留
学
生
支
援
と
いっ
た
単
位
外
の
諸
活

動
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
を
設
定
し
て
お
き
、そ
の
累
積
を
も
っ

て
Ｄ
Ｐ
達
成
度
と
連
動
さ
せ
る
と
いっ
た
利
用
方
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、大
学
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の

利
用
は
、単
に「
紙
に
よ
る
証
明
」を「
デ
ジ
タ
ル
証
明
」に
置
き
換
え

る
に
留
ま
ら
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
う
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

� 

本
学
で
の
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
発
行
状
況
と
工
夫

本
学
で
は
、２
０
２
１
年
度
か
ら
一
部
の
部
門
が
先
導
す
る
形
で

オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
を
導
入
し
て
き
た
。具
体
的
に
は
、全
学
連
携
教
育

機
構
が
運
営
す
る「
Ｆ
Ｌ
Ｐ（Faculty-Linkage Program
）」、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｆ
Ｌ
Ｐ
」、「
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
」の
各
科
目
で
あ
る
。ま
た
、同
機
構
と
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
運
営
す
る「
ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム（Chuo 
Interm

ediate Program
 for D

ata Science and AI

）」

で
も
バッ
ジ
の
発
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
正
規
授
業
科

目
だ
が
、学
部
の
枠
を
越
え
た
科
目
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

特
に
、Ｆ
Ｌ
Ｐ
と
ｉ
Ｄ
Ｓ
の
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、２
年
次
か
ら
４
年
次

ま
で
の
３
年
間
の
ゼ
ミ
活
動
に
加
え
、指
定
関
連
科
目
の
単
位
取

得
が
修
了
要
件
と
な
って
お
り
、副
専
攻
と
も
言
い
う
る
体
系
性

を
備
え
て
い
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
、構
成
科
目
・
単
位
に
分
解
し

て
個
別
表
示
す
る
に
留
ま
ら
ず
、一
種
の「
デ
ィ
プ
ロマ
」と
し
て
対

外
的
に
表
示
す
る
こ
と
は
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
有
効
な
活
用
方
法

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、当
機
構
は
、オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
発
行
の
取
り
ま
と
め
を

行
って
い
る
が
、既
に
多
く
の
利
用
展
開
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。具

体
例
と
し
て
は
、大
学
院
理
工
学
研
究
科
で
の
副
専
攻
学
修
証

明
、文
系
大
学
院
で
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト（
公
文
書
や
民
間
文
書
等

の
記
録
を
扱
う
専
門
職
）養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
明
と
いっ
た

「
デ
ィ
プ
ロマ
」型
の
も
の
や
、留
学
生
へ
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
日
本
人
学
生（
に
ほ
ん
ご
サ
ポ
ー
タ
ー
）の
活
動
証
明
と
いっ

た「
参
加
証
明
」型
の
も
の
等
、多
く
の
可
能
性
が
追
求
さ
れ
て
い

る
。既
に
述
べ
た
よ
う
に
、当
機
構
で
は
、Ｄ
Ｐ
達
成
度
評
価
・
表

示
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
後

オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
利
活
用
と
の
連
動
も
視
野
に
入
れ
た
議
論
も

必
要
と
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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他
方
で
、オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
の
発
行
に
際
し
て
は
、学
内
外
か
ら

見
て
乱
雑
に
な
ら
ず
整
理
さ
れ
た
状
態
を
保
つ
た
め
に
い
く
つ
か

の
工
夫
を
行
って
い
る
こ
と
も
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
。具
体
的
に

は
、基
本
デ
ザ
イ
ン
を
本
学
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
ベ
ー
ス
と
す
る
一
種

類
に
限
定
し
て
、バッ
ジ
内
の
文
字
が
変
更
で
き
る
領
域
を
設
定

し
た
こ
と
、本
学
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー「
赤
」「
青
」に
加
え
、「
金
」

「
銀
」「
銅
」の
５
色
を
用
意
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
意
味
を
持
た

せ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。ま
た
、バッ
ジ
の
発
行
を
希
望
す
る
学
内

機
関
は
、当
機
構
が
策
定
し
た
本
学
独
自
の
発
行
手
順
や
方
法
を

ま
と
め
た
マ
ニュア
ル
に
準
拠
し
て
、当
機
構
に
申
請
を
行
う
こ
と

で
、一
元
的
に
管
理
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
バッ
ジ
利
活
用
制
度
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、こ
の
よ
う
な
参
加
申
請
に
係
る
議
論
が
、

各
学
内
機
関
で
の
学
修
成
果
の
可
視
化
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
議

論
の
端
緒
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

２
０
２
２
年
10
月
１
日
、大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
が
施
行

さ
れ
た
が
、そ
こ
に
お
い
て
も
、各
大
学
に
対
し
て
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
ん
だ
学
修
成
果
の
可
視
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。オ
ー
プ
ン
バッ

ジ
の
可
能
性
追
求
は
、こ
の
点
に
関
す
る
高
等
教
育
機
関
の
責
任

を
考
え
る
契
機
で
も
あ
ろ
う
。当
機
構
で
は
、こ
う
し
た
点
に
も
留

意
し
つつ
、さ
ら
な
る
研
究
開
発
を
進
め
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

多
く
の
大
学
の
ご
助
力
と
連
携
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。本学のオープンバッジの基本デザイン



は
じ
め
に

　
日
本
国
内
で
は
、少
子
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減
少
が
社
会

問
題
化
す
る
中
で
、２
０
１
２
年
に
経
済
産
業
省
が「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
掲
げ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、以
降
、女
性

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
を
活
か
し
た
事
業
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
なっ
た
。同
省
は
、継
続
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す

る
取
り
組
み
を
政
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
、日

本
で
は「
人
材
の
多
様
化
」を
図
る
方
略
と
し
て「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
」の
概
念
が
浸
透
す
る
こ
と
と
なった
。

　
他
方
、大
学
に
お
い
て
も
、多
様
な
価
値
観
が
共
生
す
る
キ
ャン
パ

ス
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
気
運
が
高
まって

お
り
、こ
こ
数
年
の
間
に
、各
大
学
で
相
次
い
で「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣

言
」の
公
表
や
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」を
冠
し
た
組
織
の
設
置
が
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
なって
き
た
。男
女
共
同
参
画
や
女
性
活
躍
推
進

と
いっ
た
社
会
の
動
き
と
連
動
す
る
形
で
、男
女
共
同
参
画
推
進
室

を
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
に
改
組
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　
本
稿
で
は
、私
立
大
学
に
お
け
る
女
性
研
究
者
支
援
の
現
状
を
手

が
か
り
に
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
か
か
る
私
立
大
学
特
有
の
課
題

と
展
望
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。な
お
、本
稿
は
、令
和
３
年
度
採
択
文

部
科
学
省
科
学
技
術
人
材
育
成
費
補
助
事
業「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研

究
環
境
実
現
イ
ニシ
ア
テ
ィ
ブ（
調
査
分
析
）」に
お
い
て
同
志
社
大
学

と
上
智
大
学
が
共
同
実
施
し
た「
海
外
先
進
事
例
を
通
じ
た
私
立

大
学
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
モ
デ
ル
の
た
め
の
調
査
研
究
」

に
よって
得
ら
れ
た
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る※

１
。

1
　
欧
州
理
工
系
大
学
と
日
本
の
大
学
の
比
較

　
海
外
の
大
学
と
日
本
の
大
学
の
取
り
組
み
状
況
を
比
較
す
る
た

ሁ቗ࠛއ
͚̊
̽ͪ
⁀͑
‴͠

ᣤ̮ୂ
ᐏx
̧

‣ީ
১ᆓሹᐑ஭ଡ଼̊
ၖဇ˦
ᛳx̥
˻

ʼ
ሁއ࿸ౡ̊
᝙᫽̄
‣౩࢔

阪
田 

真
己
子

同
志
社
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
文
化
情
報
学
部
長

寄 稿

94



め
に
、欧
州
を
中
心
と
し
た
理
工
系
ト
ッ
プ
大
学
の
国
際
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
あ
るT.I.M

.E. Association

（Top International 
M
anagers in Engineering

）※

２
加
盟
機
関
の
う
ち
ラ
ン
ダ

ム
に
抽
出
し
た
25
機
関
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

（
２
０
２
２
年
10
月
〜
12
月
）。16
機
関
か
ら
回
答
が
あ
り
、回
答

率
は
64・０
％
で
あ
っ
た（
２
０
２
２
年
12
月
末
時
点
）。

　
図
１
は
、本
調
査
の
一
部
と
全
国
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
２
０
１
９
年
２
月
〜
６
月
に
実
施
し
た「
全
国
大
学・研
究
機

関
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
集
計・分
析
結
果※

３
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。日
本
の
大
学
の
デ
ー
タ
は
２
０
１
９
年
度
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、欧
州（
理
工
系
大
学
）と
日
本
、と
り
わ

け
日
本
の
私
立
大
学
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。日
本
の
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
、女
性
研
究
者

支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
海
外
か
ら
大
き
く
遅
れ
て
い
る
と

言
って
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

2
　
補
助
金
獲
得
と
支
援
体
制
整
備

　
日
本
に
お
い
て
女
性
研
究
者
の
支
援
を
目
的
と
し
た
文
部
科

学
省
の
取
り
組
み
は
２
０
０
６
年
に
開
始
さ
れ
た「
女
性
研
究
者

［図1］欧州理工系大学と日本の大学の比較
大学全体（日本）および私立大学（日本）のデータは、全国ダイバーシティネットワークが2019年（２月～６月）に実施した「全国大学・
研究機関における男女共同参画・ダイバーシティの推進状況に関するアンケート調査」にて公表している数値を用いた。

男女共同参画の推進を
大学・法人の方針としてHP等で公表している

私立大学（日本）
n = 98

大学全体（日本）
n = 198

T.I.M.E. Association
n=16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない

女性研究者・教授を支援する組織が
大学内（法人含む）にある

私立大学（日本）
n = 98

大学全体（日本）
n = 198

T.I.M.E. Association
n=16

ある ない
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画の推進を（大学・法人の）
重要な方針として位置づけている

私立大学（日本）
n = 179

大学全体（日本）
n = 297

T.I.M.E. Association
n=16

はい いいえ
0% 20% 40% 60% 80% 100%

「無意識の偏見」についての
教職員研修/授業を実施している

私立大学（日本）
n = 98

大学全体（日本）
n = 198

T.I.M.E. Association
n=16

している していない
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」が
端
緒
と
な
る
。そ
の
後
、「
女
性
研
究

者
養
成
シ
ス
テ
ム
改
革
加
速
事
業
」「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支

援
事
業
」を
経
て
、現
在
の「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（
以
下「
補
助
事
業
」）に
至
る
。

　
補
助
事
業
に
関
し
て
、私
立
大
学
関
係
者
が
話
題
に
す
る
の

は
、採
択
さ
れ
た
機
関
に
占
め
る
私
立
大
学
の
比
率
の
低
さ
で
あ

る
。モ
デ
ル
育
成
事
業
か
ら
の
採
択
実
績（
高
専
を
除
く
大
学
の

み
）を
み
て
み
る
と
、私
立
大
学
の
採
択
は
約
25
％
に
と
ど
まって
い

る
。国
立
大
学
は
こ
れ
ま
で
に
全
大
学
の
約
80
％
が
採
択
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、私
立
大
学
は
５
％
に
も
届
か
な
い（
い
ず
れ
も

２
０
２
１
年
度
時
点
）。国
内
に
あ
る
全
大
学
の
う
ち
私
立
大
学

が
占
め
る
割
合
が
８
割
近
く
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、い
か
に
私

立
大
学
の
参
画
が
少
な
い
か
が
わ
か
る
。そ
こ
で
、（
わ
ず
か
の
参

画
と
は
言
え
）補
助
事
業
に
採
択
実
績
の
あ
る
私
立
大
学
と
そ
れ

以
外
で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
在
籍
学
生
数
が
１
万
人
を
超
え
る
私
立
大
学
を
中
心
に
54
大

学（
比
較
の
た
め
に
国
立
大
学
13
大
学
を
含
む
）に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た（
２
０
２
２
年
８
月
〜
10
月
）。ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、女
性
研
究
者
支
援
関
連
の
環
境・制
度
の
整
備
を

問
う
設
問
の
ほ
か
、大
学
全
体
の
取
り
組
み
、理
解
啓
発
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
も
回
答
を
求
め
た（
計
94
問
）。私
立
大
学
は
計
19

大
学※

４（
41
大
学
中
）か
ら
回
答
が
あ
り
、回
答
率
は
46・３
％
で

あ
っ
た（
２
０
２
２
年
10
月
末
時
点
）。

　
図
２
に
補
助
事
業
に
採
択
実
績
の
あ
る
大
学（
以
下「
採
択

校
」：
８
大
学
）と
な
い
大
学（
以
下「
非
採
択
校
」：
11
大
学
）を

比
較
し
た
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。「
女
性
研
究
者
を
支
援
す

る
組
織
の
有
無
」に
関
し
て
は
、採
択
校
は
、１
０
０
％
支
援
組
織

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、非
採
択
校
は
、約
２
割
に
と
ど

ま
っ
た
。ま
た
、「
過
去
10
年
の
女
性
上
位
職
の
変
化
」に
関
し
て

は
、採
択
校
は
約
８
割
が「
増
加
」に
対
し
、非
採
択
校
は
６
割
以

上
が「
変
わ
ら
な
い
」、さ
ら
に
、「
過
去
10
年
に
お
け
る
女
性
研
究

者
支
援
へ
の
理
解
」に
つ
い
て
は
、採
択
校
は
１
０
０
％
が「
進
ん

だ
」に
対
し
、非
採
択
校
は
６
割
に
と
ど
ま
っ
た
。興
味
深
い
の
は
、

「
貴
校
の
施
策
に
お
け
る
女
性
研
究
者
支
援
の
優
先
度
」に
対
す

る
回
答
で
あ
る
。採
択
校
は
、「
最
優
先
」が
３
割
、「
重
要
で
あ
る

が
最
優
先
課
題
で
は
な
い
」が
７
割
で
あ
っ
た
が
、非
採
択
校
は
、

「
最
優
先
課
題
」と
回
答
し
た
大
学
は
皆
無
、「
重
要
で
あ
る
が
、

最
優
先
課
題
で
は
な
い
」が
半
数
強
、「
そ
れ
ほ
ど
優
先
課
題
で
は

な
い
」「
優
先
課
題
で
は
な
い
」が
そ
れ
ぞ
れ
２
割
強（
合
わ
せ
て
４

割
強
）を
占
め
て
い
た
。
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つ
ま
り
、補
助
金
獲
得
が
、組
織
の
環
境
整
備
に
大
き
な
追
い

風
に
な
る
だ
け
で
な
く
、大
学
の
優
先
施
策
と
し
て
置
か
れ
る
こ
と

で
、学
内
の
理
解
醸
成
に
つ
な
が
り
、そ
れ
が
一
定
の
持
続
力
の
保

持
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。そ
の
意
味
で
は
、国
策
と
し

て
の
女
性
研
究
者
支
援
事
業
が
、一
部
の
私
立
大
学
に
は
効
果
を

も
た
ら
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

3
　
私
立
大
学
に
お
け
る
支
援
体
制
の
可
視
化

　
前
述
の
通
り
、補
助
金
獲
得
は
私
立
大
学
に
と
って
も
大
き
な

追
い
風
に
な
る
。た
だ
し
、こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、回
答
を
得
た
私

立
大
学
が
わ
ず
か
19
大
学
に
と
ど
まっ
た
と
い
う
点※

５
と
、そ
も
そ

も
補
助
事
業
採
択
実
績
の
あ
る
私
立
大
学
の
絶
対
数
が
少
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
。そ
こ
で
、回
答
い
た
だ
け
な
かっ
た
大
学
も
含
め
、

「
女
性
研
究
者
支
援
組
織
の
有
無
」「
両
立
支
援
制
度（
研
究
支
援

員
等
）の
有
無
」「
学
内
保
育
所・託
児
所
の
有
無
」「
女
性
研
究
者

支
援
事
業
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
公
開
の
有
無
」「
一
般
事
業
主
計
画
の

公
表
」の
５
項
目
に
つ
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
入
手
で
き
る
情
報
に
基
づ

い
て
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
有
無
を
得
点
化
し
集
計
を
行
っ
た
。

　
図
３
に
、得
点
を
基
に
環
境・制
度
の
整
備
状
況
に
基
づ
い
て
54

大
学
を
プ
ロッ
ト
し
た
も
の
を
示
す
。図
の
右
に
行
く
ほ
ど
女
性
研

［図2］補助事業への採択実績のある大学とない大学の比較（私立大学のみ）

女性研究者を支援する組織

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

ある ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去10年で女性研究者支援への理解

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んだ 変化なし

過去10年の女性上位職の変化

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変わらない増加した

貴校の施策における女性研究者支援の優先度

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

優先課題ではないそれほど優先課題ではない
重要であるが、最優先課題ではない最優先課題である

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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究
者
支
援
の
た
め
の
環
境・制
度
が
整
って
い
る
大
学
、左
に
行
く

ほ
ど
整
って
い
な
い
大
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
図
が
示
す
通
り
、女
性
研
究
者
支
援
に
関
わ
る
環
境
整
備
の
状

況
は
極
め
て
多
様
で
あ
り
、い
わ
ば「
二
極
化
」し
て
い
る
こ
と
が

露
呈
し
た
。環
境
が
整
って
い
る
大
学
と
、ま
だ
整
って
い
な
い
大

学
と
に
二
分
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、さ
し
ず
め
、前

者
は
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型
、後
者
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
と
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型
は
、１
校
を
除
く
全
て
の
大
学
が
採
択
校
で
あ

り
、こ
の
点
は
、前
章
の
結
果
と
も
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら

に
興
味
深
い
の
は
、国
立
大
学
が
、13
大
学
と
も
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型

に
類
別
さ
れ
た
点
で
あ
る
。国
立
大
学
の
場
合
は
、国
立
大
学
協

会
に
よって
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン（
現
在
は
２
０
２
１
〜
２
０
２
５
年

度
）が
策
定
さ
れ
、そ
の
中
で
達
成
目
標
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い

る
と
と
も
に
、追
跡
調
査（
回
答
率
１
０
０
％
）に
よって
そ
の
達
成

状
況
が
毎
年
可
視
化
さ
れ
て
い
る※

６
。こ
の
よ
う
に
、国
立
大
学

は
、共
通
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
と
達
成
目
標
の
下
で
基
本
的
な
支

援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、私
立
大
学
は
、一
部
の
大

学
を
除
い
て
、基
本
的
な
支
援
体
制
す
ら
も
未
整
備
な
状
況
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。今
回
の
調
査
が
大
規
模
校
に
対
象
を

限
定
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、今
回
は
対
象
と
し
て
い
な
い

私
立
大
学
を
含
め
れ
ば
、そ
の
多
く
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
に
類
別

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

［図3］女性研究者支援への取り組み状況による大学のマッピング（N=54）

私立大学

国立大学

国の補助事業に採択実績のある大学

同志社大学

上智大学

スタートアップ型
（取り組みなし）

アドバンスト型
（取り組みあり）

同志社大学と上智大学は
二極化の象徴とも言える位置にある。
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4
　
私
立
大
学
特
有
の
課
題
と
は
何
か

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
女
性
研
究
者
の
活
躍
推
進
に
お
い
て
、私
立

大
学
が
不
利
だ
と
考
え
ら
れ
る
点
」に
つ
い
て
自
由
記
述
に
て
回
答

を
求
め
た
。そ
の
結
果
、「
教
学・学
務
負
担
が
大
き
く
研
究
に
割
け

る
時
間
が（
国
立
大
学
に
比
べて
）圧
倒
的
に
少
な
い
」点
や
、「
私
立

大
学
は
数
も
多
く
、多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、一
律
の
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
は
難
し
く
効
果
も
一
様
で
は
な
い
」点
、ま
た「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
に
は
有
効
な
施
策
で
あ
って
も
、短
期
的
に
経
営
上
の

メ
リッ
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
が
不
明
」と
いった
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
前
章
ま
で
の
内
容
と
こ
れ
ら
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
に
お
け
る
私
立
大
学
特
有
の
課
題
と
し
て
、ま
ず
は

「
私
立
大
学
の
多
様
性
への
対
応
」が
挙
げ
ら
れ
る
。私
立
大
学
の

場
合
は
、前
述
の
と
お
り
、現
時
点
に
お
い
て
環
境
整
備
状
況
が
二

極
化
し
て
い
る
上
に
、そ
も
そ
も
大
学
の
規
模
や
意
思
決
定
プ
ロ

セ
ス
が
実
に
多
様
で
あ
り
、そ
の
大
学
固
有
の
歴
史
や
伝
統
、そ
し

て
独
自
の
文
化
が
存
在
す
る
。し
た
が
って
、国
立
大
学
の
よ
う
な

共
通
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
立
て
、そ
の
達
成
に
向
け
て
画
一
的

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
私
立
大
学
に
は
適
さ
な
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
１
点
、私
立
大
学
特
有
の
課
題
と
し
て
は
、経
営
上
の
問

題
も
挙
げ
ら
れ
る
。国
立
大
学
の
場
合
は
、大
学
の
収
入
の
柱
と

も
言
う
べ
き
運
営
費
交
付
金
の
配
分
指
標
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、取
り
組
み
自
体
が
も
は
や
マ

ス
ト
で
あ
る
と
言
って
も
差
し
支
え
な
い
と
言
え
る
。他
方
、私
立

大
学
の
場
合
も
、例
え
ば
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
等
の
私

学
助
成
の
配
分
基
準
に
女
性
研
究
者
支
援
の
取
り
組
み
状
況
や

女
性
研
究
者
の
在
籍
状
況
が
加
点
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
も
の
の（
も
ち
ろ
ん
効
果
は
少
な
く
な
い
）、取
り
組
み
が
マ
ス
ト

と
も
言
え
る
国
立
大
学
に
比
べ
る
と
、そ
の
影
響
力
は
小
さ
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。つ
ま
り
、私
立
大
学
の
場
合
、人
的
資
源
を

含
む
財
源
確
保
の
問
題
や
、経
営
上
の
短
期
的
メ
リ
ッ
ト
の
不
確

か
さ
か
ら
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
事
業
に
取
り
組
む
か
ど
う
か
、

あ
る
い
は
中
心
施
策
に
置
く
か
ど
う
か
は
、大
学
ト
ッ
プ
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、経
営
層
が
無
関
心
で
あ
れ
ば
事
業
に
着
手
す

ら
で
き
な
い
点
が
課
題
の
２
点
目
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
お
け
る
私
立

大
学
特
有
の
課
題
は
、「
私
立
大
学
の
多
様
性
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
」と
い
う
問
題
と
、「
経
営
層
に
い
か
に
し
て
ア
ク
セ
ス
す

る
か
」と
い
う
問
題
の
２
点
に
集
約
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
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5
　
私
立
大
学
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
展
望

　
さ
て
、こ
こ
ま
で
私
立
大
学
特
有
の
課
題
に
つ
い
て
述
べて
き
た

が
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
私
立
大
学
が
有
利
な
点
」に
つ
い
て
も
回

答
を
求
め
た
。回
答
に
は
、「
各
大
学
固
有
の
建
学
の
精
神
に
沿
っ

た
大
学
独
自
の
大
胆
な
政
策
が
実
現
」で
き
る
点
や
、「
附
属
学

校
や
法
人
内
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
次
世
代
育
成
が
可
能
」な

点
、ま
た「
学
内
ニ
ー
ズ
の
活
用
の
し
や
す
さ
」や「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
への
寄
与
」な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を

展
開
す
る
上
で
の
私
立
大
学
な
ら
で
は
の
利
点
に
つ
い
て
も
多
く

の
言
及
が
あ
っ
た
。

   

こ
れ
ら
は
私
立
大
学
の
多
様
性
に
起
因
す
る「
強
み
」で
あ
る
と

も
換
言
で
き
る
。先
の「
私
立
大
学
の
多
様
性
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
」と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、そ
も
そ
も
国
立
大
学
の
よ
う

に
画
一
的
な
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
共
有
す
る
こ
と
自
体
が
適
し
て

い
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
大
学
が
、

推
進
状
況
や
大
学
の
規
模
、そ
し
て
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
合
わ

せ
て
、個
々
の
大
学
の
特
色
を
活
か
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
が
、結
果
と
し
て
私
立
大
学
の
多
様
性
を
損
な
う

こ
と
な
く
、む
し
ろ
一
層
輝
か
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
り
わ
け
、私
立
大
学
は
、そ
の
存
在
価
値
と
も
言
う
べ
き「
建

学
の
精
神
」を
個
々
に
有
し
て
い
る
。い
わ
ば
、当
該
大
学
が
ど
の
よ

う
な
人
物
育
成
を
通
じ
て
社
会
的
使
命
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
示
す「
建
学
の
精
神
」に
依
拠
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略

を
自
ら
策
定
、実
行
で
き
る
こ
と
こ
そ
が
、自
主
性
の
尊
重
に
よ
り

多
様
性
を
確
保
し
て
き
た
私
立
大
学
な
ら
で
は
の
姿
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、私
立
大
学
の
多
様
性
こ
そ
が
、市
民
社
会
に
新
た

な
価
値
創
造
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た

かっ
た
わ
け
で
あ
る
が
、本
稿
の
も
う
１
つ
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
述
べ

て
お
き
た
い
。私
立
大
学
の
課
題
の
２
点
目
で
あ
る「
経
営
層
に
い

か
に
し
て
ア
ク
セ
ス
す
る
か
」と
い
う
点
への
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。本
調
査
に
お
い
て
、女
性
研
究
者
支
援
事
業
が
大
学
の「
中
心

施
策
で
は
な
い
」と
回
答
し
た
大
学
が
非
採
択
校
の
４
割
以
上
を

占
め
て
い
た
こ
と
は
、や
は
り
シ
ョッ
キ
ン
グ
で
あ
る
。本
稿
は
、記

事
の
閲
覧
を
通
じ
、多
く
の
私
立
大
学
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
事
業
を

数
あ
る
中
心
施
策
の一つ
に
位
置
づ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
方
策
で

も
あ
る
。私
立
大
学
の
多
様
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
同
志
社
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大
学
と
上
智
大
学
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
って
構
築
で
き
た
私
立

大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
モ
デ
ル
が
他
の
私
立
大
学
に
も
波

及
し
、ひ
い
て
は
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
全
体
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る（※

１
に
記
載
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

に
て
詳
細
を
公
開
）。

　
本
稿
は
あ
く
ま
で
女
性
研
究
者
支
援
に
関
わ
る
調
査
結
果
を

手
が
か
り
と
し
た
内
容
が
中
心
と
な
っ
た
が
、言
う
ま
で
も
な
く
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
射
程
は
、性
的
指
向
、性
自
認
、人
種
、

国
籍
、民
族
、障
が
い
の
有
無
な
ど
、誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
広
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。建
学
の
精
神
に
基
づ
い
て
社

会
の
知
的
多
様
性
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
私
立
大
学
が
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
社
会
の
実
現
に
果
た
す
影
響
力
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
謝
辞
〉本
事
業
実
施
に
際
し
て
、調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
機

関
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※

１　
本
事
業
の
取
り
組
み
成
果
や
調
査
結
果
の
詳
細
は
同
志
社
大
学・上
智
大
学
の

補
助
事
業
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

　

     （https://doshisha-diversity.jp/doshisha-sophia/

）。

　

     

同
志
社
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
発
信
サ
イ
ト

　

     

「D
 for ALL

」https://doshisha-diversity.jp/

　

     

上
智
学
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室

　

     http://danjokyodo-sophia.jp/

※

２　

T
.I.M

.E. A
ssociation

と
は
、欧
州
を
中
心
と
し
た
大
学
間
の
協
力
に
よ

り
、修
士・博
士
レ
ベ
ル
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
等
を
通
じ

て
、国
際
的
に
通
用
す
る
工
学
分
野
の
人
材
育
成
に
資
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

た
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。

※

３　
【
２
０
１
９
年
２
月
〜
６
月
実
施
】「
全
国
大
学・研
究
機
関
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィの
推
進
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

　

     https://opened.netw
ork/questionary/questionary-0001/

　

     （
２
０
２
３
年
３
月
15
日
最
終
閲
覧
）

※

４　
19
大
学
に
同
志
社
大
学
と
上
智
大
学
も
含
む
。

※

５　
今
回
の
調
査
で
は
、依
頼
し
た
私
立
大
学
41
大
学
の
う
ち
22
大
学
か
ら
は
提
出
い

た
だ
け
な
かっ
た
わ
け
で
あ
る
が
、そ
の
多
く
の
大
学
が「
支
援
組
織
が
な
い
た
め

に
回
答
が
困
難
で
あ
る
」と
し
て
回
答
を
断
念
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
かった
こ
と
も

付
言
し
て
お
き
た
い
。

※

６　
国
立
大
学
協
会「
国
立
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
につい
て
」

　

     https://w
w
w
.janu.jp/janu/gender/

（
２
０
２
３
年
３
月
15
日
最
終
閲
覧
）
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1 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」活
動
の
目
的

　
近
年
、持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
る「Sustainable D

evelopm
ent G

oals ※

１（
以
下
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
略
記
す
る
）」活
動
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
動
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
庁※

２
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
内
外
に
推

進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会※

３
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
環
境

問
題
の
改
善
を
図
る
委
員
会
を
設
置
し
、よ
り
具
体
的
な「
ス

ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
あ
た
る
か
一

般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る※

４
。

　
そ
こ
で
、本
稿
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に

実
践
し
た「ｒｅ
輪
」活
動
に
よ
って
得
ら
れ
た
成
果
を
開
示
す
る

こ
と
で
、「
学
生
が
成
長
す
る
主
体
的
な
学
び
」の
一
事
例
を
提

案
す
る
。

　
同
時
に
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
践
す
る
、実
践
型
の
課
題
解
決

型
学
習
に
よ
って
得
ら
れ
る
学
生
の
成
長
と
、学
外
企
業
連
携
に

よ
って
創
出
さ
れ
る
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、実
際
の「ｒｅ
輪
」活

動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

草
薙 

健
太
　
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

　
　
　
　
　
　   
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
准
教
授

寄 稿

᝙᫽ᜋใࠛ܉
᐀˧
ᑏ̜

થᨈ̄
ᑏீцѹ

ᳪ͓
ͷ⁀͞
ᴥHᴨᴖ
ᣤۙୂ
Ш

ʼ᳹
ᵓᴂ
ᢉᳺ̊Ѝ൒ᣠ୬ຈր̇
‪̤̂

ʼ
঳̥
̨˻
થಥ̮
ࡦួ
̄˳
ᳪ̂

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２ ×

 

大
学
時
報
連
動
企
画
﹈
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2 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」の
成
果

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「
ｒｅ
輪
」の
発
足
は
、日
本
ス

ポ
ー
ツ
産
業
学
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
に
応
募
す
る
ア
イ
デ
ア
を
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
講
義
内
で
募
集

し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。実
際
に
学
生
が
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

で
掲
げ
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
競
技
引
退
後
に
廃
棄
処

分
と
な
る
ユニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
具
現
化
」で
あ
り
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペで
は
最
終
審
査
ま
で
進

み
、そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
に
招
待
論
文
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、学
部
生
の
う
ち
に
学
術
研
究

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

が
、「ｒｅ
輪
」の
成
果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
複
数
の
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
、資
金
調
達
も
含
め
た
自
走

式
の
活
動
団
体
と
し
て
、⑴
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ

ム
構
築
に
よ
る
廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
、⑵
回
収
再
利
用
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
の
可
視
化
、を
成

し
遂
げ
た
点
に
あ
る
。

　
⑴
に
お
け
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ
ム
つ
い
て

は
、①
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
販
売
シ
ス
テ
ム
と
、②

大
学
部
活
動
に
所
属
す
る
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ

ス
テ
ム
の
２
つ
を
構
築
し
、廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
に
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
す
る
子
供
の
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
率
を
高
め
る
た
め
の
無
料
回
収
イ
ベ
ン
ト

を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
と
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。段

ボ
ー
ル
30
箱
分
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
を
回
収
し
、回
収
し
た
子

供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、豊
田
市
役
所
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
課
が
豊
田
市

駅
前
で
１
年
に
数
回
開
催
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベン
ト
に
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
類
の
袋
詰
め
販
売（
３
０
０
円
の
小
袋・５
０
０
円
の
中
袋・

１
０
０
０
円
の
大
袋
の
３
種
類
を
用
意
）」を
行
って
い
る
。20
箱

程
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
販
売
に
よ
る
再
利
用
と
５
万
円
程
度

の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
。現
在
で
は
、家
計
に
優
し
く
子
供
ス

ポ
ー
ツ
服
が
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
抱
え
て
い
る

（﹇
資
料
１
﹈参
照
）。

　
ま
た
、②
に
つ
い
て
は
、衣
類
の
回
収
業
務
と
衣
類
全
般
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
愛
知
県
内
で
展
開
す
る
㈱
鈴
六
と
連
携
し
、大
学

内
に
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
回
収
ボッ
ク
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、当
初
の

目
的
で
あっ
た「
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
」が
構
築
さ
れ
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て
い
る
。さ
ら
に
、回
収
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、１
㎏
10
円
で
購

入
い
た
だ
く
こ
と
で
回
収
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
カ
ッ
ト
で

き
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
廃
棄
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。な
お
、

㈱
鈴
六
と
の
連
携
事
業
は
、中
京
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
特
集
で
放
映

さ
れ
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　
一
方
、⑵
に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱
と
連
携

し
、「ｒｅ
輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
が
、世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
抑
制
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
の
可
視
化
を
実
現
し
て
い

る
。実
際
、半
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
に
よって
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
20
面
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
結
果
は
次
年
度
以
降
に
、「ｒｅ

輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
が
も
た
ら
す
環
境
保
全
効
果
と

し
て
、実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
学
生
に
お
け
る
活
動
の
多
く
が
戦
略
の
提
示
や
企
画
提
案
ま
で

の
産
学
連
携
事
業
を
占
め
る
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

組
織
で
あ
る「ｒｅ
輪
」の
活
動
は
、地
域
密
着
型
で
顧
客
を
獲
得

し
、２
つ
の
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
利
益
を
用
い
た
自
走
型

持
続
的
運
営
団
体
に
ま
で
至
って
い
る
。そ
こ
が
最
大
の
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う（﹇
資
料
２
﹈参
照
）。

［資料1］「re輪」子供スポーツ衣類袋詰め販売
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3 　
実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
っ
て

　
　

得
ら
れ
る
学
生
の
成
長

　
前
述
し
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
に
よって
得
ら
れ
た
成
果
は
、当
初

予
定
し
た
以
上
の
成
果
と
なって
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、如
何
よ
う
に
、求
め
る
成
果
と
学
生
の
成
長
の
両
輪
を
育

む
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、溝
上
ほ

か※

５
が
示
し
た
、〝
社
会
生
活
の
中
で
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
解
決
す
る
過
程
で
、課
題
解
決
に
関
す
る
能

力
と
取
り
組
み
姿
勢
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
〞「
課
題
解
決
型
学

習（Problem
 Based Learning

：
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」を
実
践

し
て
い
る
。筆
者
は
、こ
れ
ら
の
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よって
学
生
が

成
長
す
る
か
否
か
を
分
け
る
重
要
な
点
は
、何
か
を
失
わ
な
い
た

め
に
実
践
す
る〝
防
御
的
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
な
く
、何
か

を
得
る
た
め
に
実
践
す
る〝
獲
得
型
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
あ
る

と
学
生
に
伝
え
て
い
る
。即
ち
、「
失
敗
し
な
い
」こ
と
を
前
提
に
取

り
組
む
実
践
課
題
設
定
で
は
な
く
、学
生
自
身
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
学
び
を
得
る
」こ
と
を
主
眼
と
し
た
実
践
課
題
の
設
定
が
、学

生
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
見
る・す
る・支
え
る
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
内
に
該
当
す
れ

ば
、自
由
に
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

学
生
の
成
長
に
は
、自
己
決
定
課
題
の
解
決
が
最
も
責
任
感
を

持
って
学
べる
題
材
で
あ
り
、そ
の
課
題
解
決
を
チ
ー
ム
で「
共
創
」

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、多
様
性
を
尊
重
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
、

学
生
の
成
長
は
加
速
度
的
に
高
ま
る
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、複
数

の
チ
ー
ム
で
異
な
る
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
、そ
の
進
捗
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
機
会
を
定
期
的
に
開
催

グリーンフロント研究所（株）によるCO2排出抑制量可視化

・回収したスポーツ衣類量（kg）×1.49（古着1kgあたりの
二酸化炭素排出削減効果値）

  ＝二酸化炭素削減効果量（kg）
・回収したスポーツ衣類による二酸化炭素削減効果量（kg）
÷0.52（ヒノキ林1m2の年間二酸化炭素吸収量値）

  ＝バレーボールコート20面のヒノキ林が1年間に吸収
     する二酸化炭素量（kg）

回収ボックス設置

[資料2] 「re輪」活動の成果の概念図

回収

55

(株)鈴六の買い取り
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1 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」活
動
の
目
的

　
近
年
、持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
る「Sustainable D

evelopm
ent G

oals ※

１（
以
下
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
略
記
す
る
）」活
動
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
動
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
庁※

２
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
内
外
に
推

進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会※

３
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
環
境

問
題
の
改
善
を
図
る
委
員
会
を
設
置
し
、よ
り
具
体
的
な「
ス

ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
あ
た
る
か
一

般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る※

４
。

　
そ
こ
で
、本
稿
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に

実
践
し
た「ｒｅ
輪
」活
動
に
よ
って
得
ら
れ
た
成
果
を
開
示
す
る

こ
と
で
、「
学
生
が
成
長
す
る
主
体
的
な
学
び
」の
一
事
例
を
提

案
す
る
。

　
同
時
に
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
践
す
る
、実
践
型
の
課
題
解
決

型
学
習
に
よ
って
得
ら
れ
る
学
生
の
成
長
と
、学
外
企
業
連
携
に

よ
って
創
出
さ
れ
る
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、実
際
の「ｒｅ
輪
」活

動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

2 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」の
成
果

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「
ｒｅ
輪
」の
発
足
は
、日
本
ス

ポ
ー
ツ
産
業
学
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
に
応
募
す
る
ア
イ
デ
ア
を
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
講
義
内
で
募
集

し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。実
際
に
学
生
が
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

で
掲
げ
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
競
技
引
退
後
に
廃
棄
処

分
と
な
る
ユニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
具
現
化
」で
あ
り
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペで
は
最
終
審
査
ま
で
進

み
、そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
に
招
待
論
文
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、学
部
生
の
う
ち
に
学
術
研
究

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

が
、「ｒｅ
輪
」の
成
果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
複
数
の
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
、資
金
調
達
も
含
め
た
自
走

式
の
活
動
団
体
と
し
て
、⑴
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ

ム
構
築
に
よ
る
廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
、⑵
回
収
再
利
用
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
の
可
視
化
、を
成

し
遂
げ
た
点
に
あ
る
。

　
⑴
に
お
け
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ
ム
つ
い
て

は
、①
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
販
売
シ
ス
テ
ム
と
、②

大
学
部
活
動
に
所
属
す
る
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ

ス
テ
ム
の
２
つ
を
構
築
し
、廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
に
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
す
る
子
供
の
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
率
を
高
め
る
た
め
の
無
料
回
収
イ
ベ
ン
ト

を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
と
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。段

ボ
ー
ル
30
箱
分
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
を
回
収
し
、回
収
し
た
子

供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、豊
田
市
役
所
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
課
が
豊
田
市

駅
前
で
１
年
に
数
回
開
催
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベン
ト
に
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
類
の
袋
詰
め
販
売（
３
０
０
円
の
小
袋・５
０
０
円
の
中
袋・

１
０
０
０
円
の
大
袋
の
３
種
類
を
用
意
）」を
行
って
い
る
。20
箱

程
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
販
売
に
よ
る
再
利
用
と
５
万
円
程
度

の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
。現
在
で
は
、家
計
に
優
し
く
子
供
ス

ポ
ー
ツ
服
が
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
抱
え
て
い
る

（﹇
資
料
１
﹈参
照
）。

　
ま
た
、②
に
つ
い
て
は
、衣
類
の
回
収
業
務
と
衣
類
全
般
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
愛
知
県
内
で
展
開
す
る
㈱
鈴
六
と
連
携
し
、大
学

内
に
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
回
収
ボッ
ク
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、当
初
の

目
的
で
あっ
た「
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
」が
構
築
さ
れ

す
る
こ
と
で
、課
題
を
解
決
す
る
た
め
の「
仮
説
」の
客
観
的
評
価

力
が
向
上
し
、自
ら
が
実
践
す
る
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決

策
を
導
出
す
る
思
考
力
が
成
長
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
で
得
ら
れ
る
学
生
の
成

長
は
、〝
自
ら
が
興
味
を
持
つ
課
題
〞の
自
己
設
定
と〝
多
様
性
を
尊

重
す
る
チ
ー
ム
型
で
の
課
題
解
決
型
学
習
の
実
践
〞に
よって
、得
ら

れ
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。他
方
、こ
れ
ら
の
学
生
の
成
長
に
は
、

自
己
決
定
し
た
課
題
を
達
成
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
自
己
肯
定
感

に
対
す
る
賞
賛
を
用
い
た
承
認
と
、Tell-Sell

型
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

か
ら
、Ask-D

elegate

型
の
コ
ー
チ
ン
グ
へ
と
シ
フ
ト
チェン
ジ
し

た
教
育
ス
タ
イ
ル
が
重
要
で
あ
ろ
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

4 　
学
外
企
業
連
携
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る

　
　

教
育
的
価
値

　
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、３
年
次
の
春
学
期
開
講
直
後
に
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
や
豊
田
市
役
所
、イ
ベン
ト
企
画
会
社
、地
元
テ
レ
ビ
局
な

ど
、学
外
の
有
識
者
に
対
し
て
、ゼ
ミ
生
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に

し
た
企
画
立
案
を
10
分
程
度
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。さ
ら
に
、10
分
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
後
に

は
、有
識
者
に
よ
る
質
疑
応
答
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、〝
本
命

企
業
に
お
け
る
就
職
活
動
の
最
終
面
接
〞と
変
わ
ら
ぬ
緊
張
感
の

下
で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。こ
の
よ

う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
で
は
、自
分
達
の
仮
説
を
ロ
ジ
カ
ル
に
伝

え
ら
れ
る
能
力
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
一
種
の
経
験
型
学
習
に
よって
、そ
の
後
の
就
職
活
動
や
教

員
採
用
面
接
や
公
務
員
面
接
に
お
け
る
本
番
特
化
型
の
事
前
学

習
に
も
成
り
得
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

企
業
種
別
や
有
識
者
の
専
攻
分
野
に
よ
って
、複
数
の
異
な
る
指

摘
を
受
け
ら
れ
る
。そ
れ
ら
は
、学
生
に
と
って
自
分
に
は
な
い
価

値
観
や
発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
触
れ
る
素
晴
ら
し

い
機
会
と
な
る
。ま
た
、学
外
企
業
に
お
い
て
は
、学
生
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
数
回
に
わ
た
って
根
気
よ
く
継
続

す
る
こ
と
で
、企
業
や
有
識
者
側
か
ら
、ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
に
向

け
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。と
り
わ

け
、「ｒｅ
輪
」の
よ
う
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進

は
、そ
の
物
珍
し
さ
か
ら
企
業
側
への
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
効
果
も
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。故
に
、そ
の
費
用
対
効
果
の
良
さ
か
ら
、企
業
側

か
ら
運
営
資
金
と
な
る
対
価
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
、そ
の
資
金

に
よって
、「ｒｅ
輪
」が
生
み
出
す
環
境
保
全
デ
ー
タ
の
広
告
展
開

や
次
な
る
活
動（
２
０
２
３
年
度
は
地
域
ス
ー
パ
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
衣

類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
予
定
）費
用
の
捻
出
も
可
能
と
な
る
。

　
よって
、学
外
企
業
連
携
に
よ
る
教
育
的
価
値
は
、学
外
の
多
様

な
人
々
と
協
働
す
る
こ
と
で
身
に
つ
く
、発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、学
内
の
学
び
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
で
生
き
る

ス
キ
ル
の
構
築
と
、新
た
な
対
人
関
係
の
構
築
に
よって
得
ら
れ
た

視
点
か
ら
生
ま
れ
る
自
己
成
長
志
向
こ
そ
が
、教
育
的
価
値
と
言

え
よ
う
。

5　
結
語

　
本
稿
に
お
い
て
は
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
課
題
解
決
型
学

習
が
育
む
成
長
と
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、「ｒｅ
輪
」の
活
動
か
ら

考
察
を
進
め
て
き
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
成
果
は
、教
員
で
あ
る

私
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
知
的
好
奇
心
に
よって
生
み
出
さ
れ
る
柔

軟
な
思
考
と
、様
々
な
失
敗
を
成
長
の
機
会
と
し
て
諦
め
ず
に
改

善
を
続
け
る
姿
勢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。我
々
教
員

は
、い
つ
の
間
に
か
自
分
の
物
差
し
で
学
生
を
見
て
い
る
こ
と
に

よ
って
、学
生
が
自
ら
成
長
す
る
機
会
を
奪
って
い
る
可
能
性
に
つ

い
て
、も
う
一
度
再
思
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
す
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、す
で
に
ラ
ジ
オ
番
組
の
編

成
や
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ー
ド
の
開
発
、ア
ス
リ
ー
ト
の
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、自
分
の
物

差
し
を
脱
却
し
た
視
点
で
学
生
の
主
体
的
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
勤

し
み
た
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
、㈱
鈴
六
様
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱

様
、豊
田
市
役
所
様
、ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
様
、㈻
梅
村
学

園
様
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

て
い
る
。さ
ら
に
、回
収
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、１
㎏
10
円
で
購

入
い
た
だ
く
こ
と
で
回
収
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
カ
ッ
ト
で

き
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
廃
棄
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。な
お
、

㈱
鈴
六
と
の
連
携
事
業
は
、中
京
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
特
集
で
放
映

さ
れ
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　
一
方
、⑵
に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱
と
連
携

し
、「ｒｅ
輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
が
、世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
抑
制
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
の
可
視
化
を
実
現
し
て
い

る
。実
際
、半
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
に
よって
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
20
面
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
結
果
は
次
年
度
以
降
に
、「ｒｅ

輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
が
も
た
ら
す
環
境
保
全
効
果
と

し
て
、実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
学
生
に
お
け
る
活
動
の
多
く
が
戦
略
の
提
示
や
企
画
提
案
ま
で

の
産
学
連
携
事
業
を
占
め
る
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

組
織
で
あ
る「ｒｅ
輪
」の
活
動
は
、地
域
密
着
型
で
顧
客
を
獲
得

し
、２
つ
の
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
利
益
を
用
い
た
自
走
型

持
続
的
運
営
団
体
に
ま
で
至
って
い
る
。そ
こ
が
最
大
の
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う（﹇
資
料
２
﹈参
照
）。

　
　
　

3 　
実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
っ
て

　
　

得
ら
れ
る
学
生
の
成
長

　
前
述
し
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
に
よって
得
ら
れ
た
成
果
は
、当
初

予
定
し
た
以
上
の
成
果
と
なって
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、如
何
よ
う
に
、求
め
る
成
果
と
学
生
の
成
長
の
両
輪
を
育

む
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、溝
上
ほ

か※

５
が
示
し
た
、〝
社
会
生
活
の
中
で
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
解
決
す
る
過
程
で
、課
題
解
決
に
関
す
る
能

力
と
取
り
組
み
姿
勢
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
〞「
課
題
解
決
型
学

習（Problem
 Based Learning

：
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」を
実
践

し
て
い
る
。筆
者
は
、こ
れ
ら
の
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よって
学
生
が

成
長
す
る
か
否
か
を
分
け
る
重
要
な
点
は
、何
か
を
失
わ
な
い
た

め
に
実
践
す
る〝
防
御
的
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
な
く
、何
か

を
得
る
た
め
に
実
践
す
る〝
獲
得
型
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
あ
る

と
学
生
に
伝
え
て
い
る
。即
ち
、「
失
敗
し
な
い
」こ
と
を
前
提
に
取

り
組
む
実
践
課
題
設
定
で
は
な
く
、学
生
自
身
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
学
び
を
得
る
」こ
と
を
主
眼
と
し
た
実
践
課
題
の
設
定
が
、学

生
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
見
る・す
る・支
え
る
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
内
に
該
当
す
れ

ば
、自
由
に
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

学
生
の
成
長
に
は
、自
己
決
定
課
題
の
解
決
が
最
も
責
任
感
を

持
って
学
べる
題
材
で
あ
り
、そ
の
課
題
解
決
を
チ
ー
ム
で「
共
創
」

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、多
様
性
を
尊
重
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
、

学
生
の
成
長
は
加
速
度
的
に
高
ま
る
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、複
数

の
チ
ー
ム
で
異
な
る
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
、そ
の
進
捗
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
機
会
を
定
期
的
に
開
催
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1 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」活
動
の
目
的

　
近
年
、持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
る「Sustainable D

evelopm
ent G

oals ※

１（
以
下
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
略
記
す
る
）」活
動
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
動
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
庁※

２
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
内
外
に
推

進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会※

３
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
環
境

問
題
の
改
善
を
図
る
委
員
会
を
設
置
し
、よ
り
具
体
的
な「
ス

ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
あ
た
る
か
一

般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る※

４
。

　
そ
こ
で
、本
稿
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に

実
践
し
た「ｒｅ
輪
」活
動
に
よ
って
得
ら
れ
た
成
果
を
開
示
す
る

こ
と
で
、「
学
生
が
成
長
す
る
主
体
的
な
学
び
」の
一
事
例
を
提

案
す
る
。

　
同
時
に
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
践
す
る
、実
践
型
の
課
題
解
決

型
学
習
に
よ
って
得
ら
れ
る
学
生
の
成
長
と
、学
外
企
業
連
携
に

よ
って
創
出
さ
れ
る
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、実
際
の「ｒｅ
輪
」活

動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

2 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」の
成
果

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「
ｒｅ
輪
」の
発
足
は
、日
本
ス

ポ
ー
ツ
産
業
学
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
に
応
募
す
る
ア
イ
デ
ア
を
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
講
義
内
で
募
集

し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。実
際
に
学
生
が
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

で
掲
げ
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
競
技
引
退
後
に
廃
棄
処

分
と
な
る
ユニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
具
現
化
」で
あ
り
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペで
は
最
終
審
査
ま
で
進

み
、そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
に
招
待
論
文
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、学
部
生
の
う
ち
に
学
術
研
究

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

が
、「ｒｅ
輪
」の
成
果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
複
数
の
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
、資
金
調
達
も
含
め
た
自
走

式
の
活
動
団
体
と
し
て
、⑴
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ

ム
構
築
に
よ
る
廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
、⑵
回
収
再
利
用
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
の
可
視
化
、を
成

し
遂
げ
た
点
に
あ
る
。

　
⑴
に
お
け
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ
ム
つ
い
て

は
、①
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
販
売
シ
ス
テ
ム
と
、②

大
学
部
活
動
に
所
属
す
る
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ

ス
テ
ム
の
２
つ
を
構
築
し
、廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
に
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
す
る
子
供
の
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
率
を
高
め
る
た
め
の
無
料
回
収
イ
ベ
ン
ト

を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
と
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。段

ボ
ー
ル
30
箱
分
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
を
回
収
し
、回
収
し
た
子

供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、豊
田
市
役
所
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
課
が
豊
田
市

駅
前
で
１
年
に
数
回
開
催
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベン
ト
に
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
類
の
袋
詰
め
販
売（
３
０
０
円
の
小
袋・５
０
０
円
の
中
袋・

１
０
０
０
円
の
大
袋
の
３
種
類
を
用
意
）」を
行
って
い
る
。20
箱

程
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
販
売
に
よ
る
再
利
用
と
５
万
円
程
度

の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
。現
在
で
は
、家
計
に
優
し
く
子
供
ス

ポ
ー
ツ
服
が
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
抱
え
て
い
る

（﹇
資
料
１
﹈参
照
）。

　
ま
た
、②
に
つ
い
て
は
、衣
類
の
回
収
業
務
と
衣
類
全
般
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
愛
知
県
内
で
展
開
す
る
㈱
鈴
六
と
連
携
し
、大
学

内
に
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
回
収
ボッ
ク
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、当
初
の

目
的
で
あっ
た「
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
」が
構
築
さ
れ

す
る
こ
と
で
、課
題
を
解
決
す
る
た
め
の「
仮
説
」の
客
観
的
評
価

力
が
向
上
し
、自
ら
が
実
践
す
る
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決

策
を
導
出
す
る
思
考
力
が
成
長
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
で
得
ら
れ
る
学
生
の
成

長
は
、〝
自
ら
が
興
味
を
持
つ
課
題
〞の
自
己
設
定
と〝
多
様
性
を
尊

重
す
る
チ
ー
ム
型
で
の
課
題
解
決
型
学
習
の
実
践
〞に
よって
、得
ら

れ
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。他
方
、こ
れ
ら
の
学
生
の
成
長
に
は
、

自
己
決
定
し
た
課
題
を
達
成
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
自
己
肯
定
感

に
対
す
る
賞
賛
を
用
い
た
承
認
と
、Tell-Sell

型
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

か
ら
、Ask-D

elegate

型
の
コ
ー
チ
ン
グ
へ
と
シ
フ
ト
チェン
ジ
し

た
教
育
ス
タ
イ
ル
が
重
要
で
あ
ろ
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

4 　
学
外
企
業
連
携
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る

　
　

教
育
的
価
値

　
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、３
年
次
の
春
学
期
開
講
直
後
に
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
や
豊
田
市
役
所
、イ
ベン
ト
企
画
会
社
、地
元
テ
レ
ビ
局
な

ど
、学
外
の
有
識
者
に
対
し
て
、ゼ
ミ
生
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に

し
た
企
画
立
案
を
10
分
程
度
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。さ
ら
に
、10
分
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
後
に

は
、有
識
者
に
よ
る
質
疑
応
答
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、〝
本
命

企
業
に
お
け
る
就
職
活
動
の
最
終
面
接
〞と
変
わ
ら
ぬ
緊
張
感
の

下
で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。こ
の
よ

う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
で
は
、自
分
達
の
仮
説
を
ロ
ジ
カ
ル
に
伝

え
ら
れ
る
能
力
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
一
種
の
経
験
型
学
習
に
よって
、そ
の
後
の
就
職
活
動
や
教

員
採
用
面
接
や
公
務
員
面
接
に
お
け
る
本
番
特
化
型
の
事
前
学

習
に
も
成
り
得
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

企
業
種
別
や
有
識
者
の
専
攻
分
野
に
よ
って
、複
数
の
異
な
る
指

摘
を
受
け
ら
れ
る
。そ
れ
ら
は
、学
生
に
と
って
自
分
に
は
な
い
価

値
観
や
発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
触
れ
る
素
晴
ら
し

い
機
会
と
な
る
。ま
た
、学
外
企
業
に
お
い
て
は
、学
生
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
数
回
に
わ
た
って
根
気
よ
く
継
続

す
る
こ
と
で
、企
業
や
有
識
者
側
か
ら
、ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
に
向

け
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。と
り
わ

け
、「ｒｅ
輪
」の
よ
う
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進

は
、そ
の
物
珍
し
さ
か
ら
企
業
側
への
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
効
果
も
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。故
に
、そ
の
費
用
対
効
果
の
良
さ
か
ら
、企
業
側

か
ら
運
営
資
金
と
な
る
対
価
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
、そ
の
資
金

に
よって
、「ｒｅ
輪
」が
生
み
出
す
環
境
保
全
デ
ー
タ
の
広
告
展
開

や
次
な
る
活
動（
２
０
２
３
年
度
は
地
域
ス
ー
パ
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
衣

類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
予
定
）費
用
の
捻
出
も
可
能
と
な
る
。

　
よって
、学
外
企
業
連
携
に
よ
る
教
育
的
価
値
は
、学
外
の
多
様

な
人
々
と
協
働
す
る
こ
と
で
身
に
つ
く
、発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、学
内
の
学
び
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
で
生
き
る

ス
キ
ル
の
構
築
と
、新
た
な
対
人
関
係
の
構
築
に
よって
得
ら
れ
た

視
点
か
ら
生
ま
れ
る
自
己
成
長
志
向
こ
そ
が
、教
育
的
価
値
と
言

え
よ
う
。

5　
結
語

　
本
稿
に
お
い
て
は
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
課
題
解
決
型
学

習
が
育
む
成
長
と
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、「ｒｅ
輪
」の
活
動
か
ら

考
察
を
進
め
て
き
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
成
果
は
、教
員
で
あ
る

私
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
知
的
好
奇
心
に
よって
生
み
出
さ
れ
る
柔

軟
な
思
考
と
、様
々
な
失
敗
を
成
長
の
機
会
と
し
て
諦
め
ず
に
改

善
を
続
け
る
姿
勢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。我
々
教
員

は
、い
つ
の
間
に
か
自
分
の
物
差
し
で
学
生
を
見
て
い
る
こ
と
に

よ
って
、学
生
が
自
ら
成
長
す
る
機
会
を
奪
って
い
る
可
能
性
に
つ

い
て
、も
う
一
度
再
思
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
す
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、す
で
に
ラ
ジ
オ
番
組
の
編

成
や
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ー
ド
の
開
発
、ア
ス
リ
ー
ト
の
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、自
分
の
物

差
し
を
脱
却
し
た
視
点
で
学
生
の
主
体
的
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
勤

し
み
た
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
、㈱
鈴
六
様
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱

様
、豊
田
市
役
所
様
、ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
様
、㈻
梅
村
学

園
様
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

て
い
る
。さ
ら
に
、回
収
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、１
㎏
10
円
で
購

入
い
た
だ
く
こ
と
で
回
収
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
カ
ッ
ト
で

き
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
廃
棄
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。な
お
、

㈱
鈴
六
と
の
連
携
事
業
は
、中
京
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
特
集
で
放
映

さ
れ
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　
一
方
、⑵
に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱
と
連
携

し
、「ｒｅ
輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
が
、世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
抑
制
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
の
可
視
化
を
実
現
し
て
い

る
。実
際
、半
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
に
よって
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
20
面
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
結
果
は
次
年
度
以
降
に
、「ｒｅ

輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
が
も
た
ら
す
環
境
保
全
効
果
と

し
て
、実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
学
生
に
お
け
る
活
動
の
多
く
が
戦
略
の
提
示
や
企
画
提
案
ま
で

の
産
学
連
携
事
業
を
占
め
る
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

組
織
で
あ
る「ｒｅ
輪
」の
活
動
は
、地
域
密
着
型
で
顧
客
を
獲
得

し
、２
つ
の
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
利
益
を
用
い
た
自
走
型

持
続
的
運
営
団
体
に
ま
で
至
って
い
る
。そ
こ
が
最
大
の
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う（﹇
資
料
２
﹈参
照
）。

　
　
　

3 　
実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
っ
て

　
　

得
ら
れ
る
学
生
の
成
長

　
前
述
し
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
に
よって
得
ら
れ
た
成
果
は
、当
初

予
定
し
た
以
上
の
成
果
と
なって
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、如
何
よ
う
に
、求
め
る
成
果
と
学
生
の
成
長
の
両
輪
を
育

む
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、溝
上
ほ

か※

５
が
示
し
た
、〝
社
会
生
活
の
中
で
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
解
決
す
る
過
程
で
、課
題
解
決
に
関
す
る
能

力
と
取
り
組
み
姿
勢
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
〞「
課
題
解
決
型
学

習（Problem
 Based Learning

：
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」を
実
践

し
て
い
る
。筆
者
は
、こ
れ
ら
の
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よって
学
生
が

成
長
す
る
か
否
か
を
分
け
る
重
要
な
点
は
、何
か
を
失
わ
な
い
た

め
に
実
践
す
る〝
防
御
的
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
な
く
、何
か

を
得
る
た
め
に
実
践
す
る〝
獲
得
型
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
あ
る

と
学
生
に
伝
え
て
い
る
。即
ち
、「
失
敗
し
な
い
」こ
と
を
前
提
に
取

り
組
む
実
践
課
題
設
定
で
は
な
く
、学
生
自
身
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
学
び
を
得
る
」こ
と
を
主
眼
と
し
た
実
践
課
題
の
設
定
が
、学

生
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
見
る・す
る・支
え
る
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
内
に
該
当
す
れ

ば
、自
由
に
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

学
生
の
成
長
に
は
、自
己
決
定
課
題
の
解
決
が
最
も
責
任
感
を

持
って
学
べる
題
材
で
あ
り
、そ
の
課
題
解
決
を
チ
ー
ム
で「
共
創
」

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、多
様
性
を
尊
重
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
、

学
生
の
成
長
は
加
速
度
的
に
高
ま
る
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、複
数

の
チ
ー
ム
で
異
な
る
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
、そ
の
進
捗
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
機
会
を
定
期
的
に
開
催

※

１　
外
務
省
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
？

https://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.

htm
l

、２
０
２
３
年
３
月
10
日
最
終
閲
覧

※

２　
ス
ポ
ー
ツ
庁
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

https://w
w
w
.m

ext.go.jp/sports/b_m
enu/sports/m

catetop08
/list/1410259.htm

、２
０
２
３
年
３
月
10
日
最
終
閲
覧　

※

３　
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
２
０
２
０
）公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
定
款
、https://w

w
w
.japan-sports.or.jp/Portals/0/data 

/som
u/doc/teikan2018.06.22.pdf

、２
０
２
３
年
３
月
10
日
最
終
閲
覧

※
４　
來
田
享
子
、環
境
保
護
の
視
点
か
ら
み
る
ス
ポ
ー
ツ
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
調

査
研
究
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
ポ
ー
ツ
医・科
学
研
究
報
告
、２
０
２
０
。

※

５　
溝
上
慎
一
、成
田
秀
夫（
２
０
１
６
）ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と

探
究
的
な
学
習
、東
信
堂
。
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コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
１
年
ほ
ど
が
経
過
し
た
２
０
２
１
年
４
月
、

東
京
農
業
大
学
に
助
教
と
し
て
着
任
し
た
。
そ
れ
ま
で
筆
者
は
私

立
大
学
に
身
を
置
い
た
こ
と
が
な
く
、
学
生
数
の
多
さ
に
ま
ず
驚

い
た
。
着
任
し
て
間
も
な
く
行
わ
れ
た
入
学
式
は
、
学
科
ご
と
に

割
り
当
て
ら
れ
た
教
室
に
新
入
生
を
集
め
、
主
会
場
の
中
継
映

像
を
視
聴
す
る
形
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
特
有
の
対
応

か
ど
う
か
も
判
断
が
つ
か
な
かっ
た
。
各
学
年
で
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

顔
合
わ
せ
を
済
ま
せ
る
と
、
す
ぐ
に
前
学
期
の
授
業
が
始
まっ
た
。

前
任
の
大
学
で
授
業
の
一
部
を
分
担
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
主

担
当
と
し
て
授
業
を
受
け
持
つ
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
着
任
後

２
年
が
経
ち
、
授
業
実
践
に
あ
たって
多
く
の
苦
労
と
学
び
が
あ
っ

た
の
で
、
本
稿
で
は
講
義
と
実
習
の
２
つ
の
授
業
形
式
か
ら
振
り

返
り
た
い
。

　
ま
ず
、
筆
者
が
担
当
す
る
講
義
形
式
の
科
目
と
し
て
、
野
菜

の
生
態
、
栽
培
と
利
用
、
食
文
化
と
の
関
わ
り
な
ど
、
野
菜
に
つ

い
て
食
と
農
の
視
点
か
ら
教
え
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
学
科
の

必
修
科
目
で
あ
り
、
約
１
３
０
名
が
受
講
す
る
。
２
０
２
１
年
度

は
教
室
の
収
容
可
能
人
数
が
従
前
の
半
分
に
制
限
さ
れ
た
た
め
、

隣
り
合
う
２
つ
の
教
室
を
使
用
し
て
、
主
教
室
で
は
筆
者
が
対
面

で
講
義
し
、
副
教
室
へ
画
面
と
音
声
を
共
有
す
る
連
結
授
業
の

形
態
を
と
っ
た
。
着
任
し
て
間
も
な
い
緊
張
感
の
中
、
開
始
３０
分

前
か
ら
接
続
テ
ス
ト
を
し
て
初
回
の
授
業
に
臨
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
す
。
連
結
授
業
を
行
う
科
目
に
は
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
毎
回

配
置
さ
れ
、
接
続
の
補
助
を
し
て
く
れ
た
の
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
よ
う
な
教
育
支
援
体
制
は
、

授
業
に
不
慣
れ
な
教
員
に
は
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。
連
結
授
業

を
受
講
し
た
学
生
か
ら
は
、
机
が
広
く
使
え
る
な
ど
の
肯
定
的
な

意
見
が
あ
っ
た
一
方
、
教
員
の
い
な
い
教
室
で
は
授
業
に
参
加
し

て
い
る
実
感
が
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
筆
者
と
し
て
も
、
対

面
で
授
業
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
生
の
半
数
は
姿
が
見

え
な
い
状
態
で
あ
り
、
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
把
握
す
る
の
が
難

し
か
っ
た
。
従
前
で
あ
れ
ば
、
頷
き
や
挙
手
に
よ
っ
て
学
生
の
反

応
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、M

entim
eter

と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
授
業
実
践

― 
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
と
フィ
ー
ド
バッ
ク ―

間
合 

絵
里

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部 

助
教

私の授業実践 ～教育現場の最前線から～
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れ
、
教
員
と
学
生
の
や
り
と
り
の
機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
た
。
学

生
が
手
持
ち
の
デ
バ
イ
ス
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
投
げ
か
け
た
質
問

に
回
答
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
結
果
が
表
示
さ
れ
る
。
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
で
は
回
答
数
が
多

い
も
の
が
大
き
な
文
字
に
な
り
、
変
動
し
て
い
く
の
で
学
生
に
は

視
覚
的
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
。
ま
た
、
結
果
を
見
な
が
ら
そ

の
場
で
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
も
可
能
で

あ
っ
た
。
回
答
は
自
動
で
集
計
さ
れ
る
の
で
、
大
人
数
の
授
業
で

は
利
便
性
が
高
い
と
感
じ
た
。
ス
マ
ホ
に
慣
れ
た
Ｚ
世
代
の
学
生

に
と
って
、
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
は
取
っ
付
き
や
す
く
、
授

業
への
参
加
意
識
を
高
め
る
の
に
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
筆
者
が
学
生
の
頃
は
授
業
中
に
ス
マ
ホ
を
含
む
情

報
端
末
を
触
ら
な
い
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
た
。
コロ
ナ
禍
に
お
い
て

大
学
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
速
に
進
み
、
授
業
中
の
情
報
端
末

の
利
用
に
関
す
る
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し
た
。
学
生
の
興
味

を
引
き
、
積
極
的
に
授
業
へ
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
後
も

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
を
実
践

し
て
い
き
た
い
。

　
次
に
、
実
習
形
式
の
科
目
と
し
て
、
附
属
農
場
で
野
菜
を
栽

培
し
、
そ
の
生
産
加
工
技
術
を
習
得
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
科

目
は
、
農
作
業
の
実
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
重
き
を
置
い
て

い
る
。
２
０
２
１
年
度
か
ら
対
面
で
実
施
で
き
た
が
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
た
状
態
で
の
夏
の
農
作
業
は
苦
し
く
、
筆
者
も
学
生
も

熱
中
症
に
な
り
か
け
た
。
そ
れ
で
も
、
ト
マ
ト
の
葉
が
放
つ
独
特

の
匂
い
、
果
実
の
色
や
硬
さ
、
枝
を
切
る
音
な
ど
五
感
を
通
し
て

得
ら
れ
る
も
の
は
多
く
、
実
習
後
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
い
つ
も
農
業
に

対
す
る
驚
き
と
感
動
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
は
提
出
さ

れ
た
全
て
の
レ
ポ
ー
ト
に
目
を
通
し
、
返
却
し
て
い
る
。
こ
れ
は

学
生
の
理
解
度
を
確
か
め
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
の
現
場
で
湧
き

出
る
初
学
者
な
ら
で
は
の
疑
問
や
着
眼
点
を
吸
い
上
げ
て
実
習
内

容
を
見
直
し
、
授
業
改
善
を
図
る
た
め
で
も
あ
る
。
手
間
の
か
か

る
作
業
だ
が
、
今
後
も
継
続
し
た
い
。

　
最
後
に
、
早
い
も
の
で
２
０
２
３
年
度
は
筆
者
の
着
任
と
同
時

期
に
入
学
し
た
学
生
が
３
年
生
に
な
る
。
着
任
以
来
多
忙
な
日
々

が
続
い
て
い
る
が
、
活
力
に
溢
れ
た
学
生
達
と
過
ご
す
時
間
は
濃

く
、
元
気
を
も
ら
う
こ
と
も
多
い
。
学
生
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ

て
い
た
頃
と
比
べ
、
学
生
一
人
一
人
と
丁
寧
に
向
き
合
え
る
よ
う

に
なって
き
た
と
も
思
う
。
引
き
続
き
、
学
生
の
声
を
積
み
上
げ
、

互
い
に
実
り
あ
る
授
業
と
な
る
よ
う
邁
進
し
た
い
。
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明
日
へ
の
試
みは

じ
め
に

共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、２
０
２
３

年
度
よ
り「
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
」と
し

て
新
た
に
歩
み
だ
し
た
。一
般
的
に「
空
間
」を
つ
く
る
建
築
は
工
学

系
・
美
術
系
、「
モ
ノ
」を
つ
く
り
伝
達
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
美
術
系
だ

が
、「
空
間
」と「
モ
ノ
」は
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
生
活
の
場
は
成
り

立
た
な
い
。ど
ち
ら
も
末
永
く
使
い
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は「
美
し

い
空
間
・
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
」が
重
要
だ
。美
し
い「
空
間
」は
過
ご

し
や
す
く
、美
し
い「
モ
ノ
」は
使
い
や
す
い
。そ
の
美
し
さ
を
創
造
す

る
た
め
に
、本
学
に
お
い
て
は
、切
って
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
る
建

築
と
デ
ザ
イ
ン
を
融
合
し
、総
合
的
に
捉
え
創
造
す
る
、美
術
系
で

日
本
初
の
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
を
開
設
し
た
。

「
空
間
」と「
モ
ノ
」は
あ
く
ま
で
器
で
あ
り
、そ
れ
ら
は
人
が
関
わっ

て
初
め
て
生
き
た
も
の
に
な
る
。人
が
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、十
人

十
色
と
い
う
よ
う
に
10
人
い
れ
ば
10
通
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
、暮

ら
し
方
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、使
い
手
が
10
人
い
れ
ば
10
の

「
空
間
」と「
モ
ノ
」が
あ
り
、決
まった
解
答
が
な
い
。し
か
し「
空
間
」

「
モ
ノ
」は
１
つ
し
か
つ
く
れ
な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
解
答
の
中
か
ら
自
分

の
経
験
を
基
に
１
つ
の
解
答
を
導
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、実
社
会
に

お
い
て
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
等
、多
く
の
人
と
と
も
に

模
索
し
、つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
た
め
、「
空
間
」や「
モ
ノ
」

を
創
造
す
る
力
だ
け
で
な
く
、自
身
の
考
え
た「
空
間
」や「
モ
ノ
」の

良
さ
を
他
者
に
伝
え
る
能
力
も
と
て
も
大
切
だ
。本
学
部
で
は
実
社

会
で
生
じ
る
課
題
に
近
い
内
容
を
テ
ー
マ
と
し
た
課
題
解
決
型
授
業

共
立
女
子
大
学
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
・
　
堀 

啓
二 ﹇
建
築
•デ
ザ
イ
ン
学
部
長
﹈

美
術
の
視
点
で「
空
間
」「
モ
ノ
」を
つ
く
る
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に
力
を
入
れ
、そ
の
中
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
能
力
や
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
能
力
を
養って
い
く
。そ
し
て
、社
会
活
動
の
中
で
よ
り
良
い
生

活
の
場
を
つ
く
る
と
い
う
目
標
を
み
ん
な
で
共
有
し
、率
先
し
て
行
動

し
、み
ん
な
と
協
働
し
な
が
ら
居
心
地
の
良
い
、使
い
や
す
く
使
い
続

け
ら
れ
る「
空
間
」「
モ
ノ
」を
つ
く
る
過
程
を
通
し
て
、共
立
の
考
え

る
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
能
力
を
養って
い
く
。

1

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
総
合
演
習

本
学
部
は
建
築
コ
ー
ス（
建
築
分
野
、イ
ン
テ
リ
ア
分
野
、ま
ち

づ
く
り
分
野
）と
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス（
グ
ラ
フ
ィッ
ク
分
野
、プ
ロ
ダ

ク
ト
分
野
）の
２
コ
ー
ス
５
分
野
で
構
成
さ
れ
る
。

カ
リ
キ
ュラ
ム
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
考
慮
し
、建
築
と
デ
ザ
イ
ン

を
包
括
的
に
捉
え
る
基
礎
・
基
盤
と
な
る「
共
通
領
域
」、学
年
進

行
に
合
わ
せ
て
建
築
、デ
ザ
イ
ン
の
専
門
性
を
高
め
て
い
く「
建
築
領

域
」「
デ
ザ
イ
ン
領
域
」、そ
し
て
集
大
成
と
な
る
研
究
・
制
作
を
行

う「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
」で
構
成
さ
れ
る
。

本
学
部
の
特
徴
的
な
演
習
科
目
が
、建
築
と
デ
ザ
イ
ン
が
融
合

し
た「
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
総
合
演
習
」で
あ
る
。２
コ
ー
ス
で
ス
キ

ル
を
学
ん
だ
３
年
次
に
、神
保
町
の
活
性
化
を
目
指
し
、コ
ー
ス
を

ま
た
い
だ
混
合
チ
ー
ム
で
課
題
に
取
り
組
む
。地
元
の
方
々
を
交

え
た
最
終
発
表
会
を
行
い
、忌き

た
ん憚

な
い
意
見
を
頂
い
て
次
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
生
か
し
て
い
る
。地
域
連
携
の
一
つ
と
し
て
、学
生
に

とって
貴
重
な
体
験
の
場
と
なって
い
る
。

2
「
共
に
つ
く
る
」「
共
に
超
え
る
」場
を
つ
く
る

課
題
解
決
型
の
演
習
授
業
に
は
、「
共
に
つ
く
る（
友
と
つ
く

る
）」そ
し
て
お
互
い
に
高
め
合
い「
共
に
超
え
る（
友
を
超
え
る
）」

場
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
に「
ク
リ
エ
ー
ション
ス
タ
ジ
オ
」「
デ

ジ
タ
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」を
設
け
、制
作
環
境
の
充
実
を
図

る
。「
ス
タ
ジ
オ
」は
学
生
の
作
品
制
作
ス
ペ
ー
ス
。週
１
日
だ
が
学

生
が
自
分
の
ブ
ー
ス
を
持
ち
、互
い
に
自
分
の
作
品
を
見
せ
合
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
高
め
、想
像
力
や
表
現

力
を
培
う
。「
ラ
ボ
」は
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
作
品
制
作
・
実
験
ス
ペ
ー

ス
。作
品
を
制
作
す
る
た
め
の
工
作
機
械
や
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、Ｖ
Ｒ
や
照
明
実
験
ツ
ー
ル
な
ど
、他
の
競
合
大
学

に
は
な
い
最
先
端
の
機
器
を
導
入
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、本
学
部
で
は
人
の
生
活
・
活
動
を
豊
か
に
す

る
場
を
創
造
で
き
る
学
生
を
輩
出
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。



　
合
唱
団
に
よ
る
武
蔵
大
学
讃
歌
の

コ
ー
ラ
ス
が
済
ん
だ
途
端
、本
学
園

の
大
講
堂
は
大
き
な
拍
手
の
渦
に
包

ま
れ
た
。２
０
１
４
年
度
の
入
学
式

で
の
こ
と
で
あ
る
。例
年
、式
次
第
最

後
の
こ
の
合
唱
は
、讃
歌
の
美
し
さ

に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。そ
う
感
じ

た
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
く
、そ
の

場
に
い
た
新
入
生
や
親
御
さ
ん
、来

賓
の
方
々
も
皆
同
じ
思
い
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。感
動
を
他
人
と
共
有
す

る
と
い
う
温
か
な
思
い
を
味
わ
っ
た

ひ
と
時
で
あ
る
。

　
式
後
の
来
賓
と
の
懇
談
会
で
、同

窓
会
会
長
か
ら「
同
窓
会
の
集
ま
り

で
武
蔵
大
学
讃
歌
を
歌
う
と
、讃
歌

自
体
を
知
ら
な
い
卒
業
生
も
多
い
」

と
苦
言
を
呈
さ
れ
た
。運
動
部
の
強

い
大
学
で
は
な
い
の
で
、肩
を
組
み
校
歌
を
歌
って
応
援
す
る
場
面
と

い
う
の
が
な
い
本
学
で
は
あ
る
が
、ク
ラ
ブ
活
動
の
打
ち
上
げ
で
は
、

部
員
が
み
ん
な
で
讃
歌
を
歌
う
と
い
う
伝
統
は
続
い
て
い
た
。一
般

学
生
も
何
か
の
時
に
讃
歌
を
口
ず
さ
む
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
れ
ば
よ

い
と
願
って
い
た
私
は
、キ
ャン
パス
に
流
れ
る
チ
ャ
イ
ム
を
武
蔵
大
学

讃
歌
に
し
た
い
と
い
う
構
想
を
皆
に
披
露
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
こ
の
ア
イ
デ
ア
に
賛
同
し
て
く
れ
た
当
時
の
学
長
、ま
た
音

楽
ア
プ
リ
で
試
作
を
繰
り
返
し
て
く
れ
た
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
部

長
の
Ｉ
教
授
の
お
か
げ
で
、展
開
が
予
想
以
上
に
早
く
進
ん
だ
。

　
小
さ
な
大
学
ゆ
え
に
教
員
と
職
員
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
功
を

奏
し
、こ
の
年
の
後
学
期
に
、つ
い
に
武
蔵
大
学
讃
歌
が
チ
ャ
イ
ム

と
なって
響
き
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
讃
歌
は
、本
学
第
１
回
卒
業
生
が
経
済
学
部
在
学
中
に

『
武
蔵
評
論
』と
い
う
冊
子
に
掲
載
し
た
詩
が
歌
詞
の
ル
ー
ツ
で
、

冊
子
を
読
ん
だ
音
楽
部
の
学
生（
本
学
第
４
回
卒
業
生
）が
そ
れ

に
曲
を
つ
け
、１
９
５
４
年
の
本
学
第
２
回
の
卒
業
式
に
発
表
さ

れ
た
。

　
有
名
な
作
詞
家
、作
曲
家
が
作
ら
れ
た
立
派
な
校
歌
を
お
持
ち

［武蔵大学］

学生が作った校歌をチャイムに
―武蔵大学讃歌―

織戸 光明　学校法人根津育英会武蔵学園 事務局長

加盟校の幸福度ランキングアップ 《チャイム編１》
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の
大
学
も
あ
る
中
で
、学
生
自
身
が
武
蔵
大
学
で
の
生
活
の
中
か

ら
、そ
の
歌
詞
や
曲
に
大
学
への
熱
い
思
い
を
刻
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
は
、７０
年
近
く
経
って
も
、胸
の
熱
く
な
る
思
い
を
強
く
持
つ
。

　
チ
ャ
イ
ム
を
武
蔵
大
学
讃
歌
に
変
え
た
と
い
う
小
さ
な
変
化

に
、学
生
が
ど
れ
だ
け
気
づ
い
た
だ
ろ
う
か
。当
時
、特
別
大
き
な

反
響
は
な
かっ
た
が
、授
業
の
開
始・終
了
を
知
ら
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

は
、学
生
た
ち
の
耳
の
奥
底
に
ひっ
そ
り
と
残
り
続
け
て
い
る
と
思

い
た
い
。ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
讃
歌
に
馴
染
み
が
あ
る
学
生

ら
が
、こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
知
ら
な
い
学
生
達
に
教
え
て
い
る
と
い

う
話
が
私
の
耳
元
に
入
っ
た
時
に
は
口
元
が
緩
ん
だ
。

　
こ
の
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
同
じ
空
間
を
過
ご
し
て
い
る
学
生
、教

職
員
共
々
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で「
武
蔵
大
学
讃
歌
」に
馴
染

み
、そ
し
て
、特
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、愛

校
心
が
醸
成
さ
れ
た
ら
と
い
う
願
い
が
あ
る
。チ
ャ
イ
ム
は
、そ
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。４
年
間
と
い
う
時
間
を
こ
の
緑
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
、「
あ
ぁ
、幸
福
な
時
間
だ
っ
た
」と
思
って
も

ら
い
た
い
。当
時
流
行
し
た
音
楽
を
耳
に
し
た
と
き
に
過
去
を
振

り
返
る
こ
と
は
誰
に
で
も
よ
く
あ
る
。大
学
時
代
を
懐
か
し
む
と

き
に
、も
し
こ
の
チ
ャ
イ
ム
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
誰
か
の
頭
の
中
で
流
れ

て
い
て
く
れ
た
ら
本
望
で
あ
る
。

［写真］緑豊かなキャンパスを流れる濯川（すすぎがわ）と武蔵大学讃歌

愛
校
心
を
育
む
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龍
谷
大
学
に
は
３
８
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
、チ
ャ
イ
ム
も
３
８
０
年

以
上
に
わ
た
っ
て
絶
え
る
こ
と
な
く

時
刻
や
行
事
を
知
ら
せ
て
き
た
。

　
本
学
は
、仏
教
の
僧
侶
養
成
の
学

寮（
学
林
）を
起
源
と
し
て
い
る
。当

初
は
仏
教
寺
院
に
よ
く
見
ら
れ
る

う
ん
ぱ
ん

雲
版
と
い
う
雲
の
形
を
し
た
板
を
た

た
い
て
時
刻
を
告
げ
て
い
た
。雲
版

は
、大
宮
学
舎
の
本
館（
重
要
文
化

財
）に
設
置
さ
れ
て
い
て
、大
学
で
営

ま
れ
る
法
要
の
開
始
を
伝
え
る
行
事

鐘
と
し
て
、現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
明
治
に
な
り
、学
生
や
建
物
が
増

え
て
く
る
と
、正
門
の
側
の
高
い
柱

に
鐘
が
取
り
付
け
ら
れ
、紐
を
揺
ら

し
て
鳴
ら
す
よ
う
に
な
る
。そ
の
カ

ラ
ン
コ
ロ
ン
の
音
色
は
、当
時
の
大
学
の
佇
ま
い
と
、正
門
で
一
礼

し
て
入
っ
て
く
る
学
生
の
様
子
と
と
も
に
、本
学
ら
し
さ
を
醸
し

出
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。現
在
、そ
の
鐘
は
使
わ
れ
て
い
な

い
が
、本
学
の
歴
史
を
伝
え
る
証
人
と
な
って
、今
も
当
時
と
同
じ

場
所
で
私
た
ち
を
見
守
って
く
れ
て
い
る
。

　
１
９
６
０
年
、新
た
に
深
草
学
舎
が
開
学
し
、広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

に
チ
ャ
イ
ム
の
音
を
届
け
る
た
め
の
放
送
設
備
を
導
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。と
こ
ろ
が
、当
時
は
既
製
品
し
か
選
択
肢
が
な
く
、多

く
の
学
校
で
採
用
さ
れ
て
い
た
ウ
ェス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
鐘
の
メ
ロ

デ
ィ
が
本
学
で
も
採
用
さ
れ
た
。現
在
の
チ
ャ
イ
ム
に
な
っ
た
の
は

１
９
７
８
年
で
、そ
の
メ
ロ
デ
ィ
は
仏
教
讃
歌
の「
四
弘
誓
願
」と
い

う
曲（
小
松
清
作
曲
）を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
だ
。全
国
で
吹
き
荒

れ
た
大
学
紛
争
の
嵐
が
よ
う
や
く
収
ま
り
、教
育
の
復
興
だ
け
で

な
く
、建
学
の
精
神
で
あ
る
浄
土
真
宗
の
精
神
に
根
ざ
し
た
学
生

の
主
体
性
や
独
自
性
を
育
む
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
中
で
導
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
四
弘
誓
願
と
は
、仏
に
な
ろ
う
と
す
る
菩
薩
が
お
こ
す
四
つ
の

チ
ャ
イ
ム
に
込
め
た
思
い

大
学
の
歴
史
を
刻
む

チ
ャ
イ
ム

［龍谷大学］

チャイムにはチャイム以上の意味がある
安食 真城　龍谷大学宗教部課長

加盟校の幸福度ランキングアップ 《チャイム編１》
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誓
い
。「
す
べて
の
人
を
救
い
た
い
」、「
す
べて
の
煩
悩
を
な
く
し
た

い
」、「
す
べて
の
真
理
の
教
え
を
学
び
た
い
」、「
す
べて
の
悟
り
を

得
た
い
」と
い
う
広
大
な
誓
い
の
こ
と
で
あ
る
。四
弘
誓
願
の
チ
ャ

イ
ム
は
、自
己
中
心
的
な
見
方
を
離
れ
、あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
見

つ
め
、理
想
に
向
か
って
歩
み
だ
す
力
強
い
決
意
で
あ
り
、本
学
に

学
び
集
う
人
に
建
学
の
精
神
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
、建
学
の
精
神

を
実
践
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
て
龍
谷
大
学
の
チ
ャ
イ
ム
を
聴
い
た
人
は
、誰
も
が
そ
の

厳
か
な
メ
ロ
デ
ィ
に
驚
く
は
ず
だ
。「
怖
い
」、「
不
気
味
」と
感
じ
る

人
も
い
る
と
聞
く
。と
こ
ろ
が
、こ
れ
を
毎
日
、何
度
も
聴
い
て
い
る

と
、や
が
て
と
て
も
落
ち
着
く
メ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

学
生
た
ち
に
感
想
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
龍
谷
大
学
な
ら
で
は

だ
な
ぁって
思
い
ま
す
」、「
落
ち
着
い
て
い
て
私
は
好
き
で
す
」と

い
う
声
が
多
かっ
た
。中
に
は「
チ
ャ
イ
ム
が
1
分
以
上
あ
って
長
い

の
で
遅
刻
を
免
れ
た
！
」と
い
う
声
も
。龍
大
生
に
と
って
チ
ャ
イ

ム
は
と
て
も
身
近
で
親
し
い
も
の
な
の
だ
。当
初
の
違
和
感
が
、や

が
て
私
た
ち
の
身
体
に
染
み
込
ん
で
、建
学
の
精
神
を
体
現
し
て
い

く
心
の
血
液
と
なって
い
く
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、龍
谷
大
学
の
チ
ャ
イ
ム
は
他
に
２
種
類
あ
り
、朝
の

最
初
の
チ
ャ
イ
ム
は「
朝
の
う
た
」（
杉
崎
大
愚
作
詞・末
広
恭
雄

作
曲
）、一
日
の
最
後
の
チ
ャ
イ
ム
は「
夕
べの
う
た
」（
渡
辺
千
秋

作
詞・藤
井
制
心
作
曲
）と
い
う
仏
教
讃
歌
が
使
わ
れ
て
い
る
。朝

に
は
一
日
の
始
ま
り
を
喜
び
自
分
の
務
め
を
果
た
す
気
持
ち
を
高

揚
さ
せ
、授
業
の
合
間
に
は
学
び
と
実
践
を
促
し
、最
後
に
は
自
ら

を
静
か
に
省
み
る
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
って

い
る
。

　
耳
に
も
心
に
も
心
地
よ
く
、人
生
を
潤
し
て
く
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
。

龍
谷
大
学
の
チ
ャ
イ
ム
に
は
チ
ャ
イ
ム
以
上
の
意
味
が
あ
る
。

［写真］大宮学舎本館の雲版
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白
百
合
女
子
大
学
は
、カ
ト
リ
ッ

ク
系
の
女
子
大
学
で
あ
る
。本
学
の

設
立
母
体
で
あ
る
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ

ウ
ロ
修
道
女
会
は
、１７
世
紀
末
に
フ

ラ
ン
ス
の
寒
村
で
誕
生
し
、当
時
の

貧
し
い
人
々
を
擁
護
し
、女
性
や
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
力
を
注
い
で
き

た
。そ
の
活
動
は
や
が
て
世
界
各
地

に
及
び
、１
８
７
８
年
に
は
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
３
名
の
ス
ー
ル（
修
道
女
）に

よ
って
函
館
に
修
道
院
が
創
設
さ
れ

た
。そ
の
後
、東
京
、盛
岡
、仙
台
、八

代
、神
奈
川
に
活
動
拠
点
を
広
げ
、

１
９
６
５
年
に
本
学
が
設
立
さ
れ
、

今
年
で
５９
年
目
を
迎
え
る
。

　
調
布
市
の
緑
ヶ
丘
に
位
置
す
る
本

学
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、ま
る
で
童
話
の
世
界
に

迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な

光
景
が
展
開
す
る
。東
京
ド
ー
ム
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
誇
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
と
草

花
が
植
え
ら
れ
、小
鳥
や
小
動
物
が
棲
息
す
る
、ま
さ
に「
白
百
合

の
森
」で
あ
る
。ま
た
、レ
ン
ガ
造
り
の
チ
ャペル
か
ら
は
、正
午
と
午

後
６
時
に
ア
ン
ジ
ェラ
ス
の
鐘
の
音
が
辺
り
一
面
に
鳴
り
渡
る
。建

学
以
来
、知
性
と
感
性
と
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
実
践
を
伝
統
と

し
て
き
た
本
学
で
、学
生
た
ち
は
恵
み
豊
か
な
自
然
の
中
で
、自
由

に
の
び
の
び
と
大
学
生
活
を
満
喫
し
て
い
る
。

　
２
０
２
２
年
６
月
２９
日
、本
学
で
は
授
業
の
開
始・終
了
時
の

チ
ャ
イ
ム
音
を
、従
来
の
も
の
か
ら
校
歌
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
変
更
し
た
。カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、６
月

２９
日
は「
聖
ペ
ト
ロ 

聖
パ
ウ
ロ
使
徒
の
祝
日
」で
あ
り
、本
学
の
創

立
記
念
日
に
あ
た
る
。こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
、学
生
が
校
歌
に
慣

れ
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、愛
校
心
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、チ
ャ
イ
ム
音
の
変
更
に
至
っ
た
。

　
校
歌
の
歌
詞
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　
　
　
一　
清
く
か
ん
ば
し
白
百
合
の

　
　
　
　
　
花
を
心
の
わ
れ
ら
が
い
の
ち

　
　
　
　
　
人
の
道
に
は
咲
か
せ
て
ぞ

　
　
　
　
　
神
と
国
と
に
捧
げ
ま
つ
ら
ん

［白百合女子大学］

校歌をアレンジしたチャイムの調べ
髙山 貞美　白百合女子大学学長

加盟校の幸福度ランキングアップ 《チャイム編１》
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二　
聖
女
ジ
ャ
ン
ヌ
が
か
か
げ
て
し

　
　
　
　
　
至
誠
の
旗
に
正
義
の
つ
る
ぎ

　
　
　
　
　
お
み
な
の
た
ま
し
い
こ
も
り
た
る

　
　
　
　
　
い
の
ち
の
し
る
し
白
百
合
の
花

　
作
詞
は
高
名
な
宗
教
学
者
で
、文
人
と
し
て
も
優
れ
た
才
能
を

有
し
た
姉
崎
正
治（
１
８
７
３
〜
１
９
４
９
）で
あ
り
、作
曲
は「
春

よ
来
い
」「
靴
が
鳴
る
」「
雀
の
学
校
」な
ど
童
謡
の
作
曲
家
と
し

て
も
知
ら
れ
る
弘
田
龍
太
郎（
１
８
９
２
〜
１
９
５
２
）で
あ
る
。

　
歌
詞
の
一
番
と
二
番
に「
白
百
合
の
花
」が
登
場
す
る
。白
百
合

は
、聖
母
マ
リ
ア
を
象
徴
す
る
花
と
さ
れ
、キ
リ
ス
ト
教
美
術
で
は

マ
リ
ア
が
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
お
告
げ
を
受
け
る「
受
胎
告
知
」の

場
面
に
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。清
ら
か
で
優
し
く
、真
の
強
さ
を
内

に
秘
め
た
女
性
を
象
徴
す
る
花
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、歌
詞
の
二
番
に
は
ジ
ャ
ン
ヌ・ダ
ル
ク
の
名
が
出
て
く
る
。

ジ
ャ
ン
ヌ・ダ
ル
ク
は
、英
仏
百
年
戦
争
で
祖
国
を
勝
利
に
導
い
た

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
的
英
雄
で
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は「
聖
女
」と
さ

れ
て
い
る
。彼
女
は
白
銀
の
甲
冑
を
身
に
ま
と
い
、右
手
に
剣
、左

手
に
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
の
名
を
記
し
た
軍
旗
を
掲
げ
、白
馬
に
乗
っ

て
オ
ル
レ
ア
ン
に
進
撃
し
、イ
ギ
リ
ス
軍
か
ら
解
放
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。そ
の
勇
ま
し
さ
が
校
歌
の
一
節
に
謳
わ
れ
て
い
る
理
由
と
し

て
、時
代
背
景
は
異
な
る
も
の
の
、揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
持
ち
、愛

と
正
義
に
基
づ
い
て
神
と
祖
国
の
た
め
に
行
動
し
た
潔
さ
を
讃
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、本
学
の
校
歌
は
本
学
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、白
百

合
ファ
ミ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
国
内
に
あ
る
姉
妹
校（
幼・小・中・高・

大
）に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。し
た
が
って
、チ
ャ
イ
ム
音
を
変
更

し
た
後
、卒
業
生
が
久
し
ぶ
り
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
し
た
折
や
、姉

妹
校
の
生
徒
た
ち
が
本
学
を
訪
問
し
た
際
に
、そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

耳
に
す
る
と
懐
か
し
さ
が
込
み
あ
げ
、何
と
も
言
え
な
い
親
し
み
や

一
体
感
を
感
じ
る
そ
う
で

あ
る
。校
歌
を
歌
う
機
会

も
入
学
式
や
学
位
記
授
与

式
な
ど
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ

た
現
状
に
お
い
て
、日
々
流

れ
る
チ
ャ
イ
ム
の
調
べ
が
学

生
た
ち
の
心
に
帰
属
意
識

を
促
す
一
助
と
な
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

［写真］キャンパスの風景
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かんぜ・さぶろうた
1999年生まれ、東京都出身。二十六世観
世宗家・観世清和の嫡男として生まれる。
3歳より父である観世清和に師事。5歳の
時に「鞍馬天狗」で初舞台を踏む。その
後、2009年に10歳で初シテを勤める。
2022年に立教大学法学部を卒業後も能
楽師として舞台に立ち続ける。
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN
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の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た

人
生
で
能
楽
師
で
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

過
去
の
自
分
を
恥
ず
か
し
く

思
え
る
の
は
成
長
し
た
証

近
く
て
遠
い
存
在
で
あ
る
父

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

観世 三郎太さん

の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN
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の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
で
深
め
た
知
識
と
教
養
が

芸
の
助
け
と
な
る

外川 智恵さん

の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN
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の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

能
楽
の
基
本
を
崩
さ
ず

若
い
世
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い

　
イ
ン
タ
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の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN
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の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
で

一
つ
の
舞
台
を
作
り
上
げ
る

の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN
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の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た

ど
ん
ち
ょ
う
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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タ
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伝
統
芸
能
だ
か
ら
と
構
え
ず

肩
の
力
を
抜
い
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い

の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN
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の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た

は
や
し
か
た
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が
能
楽
師
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
。

外
川　
ご
自
身
の
舞
い
方
は
変
化
す
る
も
の
で
す
か
。自
分
の
舞

が
変
化
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
過
去
の
自
分
の
舞
の
映
像
を
見
比
べて
み
る
と
、１
年
の

間
で
も
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。自
分
で
言
う
の

も
な
ん
で
す
が
、や
は
り
ち
ゃ
ん
と
稽
古
の
成
果
が
表
れ
て
レ
ベ
ル

が
上
が
って
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

外
川　
そ
の
こ
と
を
私
自
身
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、当
時
は
そ
れ
が
正
し
い
と
思
って
い
た
の
に
、

数
年
後
に
映
像
を
見
返
し
た
時
、今
と
は
解
釈
が
違
っ
た
り
し
て

恥
ず
か
し
く
な
り
、も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
反
省
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
ご
自
身
の
過
去
の
舞
を
見
て
、そ

の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
何
年
も
前
の
舞
を
見
る
と
、確
か
に
あ
の
時
は
未
熟
だ
っ

た
と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、恥
ず
か
し
い
と
思

え
る
こ
と
自
体
が
、自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。過
去
の
映
像
を
見
る
こ
と
は
、努
力
は
裏

切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
も
実
感
で
き
る
方
法
な
の
で
、恥
ず

か
し
い
と
思
って
も
、時
々
、見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、お
父
さ
ま
か
ら
能
楽
の
指
導
を
受

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。お
父
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
な
の
で
す
か
。

観
世　
父
親
で
す
か
ら
家
族
と
し
て
自
分
に
と
って
一
番
近
い
存

在
な
の
で
す
が
、能
楽
師
と
し
て
は
一
番
遠
い
存
在
で
す
。ま
さ
に

近
く
て
遠
い
存
在
で
す
ね
。

外
川　
父
親
と
い
う
よ
り
も
先
生
と
し
て
接
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
の
で
し
ょ
う
ね
。稽
古
中
に
は
、叱
る
な
ど
厳
し
く
ご
指
導

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
一
度
も
叱
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。父
が
先
生
と
し
て
稽
古

を
つ
け
る
時
は
、僕
を
子
ど
も
で
は
な

く
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
い
ま
す
。で

す
か
ら
、お
互
い
に
敬
語
で
接
し
ま
す

し
、声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。何
か
間
違
っ
た
時
に
は
、冷
静

に「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」と
言
わ
れ
る
だ
け
で
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わって
き
ま
す
。

観
世　
能
楽
師
と
し
て
は
、や
は
り
舞
台
に
立
っ
て
い
る
時
の

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
全
然
違
い
ま
す
。生
き
て
い
る
う
ち
に

追
い
付
く
こ
と
が
、か
な
え
た
い
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。父
と
し
て

は
、忙
し
い
中
で
も
家
族
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
今

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。学
校
の
卒
業
式
や
運
動
会
に
も
来
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
う
い
う
日
は
だ
い
た
い
土・日
で
、舞
台
が
あ
る
ん

で
す
。し
か
し
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
参
加
し
て
か
ら
、舞
台
に
直
行
し

た
り
、家
族
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
も
っ
と
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、今
に
な
って
み
る
と
そ
の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。今
の

僕
よ
り
も
も
っ
と
忙
し
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、家
族
の
た
め
に
時
間

を
作
って
く
れ
て
い
た
。自
分
だ
っ
た
ら
無
理
だ
な
と
思
って
し
ま

い
ま
す
ね
。能
楽
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
家
族
も
大
事
に

す
る
姿
勢
は
、僕
も
見
習
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
立
教
大
学
を
卒
業
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、大
学
生
活

を
振
り
返って
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

観
世　
２
年
生
の
頃
か
ら
コロ
ナ
禍
の

影
響
で
あ
ま
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
通
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
って
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。能
楽
の

世
界
に
没
頭
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分

が
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

外
川　
学
問
と
能
楽
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
稽
古
や
舞
台
が
あ
っ
た
の
で
、授
業
に
出
席
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

外
川　
忙
し
い
学
生
生
活
の
中
で
も
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

授
業
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
世　
一
番
印
象
に
残
って
い
る
の
は
ゼ
ミ
で
す
ね
。と
て
も
刺
激
的

で
し
た
。法
律
だ
け
で
な
く
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
った
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
につ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
で
す
が
、普
段
、

自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
掘

り
下
げ
た
こ
と
で
、知
識
も
教
養
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
川　
知
識
や
教
養
が
、舞
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、知
識
や

経
験
か
ら
登
場
人
物
の
心
情
の
機
微
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、

舞
い
方
も
微
妙
に
変
わって
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
法
学
を
学
ぶ
中
で
、能
楽
と
共
通
す
る
点
な
ど
新
し
い
発

見
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
世　
法
学
に
限
ら
ず
、学
問
を
極
め
る
に
は
、本
を
読
ん
で
先

人
の
知
恵
を
学
ん
だ
り
、自
分
で
考
え
を
深
め
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
な
い
と
、理
解
し
た
つ
も
り
で
理
解
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
能
楽
の
場
合
も
同
じ
で
す
。一
方

で
、学
問
は
勉
強
し
て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
に
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、法
学
の
場
合
は
法
律
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
点
、能
楽
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
不
変
の
も
の
で
す
。学
問
は
学
ぶ
中
で
新
し
い
も
の
や
変

化
が
生
ま
れ
ま
す
が
、能
楽
は
既
存
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
。

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外
川　
能
楽
は
多
く
の
人
に
と
って
身
近
と
は
言
い
難
い
も
の
か

と
思
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
人
に
と
って
は
馴
染
み
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
若
い
世
代
の
人
間
と
し
て
、三

郎
太
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

観
世　
若
い
世
代
は
伝
統
芸
能
に
興
味
が
な
い
と
思
って
い
る
方
が

多
い
で
す
が
、そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。逆
に

関
心
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
、観
に
行
く
の
を
た
め
らって
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、周
り
の
友
人
に
も
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

自
分
の
よ
う
な
若
者
が
行
って
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
。ネ
ッ
ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
発
達
し
て
、何
か

あった
ら
す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
す
か

ら
、気
持
ち
が
繊
細
に
なって
し
まって
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
川　
確
か
に
。服
装
や
鑑
賞
の
仕
方
な
ど
、自
分
が
そ
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。今
の
若
い
人
は
意
外
と
周
囲
に
対
し
て
敏

感
で
、礼
儀
作
法
な
ど
も
気
に
す
る
ん
で
す
。公
演
中
、う
と
う
と

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、若
者
は
頑
張
って
眠
気
に
耐

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、公
演
前
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
演
目
に
つ
い
て
調
べて
、予
備
知
識
を
つ
け
て
観
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。今
後
は
能
楽
堂
と
い
う
場
所
が
、そ
ん

な
に
堅
苦
し
い
場
所
で
は
な
く
、若
い
人
に
も
も
っ
と
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
場
所
な
の
だ
と
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
川　
能
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
仮
想
現
実
空
間
を
再
現
し
て
上
演
す
る『
Ｖ
Ｒ
能 

攻
殻

機
動
隊
』な
ど
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
入

り
口
に
能
楽
堂
や
実
際
の
舞
台
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、新
し
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら

も
能
楽
の
基
本
を
崩
さ
な
い
こ
と
を
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。基
本
を
崩
さ
ず
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。

基
本
を
知って
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
わ
れ
わ
れ
に
と
って
は
能
楽
の
基
本
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。た
と
え
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
面
白

い
試
み
で
も
、伝
え
た
い
能
楽
の
姿
と
違
っ
て
い
れ
ば
、で
き
な
い

と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。や
は
り
、能
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
は

し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
楽
の
精
神
性

や
芸
術
性
な
ど
を
、しっか
り
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

観
世　
日
本
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、基
本
を
崩
さ
ず
に
続
け
ら
れ
て
き
た
芸
能

は
他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
僕
自
身
も
言
葉
に
表
し
き
れ

な
い
神
聖
さ
と
い
う
も
の
を
能
楽
に
は
感
じ
ま
す
。

外
川　
神
聖
さ
。能
楽
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。そ
の
能
楽
の
真
髄
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

観
世　
能
楽
の
世
界
で
は
、舞
台
だ
け
で
な
く
、見
え
な
い
所
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。普
通
の
演
劇
の
場
合
、緞
帳
が
上
が
って
芝

居
が
始
ま
り
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
舞
台
上
への
出
入
り
も
見

せ
る
。そ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、出
入
り
の
際
に
も
細
か
な
決
ま
り

事
が
あ
り
、し
っ
か
り
気
持
ち
を
入
れ
て
臨
む
の
で
す
。そ
の
た
め

に
、楽
屋
で
は
お
し
ゃべ
り
を
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ

と
も
な
く
、正
座
を
し
て
先
輩
の
舞
台
の
様
子
に
耳
を
傾
け
た

り
、自
分
の
気
持
ち
を
高
め
た
り
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台

上
で
は
見
え
な
い
努
力
や
気
持
ち
の
入
れ
方
が
、観
客
の
皆
さ
ま

に
も
伝
わって
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
に
見
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、能
楽
で

は〝
息
を
合
わ
せ
る
〞こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
伺
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

観
世　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、楽
譜
を
も
と
に
演
奏
し
ま
す

が
、能
楽
の
音
と
い
う
の
は
、完
璧
に
楽
譜
で
表
し
切
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、〝
息
を
盗
む
〞と
い
う
表
現
を
す
る
の

で
す
が
、囃
子
方
が
息
を
吸
う
音
を
聞
い
た
り
、自
分
の
中
で
コ

ミ（
次
の
動
作
に
移
る
際
の
間
）を
取
っ
た
り
し
て
、タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
て
互
い
に
息
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
、演
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。舞
台
だ
け
で
な
く
、楽
屋
か
ら
心
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う

に
、楽
屋
は
個
室
で
は
な
く
、演
者
同
士
の
姿
が
見
え
る
よ
う
な

空
間
に
な
って
い
ま
す
。

外
川　
現
代
演
劇
で
は
、演
出
家
が
舞
台
を
取
り
仕
切
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、能
楽
の
場
合
は
み
ん
な
で
舞
台
を
作って
い
く
の
で
す
ね
。

観
世　
能
楽
に
は
演
出
家
は
い
ま
せ
ん
が
、シ
テ（
主
役
）が
舞
台

の
軸
に
な
って
い
ま
す
。演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
が
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
も
、そ
れ
を
シ
テ
が
く
み
取
っ
て
舞
台
を
ま
と
め
て
い
く
。

誰
か
が
早
く
息
を
吸
っ
た
ら
、こ
の
演
者
は
こ
う
動
き
た
い
ん
だ

と
か
、ゆ
っ
く
り
息
を
吸
っ
た
ら
緩
や
か
に
い
き
た
い
ん
だ
と
か
、

そ
れ
こ
そ
息
遣
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。み
ん
な
の
主

張
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
舞
台
が
作
ら
れ
る
の
も
、能
楽
の

面
白
さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ま
さ
に
精
神
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。２
０
１
６
年
に

は
、ア
メ
リ
カ・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
公
演
さ
れ
て
い
ま

す
。海
外
の
方
に
も
そ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
性
と
い
う

も
の
は
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
日
本
の
お
客
さ
ま
の
場
合
は
、日
本
の
伝
統
芸
能
だ
か
ら

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
構
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、海
外
の
お
客
さ
ま
は
そ
も
そ
も
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
で
、無

理
に
物
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、装
束
の
美
し
さ

や
囃
子
方
の
音
な
ど
、自
分
な
り
の
観
点
で
楽
し
み
方
を
見
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

外
川　
知
識
よ
り
も
感
性
で
観
る
と
い
う
か
、知
ら
な
い
方
が
よ

り
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

観
世　
日
本
人
が
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
て
も
、リ
ズ
ム
や
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日

本
の
お
客
さ
ま
に
も
そ
ん
な
ふ
う
に
、も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
能

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
は
、納
得
の
い
く
舞
台
を
経
験
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

観
世　
一
度
も
な
い
で
す
ね
。一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
で
き
た
と
思

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、何
回
も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
、も
っ
と
あ
あ
す

れ
ば
よ
かっ
た
と
か
、今
度
は
こ
こ
を
こ
う
直
そ
う
と
か
、反
省
点
は

必
ず
生
ま
れ
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て
し
ま
う
と
そ
こ
で
終
わ
り
だ

と
思
って
い
ま
す
の
で
、ま
だ
上
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
先
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
お
父
さ
ま
も
お
祖
父
さ
ま
も
代
々
、そ
う
し
て
能
楽
の
道

を
歩
ま
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

観
世　
そ
う
で
す
ね
。80
歳
に
な
る
方
の
舞
台
を
観
て
い
て
る
と
、

同
じ
舞
で
も
全
く
別
物
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詞
章（
台

詞
）や
型
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
な
の
で
す
が
、

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん
で
す
。若
い

時
に
は
若
い
な
り
の
良
い
演
技
が
あ
り
ま
す
し
、年
を
取
る
に
つ
れ

て
味
の
出
た
演
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
変
化
も
楽

し
み
な
が
ら
、ず
っ
と
修
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

外
川　
能
楽
師
に
引
退
は
あ
る
の
で
す
か
。

観
世　
基
本
的
に
引
退
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
身
体
を
悪
く

し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、急
死
し
た
祖
父

は
亡
く
な
っ
た
当
日
ま
で
舞
台
に
立
って
い
ま
し
た
。父
も
よ
く
、

最
後
の
瞬
間
ま
で
舞
台
を
続
け
た
い
と
言
って
い
ま
す
。

外
川　
最
後
に
、能
楽
師
と
し
て
で
は
な
く
20
代
の
男
性
と
し
て
、

ど
ん
な
生
活
を
送
って
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

観
世　
高
校
時
代
の
友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、や
る

こ
と
は
同
年
代
の
人
た
ち
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
飲
み
に

行
っ
て
、自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
朝
ま
で
語
り
合
っ
た
り
。僕

ら
は
ゆ
と
り
世
代
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、周
り
は
結
構
、世
の
中

の
こ
と
や
自
分
の
人
生
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
よ
。

外
川　
三
郎
太
さ
ん
の
お
話
を

聞
け
ば
、大
人
た
ち
が
抱
い
て
い
る

現
代
の
若
者
像
も
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。本
日
は
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

納
得
す
る
こ
と
な
く

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

の
か
、抵
抗
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。三
郎
太
さ
ん
の
場
合
、そ

う
し
た
抵
抗
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

観
世　
他
の
仕
事
で
生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、経
験
と
し
て
就
職
活
動
は
や
って
み
た
か
っ
た
で
す

ね
。企
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
て
み
て
、そ
の
世
界
が
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
見
識
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。

外
川　
子
ど
も
の
頃
か
ら
舞
台
に
立
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、他
の

お
子
さ
ん
と
違
う
環
境
に
違
和
感
を
持
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

観
世　
学
校
を
早
退
し
た
り
遅
刻
し
た
り
す
る
時
も
、先
生
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、「
頑
張
っ
て
き
て
ね
！
」と
応
援
し
て
く
れ
た

り
、学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
舞
台
を
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
。

学
校
全
体
が
僕
の
こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、環
境
を
作
って

く
れ
て
い
た
の
で
、も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
か
ら
嫌
だ
と
い
う
よ

う
な
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
川　
「
自
分
は
能
楽
師
だ
」と
い
う
自
覚
を
持
た
れ
た
の
は
い

つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
生
ま
れ
た
時
か
ら
周
り
は
能
の
環
境
で
し
た
の
で
、自
覚

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
で
す
ね
。人
生
で
、自
分

外
川　
本
日
は
、GIN

ZA SIX

の
地
下
に
あ
る
観
世
能
楽
堂
に
来

て
い
ま
す
。格
式
の
あ
る
空
間
で
お
話
を
伺
う
の
は
、観
世
流
能
楽

師
の
観
世
三
郎
太
さ
ん
で
す
。能
楽
を
大
成
し
た
観
阿
弥
、世
阿
弥

を
先
祖
と
す
る
二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世
清
和
氏
の
ご
子
息
で
、

１
年
前
に
立
教
大
学
を
卒
業
さ
れ
、能
楽
の
道
に
ま
い
進
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
三
郎
太
さ
ん
に
、幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
、そ
し
て
将

来
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
お
話
を
伺
い
ま
す
。三
郎
太
さ
ん
は
、お
父

さ
ま
の
下
で
稽
古
に
励
み
、５
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
た
そ
う
で
す

ね
。幼
い
頃
か
ら
能
楽
の
世
界
で
育
って
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、観

世
流
を
継
ぐ
こ
と
を
いつ
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

観
世　
観
世
流
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、能
楽
師
と
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
意
識
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。能
楽
は
幼
い
頃
か
ら

日
々
、触
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
し
、自
分
の
生
活
の
中
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
って
い
ま
し
た
か
ら
。

外
川　
私
の
実
家
は
太
宰
治
の
短
編
小
説「
富
嶽
百
景
」の
舞

台
と
な
っ
た
御
坂
峠
の
天
下
茶
屋
と
い
う
店
な
の
で
す
が
、弟
が

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
時
、「
他
に
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
な
か
っ
た

の
？
」と
聞
く
と
、彼
は
継
ぐ
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い
た

し
し
ょ
う
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岩
切 

正
一
郎（
い
わ
き
り 

し
ょ
う
い
ち
ろ
う
）

国
際
基
督
教
大
学
学
長
。文
学
修
士（
東
京
大
学
）。

Ｄ
Ｅ
Ａ（
パ
リ
大
学
）。東
京
大
学
助
手
を
経
て
’96
〜

国
際
基
督
教
大
学
。ア
ド
ミッション
ズ・セ
ン
タ
ー
長
、

教
養
学
部
長
を
経
て
’20
〜
現
職
。専
門
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
。

西
原 
廉
太（
に
し
は
ら 

れ
ん
た
）

立
教
大
学
総
長
。京
都
大
学
工
学
部
卒
業
。立
教

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
組
織
神
学
専
攻
修
了
。

博
士（
神
学
）。キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
理
事

長
。’21
よ
り
現
職
。主
著『
聖
公
会
の
職
制
論
』。

杉
本 

仁
嗣（
す
ぎ
も
と 

ひ
と
し
）

関
西
大
学
学
事
局
教
育
開
発
支
援
室・教
学
Ｉ
Ｒ
室

グ
ル
ー
プ
長
。関
西
大
学
経
済
学
部
卒
業
。’92
学
校

法
人
関
西
大
学
入
職
。文
学
部
事
務
室
等
を
経
て
’20

東
京
セ
ン
タ
ー
事
務
長
に
赴
任
。’23
４
月
よ
り
現
職
。

木
村 

勝（
き
む
ら 

ま
さ
る
）

学
校
法
人
関
西
学
院
東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
課

長
。関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
卒
業
。’92
株
式
会

社
三
越
入
社
後
、本
店
婦
人
洋
品
、人
事
担
当
を

経
て
’08
学
校
法
人
関
西
学
院
入
職
。現
在
に
至
る
。

古
谷 

銀
次
郎（
ふ
る
た
に 

ぎ
ん
じ
ろ
う
）

厚
生
労
働
省
神
奈
川
労
働
局
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
。慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
卒
業
。

’23
３
月
ま
で
甲
南
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャン
パ
ス

東
京
事
務
所
所
長
を
務
め
る
。

鈴
木 

真
木
子（
す
ず
き 

ま
き
こ
）

松
山
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
長
。松
山
大
学
経
済
学

部
卒
業
後
、民
間
企
業
を
経
て
、’09
松
山
大
学
入

職
。財
務
、経
営
企
画
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、教
務

を
経
て
現
職
。

江
津 

英
昭（
え
づ 

ひ
で
あ
き
）

明
治
大
学
教
務
事
務
部
政
治
経
済
学
部
事
務

長
。明
治
大
学
文
学
部
卒
業
。同
大
学
広
報
課
、

商
学
部
事
務
室
等
を
経
て
’20
経
営
企
画
部
広
報

課
長
、’23
４
月
よ
り
現
職
。

児
美
川 

孝
一
郎（
こ
み
か
わ 

こ
う
い
ち
ろ
う
）

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
。東
京

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。日
本
教
育
学
会
理
事
。著
書
に

『
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ウ
ソ
』等
。

大
澤 

敏（
お
お
さ
わ 

さ
と
し
）

金
沢
工
業
大
学
学
長
、バ
イ
オ・化
学
部
応
用
化

学
科
教
授
。’91
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
。理
学
博
士
。’04
よ
り
教

授
、’16
よ
り
学
長
。

川
口 

誠
人（
か
わ
ぐ
ち 

ま
こ
と
）

明
治
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長
。明
治
大
学

政
治
経
済
学
部
卒
業
。桜
美
林
大
学
大
学
院
国

際
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。修
士（
大
学
ア
ド

ミ
ニス
ト
レ
ー
ション
）。

山
重 

芳
子（
や
ま
し
げ 

よ
し
こ
）

成
城
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長・経
済
学
部
教

授
。米
国 Johns H

opkins

大
学
博
士
課
程
修

了
。Ph.D

.(Econom
ics)

。’19
よ
り
セ
ン
タ
ー
長

（
’23 

３
月
現
在
）。

藤
川 

昇
悟（
ふ
じ
か
わ 

し
ょ
う
ご
）

西
南
学
院
大
学
商
学
部
教
授
。’02
九
州
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。博
士（
経
済
学
）。阪
南
大
学
を
経

て
、’16
よ
り
現
職
。’21
よ
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
。

小
舘 

亮
之（
こ
だ
て 

あ
き
ひ
さ
）

津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
。’97
早
稲
田

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士（
工
学
）。早
稲
田
大
学
、企
業
等
を
経
て
’05

よ
り
津
田
塾
大
学
、’17
よ
り
現
職
。

長
野 

了
法（
な
が
の 

り
ょ
う
ほ
う
）

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
理
事
長
。’73
龍
谷
大
学

卒
。同
年
学
校
法
人
龍
谷
大
学
入
職
、’09
総
務

局
長
、’11
常
任
理
事
を
務
め
た
。’19
学
校
法
人
武

蔵
野
大
学
監
事
。’20
よ
り
現
職
。

執筆者・出席者のご紹介（掲載順）
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芦
沢 

真
五（
あ
し
ざ
わ 

し
ん
ご
）

関
西
国
際
大
学
副
学
長・国
際
コミュニケ
ー
ション

学
部
教
授
。ハー
バー
ド
大
学
教
育
大
学
院
卒
業（
国

際
教
育
専
攻Ed.M

.

）。慶
應
義
塾
大
学
、大
阪
大

学
、明
治
大
学
、東
洋
大
学
を
経
て
’22
よ
り
現
職
。

鈴
木 
洋（
す
ず
き 

ひ
ろ
し
）

芝
浦
工
業
大
学
情
報
シ
ス
テ
ム
部
部
長
。Ｓ
Ｄ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

中
妻 

照
雄（
な
か
つ
ま 

て
る
お
）

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。

佐
藤 

信
行（
さ
と
う 

の
ぶ
ゆ
き
）

中
央
大
学
法
務
研
究
科
教
授・教
育
力
研
究
開
発

機
構
長・副
学
長
。

阪
田 

真
己
子（
さ
か
た 

ま
み
こ
）

同
志
社
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
長・

文
化
情
報
学
部
長
。’22
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担

当
学
長
補
佐
。’02
神
戸
大
学
大
学
院
総
合
人
間

科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
学
術
）。

草
薙 

健
太（
く
さ
な
ぎ 

け
ん
た
）

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科

学
科
准
教
授・体
育
会
水
泳
部
監
督
。’10
中
京

大
学
体
育
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了（
修

士
）。’20
よ
り
現
職
。

間
合 

絵
里（
ま
あ
い 

え
り
）

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
助
教
。名

古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。’20
京
都
大
学
大
学
院
博
士（
農
学
）取

得
。京
都
大
学
特
定
助
教
を
経
て
’21
よ
り
現
職
。

堀 

啓
二（
ほ
り 

け
い
じ
）

共
立
女
子
大
学
建
築
・デ
ザ
イ
ン
学
部
長
・
教

授
。’82
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

芸
術
学
修
士
。一
級
建
築
士
。’23 

４
月
よ
り
現

職
。主
書『
図
解 

雨
仕
舞
の
名
デ
ザ
イ
ン
』な
ど
。

織
戸 

光
明（
お
り
と 

こ
う
め
い
）

学
校
法
人
根
津
育
英
会
武
蔵
学
園
事
務
局

長
。’77
３
月
武
蔵
大
学
人
文
学
部
卒
業
、’77
４
月

入
職
。学
生
生
活
課
長
、教
務
部
長
、大
学
事
務

局
長
な
ど
を
経
て
’15
４
月
よ
り
現
職
。

安
食 
真
城（
あ
ん
じ
き 

し
ん
じ
ょ
う
）

龍
谷
大
学
宗
教
部
課
長
。龍
谷
大
学
文
学
部
卒

業
。’14
か
ら
現
職
。

髙
山 

貞
美（
た
か
や
ま 
さ
だ
み
）

白
百
合
女
子
大
学
学
長
。教
皇
庁
立
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン

大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。上
智
社

会
福
祉
専
門
学
校
校
長
、上
智
大
学
神
学
部
教
授
を

経
て
’20
同
大
学
名
誉
教
授
。同
年
4
月
よ
り
現
職
。

観
世 

三
郎
太（
か
ん
ぜ 

さ
ぶ
ろ
う
た
）

観
世
流
能
楽
師
。二
十
六
世
観
世
宗
家・観
世

清
和
嫡
男
。５
歳
の
時
に「
鞍
馬
天
狗
」で
初
舞

台
を
踏
む
。’22
立
教
大
学
法
学
部
を
卒
業
。能

楽
師
と
し
て
舞
台
に
立
ち
続
け
る
。

外
川 

智
恵（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。大
正
大
学
文
学
部
卒

業
。カ
リ
フォルニア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。’92
山
梨
放
送
入
社
。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」の
トッ
プ
イ
ン
タ
ビュー
な
ど
を
務
め
る
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　
で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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出
席

理
事
補
欠
選
考
委
員
会
に
出
席

第
12
回
常
務
理
事
会
に
出
席

● 

３
月
17
日
㈮

衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
参
考
人
質
疑
に

出
席

● 

３
月
28
日
㈫

第
11
回
理
事
会
、第
３
回
総
会
に
出
席

● 

３
月
29
日
㈬

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
第
１
２
６
回
役

員
会・第
91
回
総
会
に
出
席

● 

４
月
11
日
㈫

第
１
回
常
務
理
事
会
、第
１
回
理
事
会
に
出
席

● 

４
月
26
日
㈬

経
団
連「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す

る
産
学
協
議
会
」に
出
席

● 

３
月
７
日
㈫

立
憲
民
主
党
文
部
科
学
関
係
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

● 

３
月
９
日
㈭

私
立
学
校
法
改
正
法
案
に
関
す
る
説
明
会

▼
各
資
料
や
開
催
の
概
要
は
、左
記
の　
　
　
　
　

私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

各
種
活
動
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 3 . 0 3 - 0 4

『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
』

改
訂
の
お
知
ら
せ

会
長
の
動
き

開
催
報
告

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
に
伴
い
、大
学
は
対
面
を

中
心
と
し
た
授
業
に
回
帰
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、対
面
授
業
の
み
で
は
な
し
え
な
い
、

学
生
の
学
び
を
一
層
進
化
さ
せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
中
間
報
告
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
双
方
向
性
の
確
保
や
質
保
証
、

評
価
方
法
、学
内
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
考
察

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

教
育
の
あ
り
方（
中
間
報
告
）」を
公
表

　
『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
』につい
て
、

有
識
者
に
よ
る
第
三
者
チェッ
ク
及
び
第
２
２

６
回（
令
和
５
年
度
第
３
回
）総
会
で
の
会
員

法
人
の
承
認
を
経
て
、令
和
５
年
３
月
28
日
付

で
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
連
盟
で
は
、各
会
員
法
人
の
遵
守
状
況

や
こ
の
間
の
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、本
コ
ー
ド
の
記
載
内
容

や
運
用
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。今
回
の
改
訂
は
、本
コ
ー
ド
の
理
念

（
基
本
的
な
考
え
方
）が
会
員
法
人
に
誤
解

な
く
浸
透
す
る
よ
う
主
旨
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、公
益
通
報
者
保
護
法
や
個
人
情

報
保
護
法
等
の
、コ
ー
ド
策
定（
令
和
元
年

６
月
）後
に
改
正
さ
れ
た
法
令
へ
の
対
応
を

中
心
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
』及
び

各
会
員
法
人
の
コ
ー
ド
遵
守
状
況
につ
い
て
は
、

私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

す
る
と
と
も
に
、「
対
面
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
」「
オ
ン

デ
マ
ン
ド
」な
ど
の「
組
み
合
わ
せ
」に
よ
り
、い
か

に
新
し
い
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
か
、そ
の
可
能

性
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
と
も
に
提
示
し
ま
し
た
。

　
今
後
、通
信
制
と
通
学
制
の
整
理
や
授
業
料

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
新
た
に
検
討
を
加
え
、令

和
５
年
度
中
に
最
終
報
告
と
し
て「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
の
新
た
な
大
学
教
育
像
」を
と
り
ま
と

め
る
予
定
で
す
。

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

m
em

bers/governance/

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

topics_details/id=3772
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2023.07

NO.411

座談会「アントレプレナーシップ教育の現在地」
特　集「私立大学の個性と多様性を表す周年事業」
小特集「年内入試のこれから」
だいがくのたから 国際武道大学 大学点描 松山大学
クローズアップ・インタビュー

宮﨑知子さん（株式会社陣屋 代表取締役 女将、株式会社陣屋コネクト 代表取締役 CEO）

◆
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
根
幹
で
あ
る「
一
人
一

人
の
社
会
的・職
業
的
自
立
に
向
け
、必

要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て

る
こ
と
を
通
し
て
、キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促

す
教
育
」（
平
成
23
年
１
月
中
央
教
育
審

議
会「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育・職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て（
答

申
）」よ
り
）。

　
こ
の
度
、特
集
で
ご
紹
介
し
た
６
大
学

は
、様
々
な
工
夫
を
施
し
な
が
ら
学
生
生

活
４（
６
）年
間
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
発
達

を
促
す
べ
く
体
系
だ
っ
た
制
度
設
計
や
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
本
学
の
よ
う
に
学
外
で
の
学
修
が
可
能

に
な
る
よ
う
に
タ
ー
ム
制
を
導
入
と
い
う

制
度
設
計
を
し
た
ケ
ー
ス
、在
学
生
や
卒

業
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
各
施
策
を
展

開
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、形
は
異
な
る
が

一
人
一
人
の
学
生
の
自
立
に
向
け
て
キ
ャ

リ
ア
発
達
を
促
す
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
国
の
政
策
と
し
て
始
ま
っ
て
久
し
く

な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
全
体
像
を
振
り

返
り
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
学
生
た

ち
が
必
要
と
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、再
考
す
る
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分

科
会
委
員
・
津
田
塾
大
学
経
営
企
画
課

課
長 

五
十
嵐
俊
也
〉

◆
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
は
自
分
自
身
の
多
様

な
学
び
の
成
果
を
可
視
化
す
る
ツ
ー
ル
だ

と
思
って
い
た
が
、本
小
特
集
か
ら
は
、目

的
を
持
っ
て
学
び
に
取
り
組
む
た
め
の

ツ
ー
ル
で
も
あ
る
こ
と
が
伝
わって
く
る
。

例
え
ば
、留
学
を
目
指
す
学
生
が
グ
ロ
ー

バ
ル
に
関
す
る
証
明
書
の
取
得
を
目
指
す

こ
と
で
、自
身
に
必
要
な
科
目
が
明
確
に

な
り
、目
的
を
持
っ
て
学
び
に
臨
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
ま
さ
に
主
体
的
な
学
び
を
促
す
仕
組

み
で
あ
る
が
、課
題
が
多
い
こ
と
も
痛
感

す
る
。プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
共
通
化
や
大

学
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
の
推
進
、企

業
な
ど
も
含
め
た
社
会
全
体
の
理
解
な

ど
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多

く
あ
る
が
、「
便
利
に
な
る
」こ
と
を
実
現

し
た
先
に
は
、「
学
び
の
質
向
上
」を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
信

じ
て
真
摯
に
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報

分
科
会
委
員
・
法
政
大
学
多
摩
事
務
部

多
摩
事
務
課
課
長 

須
藤
智
徳
〉

◆
第
３
９
１
号（
２
０
２
０
年
３
月
号
）以

来
、対
面
で
の
座
談
会
開
催
が
実
現
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
東
京
拠
点
の
中

心
的
役
割
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、そ

の
変
化
は
大
学
を
取
り
巻
く
様
々
な
状

況
と
同
様
、新
た
な
可
能
性
を
示
す
も
の

と
なって
い
る
。

　
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・イ
ン
タ
ビュ
ー
で
は
、

銀
座
と
い
う
喧
噪
の
中
に
あ
る
静
謐
な
観

世
能
楽
堂
で
、観
世
三
郎
太
さ
ん
の
お
話

を
伺
っ
た
。長
い
伝
統
と
歴
史
を
受
け
継

ぐ
そ
の
姿
と
お
話
か
ら
、悠
久
の
時
の
流

れ
を
感
じ
る
時
間
と
なっ
た
。

　
座
談
会
で
話
題
に
あ
がったChatG

PT

は
、座
談
会
開
催
か
ら
１
カ
月
程
の
間
に
、

メ
デ
ィ
ア
を
大
き
く
賑
わ
す
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
って
い
る
。そ
の
存
在
は
、可
能
性
と

同
時
に
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
警
鐘
が
鳴
ら

さ
れ
、コロ
ナ
禍
で
進
展
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
続
い
て
、大
学
は
新
た
な
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。

　
学
問
に
は
学
び
の
過
程
で
新
発
見
や
変

化
が
生
じ
る
が
、能
は
既
存
の
も
の
を
追
求

し
て
い
く
世
界
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
相

違
点
で
あ
る
、と
語
ら
れ
た
三
郎
太
さ
ん
。

伝
え
る
べき
基
本
に
そ
ぐ
わ
な
い
形
は
と
ら

な
い
と
い
う
能
の
世
界
と
大
学・学
問
の
世

界
は
一
様
で
は
な
い
が
、今
後
の
展
開
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。（
日
本
私
立
大
学
連
盟

事
務
局
　
加
賀
崎
奈
美
）

編集後記
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百 合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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